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     第一部　シヴァ


     第一話／小五ロリ


    



    　わたし、月つく読よみ鎖さ々さ美み！


    　私立岩いわ永なが小学校に通う、ごく平凡な小学生！


    　自分で言ってて正気を疑いたくなるけど、しょうがくせい!!


    



    　平凡な、住宅街だ。


    　そのへんのおうちの窓まど硝子ガラスにうつった自分の姿は、ちんちくりんの──ランドセルまで背負った、どこから見てもＳＹＯＵＧＡＫＵＳＥＩ!!


    



    「うんにゃああああ!?」


    



    　変な声をあげながら、ブロック塀を粉々にしつつ、誰かが目の前に転がりでてきた。


    　とっさに避よける。


    　その誰かさんは可愛かわいらしくＭ字開脚のまま──くるくると目を回している。


    　わたしと同い年ぐらいの、幼いたい気けな風ふう貌ぼう。


    　ワンピースから露出した膝ひざ小僧。


    　色の脱ぬけた長い髪の毛を左右で結わえていて、背中にはやっぱりランドセル。


    「だいじょうぶ、情雨じようちゃん？」


    　そっと、あられもなく丸見えになっていたうさちゃんパンツを隠してあげながら問うと、彼女──蝦え怒ど川がわ情雨ちゃんは「ひくっ」としゃっくりしながら顔をあげて。


    「あ！　さ、鎖々美さん！」


    　ぱぁっ、と輝く笑顔を見せてくれるから、かわゆい。


    　食べちゃいたい。


    　わたしは紳士的に、そっと彼女に手を差しのべて。


    「ハァハァ、だいじょうぶだよ情雨ちゃん──ハァハァわたしが守ってあげるからねハァハァハァハァ……ちっちゃい、かぁわいい～……」


    「なんで呼吸が乱れてるのよ。ダッシュであたしを助けにきてくれたからだって信じてるわ！」


    　次の瞬間だった。


    　空気がわななき、地面に次々と亀裂が走っていく。


    　街路樹が揺れ、おおつぶの木の葉の塊かたまりを落下させていく。


    　──姿を見せたのは、天を突くような巨体だった。


    　夜空に浮かんだ雲みたいな、むらむらと不定型な暗黒。


    　生物的な二対の翼と腕があって、ゆるやかに動いて──。


    「ああああああああああんぎゃあああああああああああああ!!」


    　と、壊れた楽器みたいな金切り声を放った。


    　わたしは青ざめている情雨じようちゃんに、比較的のほほんとしながら尋ねた。


    「えっと、いったい何事なの？　あの化け物っぽいの、お友達？」


    「知らないわよ。あたしたちの目的のために、あちこち見て回ってたら──いきなり襲おそわれたのよ」


    　腕組みして、ようやく落ちついたのか、情雨ちゃんは不敵に。


    「要するに、こいつを倒せばいいってこと？　ちょっと様子見したいから、あんた先にやりなさい──上手にやれたら褒ほめてあげるわよ？」


    「んもう、情雨ちゃんはいつもそんな……」


    　愚ぐ痴ちっぽく言いながらも、実は、うずうずしていたのだ。


    　わたし──こういうの、嫌いじゃないんだよね。


    「よいしょっ」


    　ランドセルのなかから、どう見ても位い牌はいにしか見えないマジックアイテムを取りだして、そ


    こに書かれた『月読命ツクヨミノミコト』という戒かい名みようを化け物に見せつけるように。


    「成じよう仏ぶつ！」


    　と叫んだ。


    　変身、ぐらいの意味だ。


    　この瞬間、文字どおり──わたしは人間から、神仏に成るのだ。


    　位牌から輝きが[image: ]あふれ、わたしの全身を包みこむ。


    　それは現世と幽かくり世よを繫つなぐ、光の道しるべ。


    　身体からだの周りに無数の細かい光の輪っかが回転し、よく見るとその内側には複雑怪奇な曼まん荼だ羅らが描かれている。


    　光はやがて七色の虹と化して──。


    　わたしの『成仏』が完了する。


    　仏教の僧服を大胆にアレンジして、今どきっぽくした九十年代魔法少女みたいな衣装に。


    　手首には数じゆ珠ず。頭には宝ほう冠かん。右手には金色に輝く鈍器。


    　わたしは一回転して決めポーズ☆高らかに叫んだ。


    「覚悟完了！」


    　悟った、ぐらいの意味だ。


    「仏門の右！　狛こま犬いぬにして阿あ吽うんの阿！　雷神──護法少女カーリーピンク!!」


    　わりとノリノリなわたしである。


    　周りには情雨じようちゃんと化け物しかいないし、こういうの好きだし……。


    　子供のころ、修行にかこつけてお母さんとかっこいいポーズの練習とかしたなあ。


    「情雨ちゃんはさがってて！　おりゃあああ！」


    　自分の背丈ほどの鈍器──いわゆる金剛杵ヴアジユラを構えて、わたしは化け物に突進していく。


    　なんの因果か、神様マツポの手先！


    　わたしたちは、穢土世界の平和を守るために今日も戦うのだ！


    



    　そもそも、なんでこんな頭のおかしい事態になっているかというと……。

  



  
     第二話／天竺にて


    



    　シルクロードのどこかに、その秘境は存在している。


    　常人には辿たどりつくことができない──認識すらできない、桃とう源げん郷きよう。


    　ちいさな国ほどもある広大な領域がまるまる無人で──あちこちに四季折々の花や、桃の果実が色彩を添えている。


    　人間を含めて動物の気配はまるでなく、景色はいつも霧きりがかかったようにぼんやり。


    　ぞっとするほど美しいが、どこまでも物哀しい土地だった。


    　そんな理想郷天竺の奥まった位置、ちいさな山の天てつ辺ぺんに、ひとつの寺院がある。


    　板張りの、道場じみた修練場。


    　九月とは思えぬ冷気が渦巻くなか、純白の、まるで死に装しよう束ぞくじみた修行衣をまとったわたしと情雨じようちゃんは──座禅をしていた。


    　修行中なのである。


    「る～ん♪　る～ん♪」


    　わたしたちの背後を、呑のん気きな足音とともに鼻唄が通過していく。


    　足音が一定の調子で、となりあって座禅するわたしと情雨ちゃんの周りを回遊している。


    「るるるる～ん♪」


    　この謎なぞの鳴き声（？）がだいぶ鬱うつ陶とうしいが、我慢。


    　苛いら立だちも怒りも何もかもを瞑めい想そうの果てに『悟り』に昇華するのが、禅である。


    「喝かぁぁぁあああつ!!」


    　などと考えていたら、背中を強したたかに打たれた！


    「うぎゃあああ!?」


    　痛みに引っくりかえって悶もだえると、わたしを殴なぐったやつは「るる～ん♪」と人間らしからぬ笑い声をあげて、楽しそうに。


    「おぬしのような半はん端ぱ者ものが『わかったようなこと』を考えるでないぞ──未熟者はよくたやすく手にいれたものを真理だと思いこみ、己おのれが道半ばであることを忘却する。それは悟りではなく怠けじゃ、どアホめ」


    　偉そうに言っているのは、わたしたちより幼い風ふう貌ぼうの、ちいさな女の子である。


    　アジアンな寺院に似合ってるようないないような、異国情緒[image: ]あふれる見た目だ。


    　チョコレート色の肌。


    　焦げ茶っぽい髪の毛を頭の天辺でちいさく結わえている。


    　服装はサリーと呼ぶのだろうか、ゆったりとした、身体からだの線が隠れる民族衣装だ。


    　彼女は手にした錫しやく杖じようを「じゃらじゃら」と鳴らしながら。


    「まったく、最近の若いもんは──集中力がなくて困る。そのお題目の意味も知らずに他力本願など片腹痛いわ。己おのれだけが救われるなら小乗仏教でもよかろうが、おぬしらの願いはそれではいかんのだろうが、ン？」


    　床に蹲うずくまって「ううう」と痛みに堪たえているわたしの背中を、少女は「ぐりぐり」と踏みにじる。悪魔マーラめ……。


    「ようし、こうしよう。次からは、雑念を抱いた本人ではなく、もうひとりのほうをぶん殴なぐる。互いに人質になるのじゃ。これならやる気もでよう？　痛みには慣れるもの、けれど他人の痛みはどうかのう──慈悲の心を知るがよい、それが成じよう仏ぶつの第一歩じゃ♪」


    「ちょっと、それあたしが不利じゃない！」


    　おとなしかった情雨じようちゃんが、目を開いて文句を言った。


    「鎖さ々さ美みさん、ちゃんとやるのよ！　あたし痛いの嫌いなの！」


    「うう……」


    　わたしは座禅に戻る。


    　むかしはこういう修行、よくやってたんだけどなぁ──長い引きこもり生活によって染みついた怠たい慢まんは、如何いかんともしがたかった。


    　痛みへの恐怖。


    　動物的な反射から、脳裏に渦巻く『言葉』という雑念から解き放たれる。


    　それが禅だ。


    『言葉』は便利な意思疎通のためのツールだが、『山』という言葉は山そのものを表わしてはいないから、つまりぜんぶは偽物だ。


    　言葉遊び、偽物に惑わされ、本質に辿たどりつけない。


    　ゆえに禅により、肉体を調教してでも、わたしたちは『言葉』から自由に──。


    「るる～ん♪　まだ『言葉』で考えておるな愚かものが……♪♪」


    　少女が錫杖を素振りする「じゃらん」という音がした。


    　情雨ちゃんが「びくん」とする──今度は、殴られるのは情雨ちゃんだ。


    　そちらから殺意とともに「何やってんのよ馬鹿！」という波動が伝わってくる。


    　ごめん、情雨ちゃん。修行が終わったあとは手当をするから、情雨ちゃんの舐なめまわしたいほどきれいな背中に湿しつ布ぷを貼って痛がる情雨ちゃんの涙をそっと拭ぬぐってハァハァ……。


    　わたしの煩ぼん悩のうに反応したのか、少女が「ギラリ☆」と眼光を煌きらめかせて。


    「喝かぁぁぁああああつ!!」


    　情雨ちゃんをぶん殴ろうとして、「む？」と動きを停止させる。


    　怪け訝げんそうに。


    「くっくっく」


    　情雨じようちゃんは座禅を組んだまま、誇らしげに語った。


    「仏教には不殺生戒アヒンサーってのがあるらしいわね。まぁ、どこの宗教にもあるんだけど。生き物を殺してはいけない──とくに仏教は、虫を踏みつぶすのも嫌いやがるはず。だから……」


    　情雨ちゃんの背中に、びっしりと羽虫の大群がへばりついていた。


    　うわあ。


    　黄金色の甲殻をもつ、エジプトのピラミッドとかを守ってるという甲虫スカラベだ。


    　周囲の空間を強引に『改変』し、つくりあげたのだ。


    「ふふん、あたしパパにだって殴なぐられたことないんだから！　これで手も足もでないでしょ！　どうするの、錫しやく杖じようで打ったら虫が死ぬわよ！　不殺生戒アヒンサーを──」


    「えーいっ☆」


    　めごっ。


    　少女が躊ちゆう躇ちよなく情雨ちゃんの背中を打ちよう擲ちやくした。


    　羽虫の大群はぐちゃりと叩たたきつぶされ、危険を感じたのか一斉に飛び散って逃げた。


    　情雨ちゃんは油断していたところをぶたれたので「みぎゃあああ」と痛みに転がっている。


    「ばかちんめ」


    　少女は己おのれの肩を錫杖で「とんとん」と叩きながら、呆あきれたように。


    「基督キリスト教とかの戒めとちがって、あくまで仏教の戒律は『できれば～しないように』という努力目標じゃ。成じよう仏ぶつという目標のためなら、あらゆる手段が肯定される。おぬしらの国でもお坊さんが肉食ったり結婚したりしておろうが」


    　ず、ずるい……。


    　たっぷり殴られて心を折られたわたしたちが、寄り添って、涙目になっていると。


    　少女は真しん摯しに。


    「叶かなえたい夢があるのじゃろうが、ならば挫くじけるでない──ずいぶんと甘やかされてきたようじゃが、ここでは通用せぬぞ。びしばしシゴいてやるから覚悟するがよい？」


    「こ、こんな虐ぎやく待たいになんの意味があるのよ……もう嫌ぁ、痛いの嫌よ……」


    　情雨ちゃんが泣き言を口にすると、少女は天使のように微ほほ笑えんで。


    「口からクソを垂れる最初と最後に『南な無む』をつけろ!!」


    「痛ぁああああ!?」


    　容赦なかった。


    　情雨ちゃんと、ついでにわたしも殴られて、仲良く悶もだえ苦しむ。


    　そんなわたしたちを眺め、少女は深々と溜ため息いきをつくと。


    「若いな。結論を急ぐな、焦るでないというに──仕方ないか、たしょう強行軍となるが、べつの方法を試してみよう。久方ぶりの西遊記じゃ、るるる～ん♪」


    　言いながら、どっかに歩いて行ってしまった。


    「ママ……」


    　情雨じようちゃんが嗚お咽えつを嚙かみ殺しながら、ちいさく愛しいひとを呼んだ。


    　応えはなく、天てん竺じくはしんと静まりかえったまま……。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　夏休みを蹂じゆう躙りんした『現代のトロイア戦争』によって、わたしたちは最愛の保護者たちを失ってしまった。


    　異国の『神々』という強大な存在に弄もてあそばれ、何もできずに、たぶん敗北したのだ。


    　命が、平和が失われなかったのは──優しいあのひとたちが、守ってくれたから。


    　わたしたちは、だから強くなりたい。


    　同時に、わたしたちの弱さ、愚かさのせいで失われてしまった彼らを、取り戻したい。


    　彼らは満足して消えたのかもしれない。


    　だけど、わたしたちは納得いかない。


    　謝罪すらしていない──ありがとうすら言えないまま、お別れなんて……。


    　だから、わたしと情雨ちゃんは旅にでた。


    　同じ傷を抱かかえたふたりが、手を取りあって。


    　でも──前途は多難だった。


    　わたしたちはまず、『現代のトロイア戦争』の最終局面で何が起きたのかを理解するため、ギリシアの『神々』が狙ねらいを定めた神話をひとつひとつ調査することにした。


    　何ひとつわからない、わたしたちの、砂漠で針を探すような道行きが始まったのだ。


    『現代のトロイア戦争』の爪つめ痕あとは全世界に深いダメージを与えていて、最初に訪問した中国神話の領域は臨戦態勢でぴりぴりしていたし、命からがら辿たどりついた印度インド神話の領域では旅客機が撃墜され、危あやうく遭難するところだった。


    　幸か不幸か、わたしたちはこの天竺に辿りつき──。


    　出会った、底知れぬ少女に、修行をつけられている。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　きっつい修行のあと、寺院の一室にて。


    　置かれた長机には、スパイシーな匂においの印度料理の数々が置かれている。


    　やや見慣れているナンと、種類が豊富なカレーやら、何がなんだかわからない料理まで。


    「いまだに信じがたいわ」


    　それらを手て摑づかみで食べながら、情雨じようちゃんが疑うたぐりぶかそうに、上座にいる少女を睨にらむ。


    「ほんとに、あんたがあのヴィシュヌなの？」


    　ヴィシュヌさまは、世界最古ともいわれる圧倒的宇宙観をもつ印度インド神話の、『最高神』だ。


    　根源的な宗教では、『最高神』が複数存在する場合が多い。


    「この世界をつくった、宇宙そのもののブラフマン。いずれこの世界を滅ぼし、新たに創造するシヴァ。現世利益をつかさどり、現代を統括するヴィシュヌ……」


    　わたしたち『月読神社』の分類でいえば、ブラフマンは『旧神』、シヴァは『次世代神』で、ヴィシュヌが『神々』だ──彼らは同じ時代に存在はせず、過去現在未来で役割分担している。


    　つまり、今このときは、目の前にいるヴィシュヌこそが印度神話の頂点。


    「見た目に囚とらわれるな。とはいえ、この姿は吾われの権現アバターのひとつ」


    　ヴィシュヌさまはすこし変わった性質をもっており、あらゆる『神々』や歴史上の偉人のすべては、その権現アバターであるとされる。


    　わたしたちのそばにいるこの少女は、ほんとうのヴィシュヌの指先──否いな、髪の毛一本ほどの重みしかない、数多くいる分身のひとりなのだ。


    「吾の本質なんぞ見せたら、おぬしらの目が焼けてしまうわい」


    　ヴィシュヌさまは食事が必要ないのか、机に頰ほお杖づえをついて、にやにや笑っている。


    「信じぬならそれでもよい。印度神話の『神々』は獣けもののように本能で生きておるし、神と悪魔の区別が曖あい昧まいじゃ──もしかしたら、吾は道に迷ったおぬしらを惑わせておる、人食い鬼マーラーかもしれぬの？」


    　たとえ、仮にそうだとしても。


    　わたしたちは彼女を信じるしかない。


    　探して、求めて、ようやく見つけた希望なのだ。


    「疑わしいけど、仕方ないわ。叶かなえたい夢があるから」


    　情雨ちゃんが、乱暴にアッサム茶を飲み干しながら、言った。


    　すでにヴィシュヌさまには、わたしたちの目的を明かしている。


    　消えてしまった、わたしたちの保護者たち──。


    　彼らを、取り戻す。


    「けれど、それは人間の身では不可能な難事じゃ」


    　ヴィシュヌさまは素っ気なくつぶやいた。


    　そうだ。


    　保護者たちは、もしかすると死んでしまったかもしれない。


    　地獄の蓋ふたをこじあけ、彼らを見つけて再会するには、常識を逸脱する手段が必要だった。


    「人間では無理じゃ、ならば簡単じゃよな？」


    　挑むように、ヴィシュヌさまがこちらを見据えてくる。


    「人間でなくなればいい。おぬしらは、神になるのじゃ」


    　立ちあがり、仏像のような独特の構えをとって。


    「そも神話とは──理解しがたき名めい状じようしがたいものを人間の言語で翻訳した、神と人間の橋渡し。その内容は、神が人間をつくり、あるいは神が人間に堕落し、同時に人間は神と交流し、神に成ろうとする。その永遠にして根源的な運動の連続じゃ」


    　またも、わたしたちの周りを回遊し始める。


    「新興宗教の教祖が神を名乗るのは、宗教とは、神話とはそのようなものだからじゃ。人間は神に成れる。とくに、印度インド発祥の仏教・密教は厳しい修行によって、人間が神仏に近づこうとあがきつづけた歴史の調べであろう」


    　古代から人間の歴史と寄り添いつづけた、印度神話の『最高神』は。


    「神は、たやすく世界を創り、また滅ぼす。生命をひねりだし、また拭ぬぐい去る。自然環境も物理法則も、指先ひとつで歪ゆがめ、塗りかえてしまう」


    「理屈はわかるわ」


    　情雨じようちゃんが、きちんと背筋を伸ばして頷うなずいた。


    「人間には不可能。だから人間以上になればいい。そのための方法を、あなたは知ってる──そういうことでしょ、ヴィシュヌ」


    　だからこそ、わたしたちは彼女に従い、修行の日々を送っている。


    　結果は芳かんばしいとは言えないけど。


    「おぬしらの保護者の現状は、把握しておる」


    　ヴィシュヌさまはわたしたちの前に、人にん参じんを──ご褒ほう美びをぶらさげる。


    「ミッちゃん（仮）とやらと、淡あわ島しまさまとやらは、ちからを使い切って世界にとろけておるだけじゃ──保護し、ちからを注げば復活するであろう」


    　淡々と。


    「玉たま藻もの前まえとやらは、死んでおる」


    　その言葉に、情雨ちゃんがびくんとする。


    「『トロイア戦争』に乱入し、『神々』と命いのち懸がけの交戦をした彼女は──その地で息絶え、行方はわからぬ。『神々』に逆らったのじゃ、どこぞの地獄に堕おとされたものと思うが。長い時間が流れすぎた。煉れん獄ごくにのまれ原形を保ってすらおらぬじゃろ」


    「それでも」


    　情雨ちゃんは、しっかりと告げた。


    「ママを見つけだすわ」


    「ま、希望はないでもない」


    　だらしなく足をのばして、ヴィシュヌさまはのほほんと。


    「あの妖よう狐こは死の間ま際ぎわにこの世に己おのれのよすがを──殺せつ生しよう石せきを、残した可能性があるのじゃ」


    　かつて『根の国』に堕おちたつるぎが、ご神体である草くさ薙なぎの剣を辿たどって戻ってきたみたいに。


    　わたしの肉によすがを残し、この世に復活したお母さんみたいに。


    　まだこの世界と玉たま藻もの前まえの絆きずながどこかにあるなら、彼女が黄よ泉みがえることは不可能ではない。


    　生命を燃やし尽くし、娘の未来のために殉じた彼女を。


    　もう誰も、『傾けい国こくの美女』とは呼ぶまい。


    　幸せになってほしかった、『現代のトロイア戦争』最大の功労者である彼女には。


    「月つく読よみ神かみ臣おみについては、よくわからぬ」


    　ヴィシュヌさまはそっぽを向いて、お茶を濁している。


    「まぁ、期待はしておくがよい──とだけ、言っておこうかのう。ともあれ、おぬしらの選んだ道は一筋縄ではないぞ。奇跡を起こすには、そのぶん重い代償が必要じゃ」


    「なんだって捧げるわ」


    　情雨じようちゃんが宣言すると、ヴィシュヌさまは嫌いやそうに。


    「若者がそう簡単に己おのれを投げだすでない──さておき、神とは奇跡を起こす存在じゃ。神にさえなれば、世界観に介入できるようになる」


    　だが無料ではないぞ、と異国の女神は艶えん然ぜんと笑った。


    「おぬしらは、奇跡を起こすための代償を、いわゆる『徳』を溜めるのじゃ」


    「と、とく？」


    　お腹なかいっぱいになって口元を拭ぬぐっていたわたしが、首を傾かしげると。


    　ヴィシュヌさまは他人をもてなすのが好きなのか、丁てい寧ねいにお茶をいれてくれながら。


    「善行を積めば、『徳』は溜まっていく。それは、いわば『神々』の通貨じゃの。『徳』を支払えば、『神々』は従ってくれる。おおきな『徳』を対価にすれば、不可能はないのじゃ」


    「『改変』を起こすために必要なちから、って感じ？　いわゆる『霊力』とはちがうの？」


    　わたしが問うと、ヴィシュヌさまは思案げに。


    「似たようなもんじゃけど。『霊力』は己自身が最初から持っておる、世界を『改変』するちからじゃ。『徳』は、がんばって稼ぐ世界の通貨じゃの。最初からもってる資産と、後に稼ぐ収入、ぐらいのちがいじゃ。『霊力』も『徳』に変換できるが、レートが低いのであんまり効率的ではないのじゃ」


    　わかんない。


    「善行を積めば、『徳』が溜まって『改変』がしやすくなる」


    　ヴィシュヌさまは丁寧に説明してくれた。


    「おぬしらだって、いきなりぶん殴なぐってきた相手と、優しく親切にしてくれた相手、どちらの役に立ちたいと思う？　『神々』だって同じじゃ──彼らの喜ぶことをすれば、ちからを貸してくれる。いわば、『神々』の好感度じゃの」


    　急にわかりやすくなった。


    「『神々』だけでなく、人間のためになる行動もするのじゃぞ。いわゆる神話に残る、聖人と呼ばれるものたちを思いだすがよい。人々のために善行を積んでおる。怪け我がを治したり、土木工事をしたり、予言をしたりの……」


    　ヴィシュヌさまは謎なぞめいた微笑を浮かべて。


    「人間は、『神々』とはちがう意味で、世界への影響力の高い存在じゃからの。人間は唯一、己おのれの運命を変更できる動物。彼らに貢献すれば、世界はおぬしらを応援する。ま、人間が特別なのはそれだけが理由ではないのじゃが、そのぐらいの理解でよい」


    　ところどころテキトーだなぁ。


    「成なる程ほどね」


    　情雨じようちゃんはよくわかっていなさそうだったけど、ふん反ぞりかえって。


    「その『徳』ってのを集めればいいのね、良いことをして──悪徳オカルト結社『アラハバキ』の首領としては意に反することだけど、我慢するわ」


    「うむ」


    　ヴィシュヌさまは微ほほ笑えむと、サリーの内側に「ごそごそ」と手をつっこんで。


    　何かを取りだした。


    「これを与えておこう」


    　机に置かれたのは、『月読命ツクヨミノミコト』と書かれた桃色の位い牌はいと、『大太法師ダイダラボツチ』と書かれた真っ黒な位牌だった。


    「位牌とは、人間が神仏に成った証あかし、資格書みたいなもんじゃ。吾われが、印度インド神話『最高神』ヴィシュヌが、これを与えよう。この天てん竺じくは、いわば死後の世界──おぬしらは、実はこの場に居ながらにしてその魂を磨き、霊格を高めておったのじゃよ」


    　ここ、奇妙な空間だなぁと思ったら三さん途ずの川の向こう側だったみたい。


    　ちなみに、一般人だったのに臨死体験のあと新興宗教の教祖になっちゃう人々などは多く、霊能力を鍛えるためには理想的な修行場のようだ。


    　お母さんもよくわたしを死の淵ふちに追いこんでたなぁ、しみじみ……。


    「おぬしらの霊魂は進化の階かい梯ていを駆けあがり、一時的に『神々』に近しくなっておる。ここがあらゆる神話と宗教の入り口じゃ──おぬしらは、このまま人間と『神々』のあわいとして、『徳』を積み、それぞれが望む奇跡を起こすがよい」


    　笑顔のヴィシュヌさまを、情雨ちゃんは注意深く見据えて。


    「わかりやすくていいけど、なんであなたは協力してくれるの？　怪しいわ、何を企たくらんでるの？」


    「るる～ん♪」


    　印度神話の『最高神』は、やはり仏像のように、きれいに背筋を伸ばして。


    「そも神とは、人間の願いを叶かなえるもの。おぬしらに恩を売り、吾も『徳』を得る。そう、吾も望むものがある、求める奇跡がある。それだけのこと……」


    　両手を広げ、深みのある無表情で。


    「さぁ、道は示した。そこを歩くか否いなかは、おぬしらの自由じゃ」


    　その言葉に、わたしたちは──。
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    　わずかな疑問を残しながらも、他に方法はなく、『徳』を積むために行動を始めた。


    　まずは日本に戻った。


    　異国よりは、慣れ親しんだ故郷のほうが『徳』を積みやすいからとか。


    　わかりやすく言うと、日本語が通じる相手から親切にされたほうが素直に嬉うれしいよね云うん々ぬん。


    　他にも何か理由があるっぽかったが、ヴィシュヌさまは「るるる～ん♪」と謎なぞめかすだけで教えてくれなかった。


    「えぇい！」


    　ともあれ、わたしは位い牌はいのちからで一時的に強大な神仏と化し、わかりやすく言うと魔法少女っぽくなって（あと無意味に小学生になって）化け物を狩っている。


    　運動苦手なわたしの身体からだとは思えないほど、手足は機敏に動き、化け物を翻ほん弄ろうしている。


    　急速なステップで敵の背後に潜りこみ、手にした金剛杵ヴアジユラにびりびりと雷らい撃げきをまとわせて。


    「くらえ！　インドラ砲!!」


    　武器の先端、砲口から甚じん大だいな雷いかずちを解き放ち、化け物を粉々に吹っ飛ばす。


    　ついでに近所の建物を粉こな微み塵じんにしたうえ、街路樹を爆風だけで根元から引っこ抜く。


    　あの、あきらかに過剰な威力オーバーキルなんだけど。


    「るる～ん♪　リリカルマジカルがんばっておるようじゃの？」


    　意味のわからんことを言いながら、わたしの横に「ぽんっ☆」と何かが出現した。


    　それは二頭身の、可愛かわいらしいぬいぐるみのようなヴィシュヌさまである。


    「わっ」


    　わたしは驚きながらも。


    「ヴィシュヌさま──あれ、印度インドに残ったんじゃなかったの？　なんでここに？」


    「んー、暇だし助言を与えにきてやったのじゃよ。おぬしら危なっかしいし──吾われのことは、魔法少女につきもののマスコットキャラと思うがよい？」


    「いいけど」


    「吾と契約して神仏に成ってよ！」


    　ていうか、すこし前から引っかかってたけど、なんでヴィシュヌさまはそんなに日本の狭い業界のネタについて詳しいの？　印度の神様でしょ？


    「気にするな」


    　さらりとこちらの心を読んで、ヴィシュヌさまは説明してくれる。


    「とにかく、今のおぬしらは一時的に吾われの権現アバターのひとつ──聖人として認定されていて、己おのれの霊力と『徳』を消費することで『神々』としての権能をふるえるのじゃ」


    　まぁ、破壊力が馬鹿高いのは理解したけど。


    「常にこのちからを発揮していては消耗が激しいゆえ、必要なときだけ変身するのじゃぞ？」


    「それはいいけど、何なのよあの化け物は！」


    　わたしの起こした爆風で吹き飛ばされ、やや遠くに転がっていた情雨じようちゃんが、むくりと身体からだを起こして怒鳴った。


    　ヴィシュヌさまは小首を傾かしげて。


    「さてのう？　吾もあんなのがでてくるとは思っておらんかったけど──あぁいうの、日本では当たり前に登場するのかの？　アニメではだいたいそんな感じじゃが……？」


    　いまアニメって言ったか。


    「ま、よいではないか。わかりやすく敵が、悪がでてきたのじゃから。退治して『徳』を溜ためるがよかろ、どうやら良くない存在のようだしの──」


    　ヴィシュヌさまが見ている先で、また新たな化け物が出現している。


    　曲がり角の向こうから、今度は二匹。


    　見た目は、やっぱり名状しがたい漆しつ黒こくの塊だ──どちらも犬に似ているが、輪郭だけで、影絵みたいだ。


    　情雨ちゃんが引きつった声で。


    「何よ、役立たずね！　解説しなさいよ！　あんた全知全能なんでしょ！」


    「と言っても、いまの吾は権現アバターのひとつでしかないし──それこそ本性を露あらわにすればこの世にわからぬことはないのじゃが。この国の『神々』に要らん警戒心を抱かせ、下手すれば『現


    代のトロイア戦争』の再来になるぞ？」


    「ぐうっ……」


    　情雨ちゃんは唸うなると、観念したのか、自分のランドセルから位い牌はいを取りだした。


    「そうよね、いつだって──自分の未来は、自分で勝ちとるしかないんだわ！」


    　その全身が、虹色の輝きに包まれる。


    　わたしとよく似た、けれどより女性的な露出の多めな衣装。


    　色彩はわたしよりやや濃いめの、ほとんど黒に近い真紅。


    　片手には、円月輪チヤクラムと呼ばれるおおきな『◎』状の刃。


    　変身を終えた情雨ちゃんを眺めて、わたしは何かが足りないと思って。


    「覚悟完了！　仏門の左！　獅し子しにして阿あ吽うんの吽！　風神──護法少女ドゥルガーブラック!!」


    「は、恥ずかしいから大声でそういうこと言わないで！」


    　情雨ちゃんがこっちを振り向いて喚わめく。


    　えー、どれだけ敵が間近に迫っていても名乗りを忘れないのが魔法少女の鉄則なのに。


    「えぇい!!」


    　わたしより戦闘に慣れている情雨じようちゃんは、素早く黒い犬の突進をかわすと、電信柱を駆け


    あがって宙空から円月輪チヤクラムを投とう擲てき！


    「今よ！」


    　刃が黒犬たちの足を切り裂さき、彼らが派手に転倒した先に、わたしがいる。


    「うん！」


    　おおきく頷うなずき、手にした金剛杵ヴアジユラに雷光をまとわせて。


    「もういっちょ、インドラ砲!!」


    　仏敵を滅ぼす神聖なる輝きが、化け物たちをまとめて抹殺する。


    　ついでに家々が派手に倒壊しているが、なんでこれ威力調節できないんだろ……。


    「よし、上出来よ」


    　くるりと一回転してわたしの横に着地し、情雨ちゃんが変身を解除した。


    　わたしも同じようにする。


    　変身中は『霊力』が垂れ流しだというから、下手するとちからが枯こ渇かつして死ぬし。


    「それはともかく、『徳』っていうのは溜たまったのかしら？」


    　不思議そうな情雨ちゃんのそばで、わたしは鼻に疼とう痛つうを感じて、手で触れる。


    「？」と首を傾かしげていると、不意に。


    「痛ぁっ!?」


    　わたしの鼻から鮮血が噴ふいた。


    　それは地面に落ちる前に結晶化し、ちいさな宝石となって、「からん」と音を響かせた。


    　わたしはしゃがみこみ、それを拾いあげる。


    「これは……？」


    　血色の、石だ──強いちからを感じる。


    「うむ」


    　すぐそばで浮遊していたヴィシュヌさまが、満足げに。


    「先ほどの行動が『善行』として認められたようじゃの──世界観がおぬしらへの感謝の証あかしとして、『徳』をくれたのじゃ。おぬしらはこれから、その『徳』の具現化である『心の鼻血』を必要量だけ集めるのじゃ♪」


    「なんでも『心』とかつければ魔法少女っぽくなると思わないで！　ていうか鼻血って!?　敵を倒すごとに鼻血を噴く魔法少女って!?」


    「じゃあ、手首から血が噴出する感じにするかの？」


    「怖っ!?」


    「ていうか、なんで血液なのよ」


    　わたしとヴィシュヌさまを、情雨じようちゃんが呆あきれたように眺めている。


    「必要量まで集めるっていうけど、いちどに大量に失血したらショック死するわよ？」


    「るる～ん、おぬしらの身体からだに『徳』を溜ためていってもよいのじゃがの。あまり溜めすぎると世界観がおぬしらを『神々』だと誤解してマジで成じよう仏ぶつさせちゃうからの？」


    　だから、身体の外部に結晶として保存するわけか。


    　とりあえず、手にいれた『心の鼻血』（嫌いやな名前だ）をランドセルのなか、筆箱に収納。


    「『心の鼻血』は霊力の塊かたまりじゃからの、それを消費して超必殺技とかも撃てるぞ♪」


    「いらないわよ」


    　情雨ちゃんが不満そうだ。


    「魔法少女になって善行を積むっていうから、もっとちがうのを想像してたのに──なんでこんなに血なまぐさいのよ、魔女っ娘こってあたしが子供のころはもっとこう平和的で……」


    「や、情雨ちゃん。最近の魔法少女はバトルするのが基本だから」


    　そんな会話をしていると。


    「さ、鎖さ々さ美みさん！　あれ、あれ見て!!」


    　情雨ちゃんに無理やり耳を引っぱられて、道の向こうを見せられる。


    「あれは……？」


    　わたしは目を見開いた。わたしたちの戦闘によって破壊された住宅街の、平凡な道路。


    　その向こう、おそらく通学路を──ひとりの少女が歩いている。


    　清純そうな、きれいな顔立ちの女の子だ。


    　とぼとぼと、元気なさそうに歩いている。


    「希のぞ美み！」


    　情雨ちゃんが、嬉うれしそうにそちらへ向かって駆けだした。


    「おーい、希美！　久しぶりね、元気だったーっ!?」


    　ぴょんぴょん跳ねるように走る情雨ちゃんを「ま、待って！　希美ちゃんはたぶんわたしたちのこと──」と言いながら、わたしは追いかける。


    　そんな、わたしたちを。


    「…………」


    　ヴィシュヌさまはぞっとするような無表情で眺めて、ふとかたわらの、路地と路地の隙間──その暗くら闇やみに視線を向ける。


    　そこで、何かが蠢うごめいている。


    「ふむ、あらゆる意味で、今のあやつらに最適な環境じゃの……。とはいえ、あまり快こころよくはないものじゃな」


    　独り言を。


    「ま、所しよ詮せんは異国の事情──この国で生まれた子供らの、お手並み拝見といくかの♪」
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     第三話／ランドセルは悩みでいっぱい


    



    「希のぞ美み！」


    　ぴゅーっと走っていった情雨じようちゃんは、天使の羽根みたいな白い髪を羽ばたかせて。


    「うひゃあ!?」


    　俯うつむいて歩いていた希美ちゃんが、ものすごい勢いで突っこんできた（彼女からすれば）見知らぬ少女に、びびって後ずさっている。


    「久しぶりね！　元気そうで何よりだわ！」


    　情雨ちゃんは天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で、希美ちゃんを抱きしめてぎゅうぎゅう。


    「え？　え？　あのう──」


    　希美ちゃんのほうは、何が何だかわかってないみたいだけど。


    　彼女と情雨ちゃんが出会ったのは先日の大騒動──『現代のトロイア戦争』の最中で、ギリシアの『神々』の事後処理によって、巻きこまれた人々はそのときのことを忘れている。


    　ただ、わたしや情雨ちゃんなどの霊能力があるものは己おのれの記憶をガードしているから、希美ちゃんももしかしたら……と思ったのだけど。


    「あ、あたしのこと覚えてないの？」


    　情雨ちゃんもそのことを察したのか、哀しそうに。


    「その、あの、……ごめんなさい」


    　霊能力があっても専門の訓練を受けていない希美ちゃんは、きれいさっぱり何もかもを忘却しているみたいだった。


    　それはすこし寂しいことだけど。


    　陰いん惨さんなあの戦争の記憶が、幼い少女の心に残っていないなら、そのほうがいいのだ──。


    「生意気ね」


    　情雨ちゃんは不満そうだった。むしろ泣きそうだ。


    「意地でも思いださせてやる、いいえ、刻みこんでやるわ──あたしの存在ってやつをね」


    　寂しがり屋の情雨ちゃん。


    　先日、大事なひとと別れ別れになった彼女。


    　以前よりもずっと、情雨ちゃんは周りから誰かがいなくなるのを恐れてるように見えた。


    「ま、またそういう……忘れたとか思いだせとか、自分勝手に──」


    　一方、希美ちゃんの反応も劇的だった。


    　見る見る両目にいっぱい涙を[image: ]あふれさせると、堤防が決けつ壊かいしたみたいに。


    「もう嫌いや──ぜんぶぜんぶ、嫌！　あたしを放っておいてよう、うわぁああん!!」


    　大口をあけて、年ごろの小学生らしく、号泣してしまった。


    　ようやく追いついたわたしは、情雨じようちゃんと互いに顔を見あわせるしかなかった。
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    　その後、少ししたら希のぞ美みちゃんは落ちついてくれた。


    　幸い、こちらの見た目も小学生なので、ときどき見かけた通行人もあまり不審に思わなかったみたいで（高校生のままだったら通報されてたかも）。


    　これも、わたしたちが神仏と成り、世界から優遇されてるおかげだろうか。


    「ぐすん……ぐすん……」


    　涙ぐむ希美ちゃんを「大丈夫だから、変なことしないから一緒においで、……こいって言ってんでしょ！」と誘ゆう拐かい犯はんのように近所の公園まで引きずって。


    　ランドセルを膝ひざに置き、ベンチに腰かけて、わたしたちは希美ちゃんから話を聞いていた。


    「学校に行きたくないって？」


    　希美ちゃんが渋々と語った言葉のひとつに、情雨ちゃんが反応する。


    「そういえば、今はもう昼前ね」


    　登校するには、かなり遅い時刻だ──優等生の希美ちゃんらしくない。


    「もしかして、いじめ……とか？」


    　情雨ちゃんが、獰どう猛もうな殺気を放って。


    「そうよね、希美は可愛かわいいもの……。出る杭くいは打たれるのが当たり前──ゆるせないわね、その犯罪者予備軍どもの未来を摘みとってやるから、名前と住所と罪の数を教えなさい」


    「ぴ、ぴうっ!?」


    　希美ちゃんが羽根を握りつぶされた小鳥みたいな声をあげた。


    「ち、ちがうんです。いじめなんてありません、うちの学校には──むしろ、眼鏡めがねやめたら前より話しかけられるようになって、お友達も増えたし、毎日楽しいです。えへへ☆」


    「あぁもう、可愛いなぁ！」


    　情雨ちゃんが希美ちゃんを抱きよせて、いい子いい子してる。


    　わたし、ちょっと疎外感。


    　希美ちゃんが、（彼女の認識では）初対面の相手にこんなことされても、さほど動揺しないのは──記憶を消されたとはいえ、『現代のトロイア戦争』の記憶があるからだろう。


    　前世の思い出みたいなものが、わたしたちへの警戒心をすこしやわらげている。


    「問題なのは」


    　希美ちゃんは困ったようにしながらも、真ま面じ目めな表情になって。


    「一週間前に、うちのクラスにきた転校生なんです……」
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    　これは、希のぞ美みちゃんのまとまらない説明を要約したものである。


    



    　それは、夏休み──つまり『現代のトロイア戦争』が終わった、その一週間ほど後のこと。


    　希美ちゃんはきちんと登校していたが、机に突っ伏してぐったりしていた。


    　数日前に、あらゆる意味でショックな出来事があったのである。


    「ほわわわ、希美ちゃん元気ないね～？」


    　となりの席で、小学校の教室にいるのがあまりにも場違いな、絶世の美女が困り顔。


    　黄金でかたちづくられたみたいな長い髪の毛。


    　透けるような白い肌。


    　子供っぽい私服の胸元はおおきく押しあげられ、どこまでも窮屈そうだ。


    　わたしとも親しい間柄の、邪や神がみ三姉妹の三女──たまである。


    『現代のトロイア戦争』以降、意識不明の状態だった彼女だが、どうも希美ちゃんの話ではけろりと元通りになっていたようだ。


    　うざいほどテンションの平均値アベレージ高めな友達に、希美ちゃんは灰色の溜ため息いきをついて。


    「たまちゃんは、悩みがなさそうで羨うらやましいのよ」


    「えへへ☆」


    　嫌いや味みに気づかず、たまは「照れるな～！」と言わんばかりに。


    「あのねー、たまねー、悪いひとに『九く頭ず竜りゆう島』で食べられてから元気なかったんだけど、こないだの『現代のトロイア戦争』でたくさんギリシアの『神々』を取りこんじってね──食べすぎで、爆発しそうだったんだけど～」


    　そういう事情だったらしい。


    　たまは『現代のトロイア戦争』の終盤において、最終兵器木馬の核となって戦死ゲームオーバーした人々のちからを吸いとっていた。


    　それ以前からも体調が悪そうだったのは、病気とかではなく、過食が原因だったのだ。


    　馴な染じみにくい異国の『神々』を食べすぎたことによる、副作用。


    「まだこのちからとか、自分のものになってないから──暴走しちゃいそうで、だから調整中なの。もう、気を抜くと周りのぜんぶ『改変』しちゃいそうでさ～」


    　相変わらず、希美ちゃんには意味のわからないことを。


    　小首を傾かしげて、希美ちゃんは自分にも理解できる内容に話題を移す。


    「それより、たまちゃん──夏休みの宿題はやったの？」


    「んぐ」


    　たまが引きつった。


    　そして、おもむろに机の引きだしのなかに顔面を潜りこませて「あ～あ～聞こえない～じんるいは宿題になど屈しない！」などとやり始めた。


    「こ、こら！　ずっと寝込んでたって話だから心配したら案の定──っていうか、どうやって机のなかに入ったの!?　たまちゃん！　手伝ってあげるから今からでもやりなさい！」


    「あう～。もう間にあわないお～、提出期限は今日だもん。っていうか、希のぞ美みちゃんも──むしろみんな『現代のトロイア戦争』に参加してたはずだから、誰も宿題なんてやってる暇なかったはずだし！」


    「あたし、宿題ぜんぶやったけど」


    「!?」


    「そんな少年漫画みたいに驚かなくても──あたしとしたことが、なぜかまったく宿題に手をつけてなかったから、慌てて昨日終わらせたのよ。ちょっと、がんばっちゃった♪」


    「の、希美ちゃんの良い子！　誰も宿題やってなかったら済なし崩し的に『なかったこと』になるかと思ったのに！　この優等生！　お利口さん！」


    「？　ありがとう」


    　希美ちゃんもわりと言葉を額面通り受けとるというか、皮肉が通じない。


    　褒ほめられちゃった、とぽわぽわしながら、希美ちゃんがふと暗い表情になる。


    「はぁ……」


    　そしてまた、溜ため息いきをつくのだ。


    　たまは「ぬぼっ」と机から顔を抜くと、麗うるわしい顔がん貌ぼうを露あらわにして、心配そうに。


    「どしたの、希美ちゃん？　やっぱり元気ないよね──朝ご飯食べてないの？」


    「ううん、そういうんじゃなくて……」


    　希美ちゃんは、すこし頰ほおを赤らめて。


    「ね、たまちゃん──恋って、したことある？」


    「ほわわわ……」


    　たまは両手を振って、耳まで紅潮すると必死に。


    「ら、らめぇ！　女の子どうしの恋は不毛だお！　たま困っちゃう～♪」


    「誰もたまちゃんのことが好きだとかは言ってないのよ」


    「え～、たまはね、希美ちゃんのことがだぁい好きっ♪」


    　にっこりと１００％の笑顔で言われたが、だから何だという話である。


    　この美しい同級生は、見た目よりずっと幼いのだ。


    「の、希美ちゃん、ここ、コイを、してるの？」


    　どきどきと、たまが好奇心いっぱいに尋ねてくる。


    　たまも（いちおう）女の子だし、恋バナは好きだったりするのかも。


    「ふふ……」


    　意味ありげに、希のぞ美みちゃんは微ほほ笑えんでみせた。


    　まさか初恋がたったの数分で破れたなど、見栄っぱりの希美ちゃんは言えなかった。


    　その横ではたまが頭を抱かかえて「希美ちゃんがおとなになっちった──たまの希美ちゃんなのに……」と錯乱している。


    　そんなふたりの仲良しな会話もひっくるめて、騒がしい教室が、一瞬だけ静まる。


    「お、おはよう～」


    　担任教師が入ってきたのだ。


    　体育が専門で筋肉質な見た目だが、態度はびくびくとしていて、わりと不審である。


    「突然ですが」


    　教壇まで歩いてくると、教師は「ごほん」と咳せき払ばらいをして。


    「今日は、皆さんに新しいお友達を紹介します」


    　その言葉の意味は──。


    「もしかして、転校生!?」


    　誰かが叫び、一気に教室が色めきたつ。


    　騒音じみてきた子供たちの叫声のなか、希美ちゃんはちいさな違和感をおぼえていた。


    　夏休み直後、学期が切り替わるこの時期に転校生──というのは、珍しくないけど。


    　だったら、どうして始業式にあわせず、数日経たってから？


    「では、入ってきてください」


    　教師が廊下に向かって言うと、同時に──おおきな音をたてて、扉が開いた。


    　その『転校生』の姿を一いち瞥べつして、希美ちゃんは硬直する。


    　目の前が真っ白になる。


    「……希美ちゃん、どしたの？」


    「あう。あう、あう──」


    　たまに指先でつつかれたが、希美ちゃんは反応できない。


    　だって。


    　入室してきたのは、あきらかに小学生ではなかった。


    　かろうじて高校生ぐらい、あるいは大学生ぐらいである。


    　彼岸花のように赤い髪は長めで、優しげな風ふう貌ぼうなのだが、口元だけが肉食獣のようだ。


    　服装はパンクというかロックというか、「格好よさ」だけ強調しすぎて浮き世離れした感じ。


    　なぜかギターケースを担かついでいる。


    　重そうな靴で可愛かわいらしい教室の床を踏みしめ、周りを見回すその姿はシュールだ。


    　何よりも問題なのは。


    　彼が、希のぞ美みちゃんの悩みの種──先日、唐突に現れては電波な発言をまくしたて、挙げ句にこっちを誘ゆう拐かいしようとした（推定）危険人物だということだ。


    　教室にまで追いかけてくるとは──しかも、あろうことか転校生として！


    「はいはい、静かに」


    　彼よりも小柄な担任教師が、黒板にその名前を書いている。


    「転校生の、邪や神がみスサノヲくんです──みんな、仲良くしてあげてね♪」


    「うぉぉおおい!?」


    　ツッコミをいれたのは、我われらが希美ちゃんであった。


    「おとなだーっ!!」


    　クラスメイト全員から、「おまえは何を言ってるんだ」という目つきで見られた。


    「あ、あれ？」と血の気を失って、希美ちゃんは目を白黒させる。


    　この状態には覚えがある。


    　あれは小学三年生のはじめての登校日、しれっとクラスメイトに混じってるたまを見て「でかーっ!?」とリアクション芸をしてしまったときと同じ。


    「おっ」


    　と邪神スサノヲ（すごい名前だ）がこちらを見たので、希美ちゃんは反射的に教科書で顔を隠し、ふらふら着席すると横の席に小声で。


    「た、たまちゃん」


    　たまは不思議な存在だ、あの馬鹿げた転校生に違和感をおぼえていると信じたい。


    「たまちゃんに言うのもどうかと思うけど、絶対あれおかしいわよね!?　間違ってるわよね何もかもが!?　たまちゃんはあたしの味方よね……!?」


    　かなりガチな目つきで問いかけたのだが、たまは呑のん気きに目をぱちくりさせて。


    　信じられないことを言った。


    「あ～！　おじちゃんだ！」


    「おじちゃんーっ!?」


    　希美ちゃんは意味がわからない。


    　おじちゃんって。叔父ちゃん？　そういえば同じ苗字だ……。


    　頭がぐるぐるするなか、転校生は嫌いやそうにたまを眺めて。


    「『おじちゃん』って呼ぶなよ、たま坊。今の俺は小学生♪　しっかし、しばらく見ないうちにでっかくなったな～──とても姉貴が元になってるとは思えん。姉貴も元は美人だったけど、どっちかというと男装が似合うほうだったし」


    　けれど、親しげに。


    「あ、今日からおまえんとこで世話になる予定だから、姉貴に伝えてくんね？　俺から言うと絶対に嫌がるからさ～、おまえからも頼んでくれよ。そう長居はしないからよ～」


    「いいよ～、たまといっぱい遊んでね、おじちゃんっ☆」


    　などと会話するふたりを見て、担任教師が『改変』されたのかしばし瞬まばたきしてから「あ～、見てのとおりスサノヲくんはたまちゃんの親戚で……」などと説明、みんな納得。


    　霊能力に秀でており欺ぎ瞞まんを見すごせない、希のぞ美みちゃんを除いて。


    「あ、悪夢だ……」


    　教科書で顔を隠し、必死に俯うつむいていたが。


    　もう遅い、ばっちり顔は見られているし──どう考えてもスサノヲは希美ちゃん目当てだ。


    「ま、短い間だと思うが、よろしく頼むぜ」


    　真っ直すぐに希美を見据えたまま、転校生は堂々と名乗りをあげる。


    「俺様は、日本神話の大英雄にして『根の国』の王──スサノヲ様だ！」


    　そこまでは、まぁ「はいはい、厨二病乙」でどうにかなったが。


    「そこで恥ずかしがってる櫛くし名な田だ希美の、婚約者──みたいなもんだ！　間違いなく結婚する！　みんなも応援してくれよな☆」


    　爆弾を投げやがった。


    　希美ちゃんはふるふる震えると、クラスメイト全員に注目され──耐えられずに、慌てて立ちあがると真っ赤な顔で怒鳴った。


    「そ、早退します！」


    　ばたばたと教室から飛びだして、でも真ま面じ目めなのでいちど戻って教科書などをランドセルに詰めこみ、こけつまろびつ逃げだした。置き勉なんてできない。
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    　その日から、希美ちゃんの気苦労は始まったのである。


    　ようやく、妙にでかいクラスメイト──たまとも良好な関係を築き、ぎくしゃくしているが家族ともそれなりに巧うまくやれるようになってきた。


    　内向的な性格もゆっくりと修正され、普通の小学生らしくなってきたのに。


    　ぜんぶ、おじゃんだ。


    　最悪だ。


    　話を聞いて、希美ちゃんって受難体質なのかなぁ──と、わたしは思った。


    　霊能力が高く、それを制御する訓練をしていないということは、そういうこと。


    　主人公体質なのに、それを自覚できていない。


    「よしよし、怖かったわね」


    　情雨じようちゃんが嬉うれしそうに、希美ちゃんを胸元に抱かかえて母親の顔をしている。


    　まぁ、胡う散さん臭くささでいえば唐突に現れたわたしと情雨ちゃんもかなりのものなのだが──少なくとも情雨じようちゃんは、純粋に希のぞ美みちゃんを心配している。


    　その真しん摯しな気持ちが伝わっているのか、希美ちゃんは「ぐすん」しながらも。


    　抵抗はしなかった。


    「わかったわ、ぜんぶ、ママに任せなさい」


    　この子のママになってあげる、と『現代のトロイア戦争』の最中に誓ったことを思いだしたのか、情雨ちゃんはいつになく優しくつぶやくと。


    　思いだしたように、わたしに小声で囁ささやいてきた。


    「これは、チャンスよ──鎖さ々さ美みさん」


    「なぁに？　えへへ、わたしも抱きしめて頭撫なで撫でして～♪」


    「あ？　脳内伝達物質ジャムってんじゃないわよ殺すわよ、鈍いわね──あたしたちの目的は善行を積んで『徳』を溜ためること。ここに、こんなに困ってる子がいるのだもの。彼女を助け、あたしたちも利益を得る。こんなに素敵なことってないでしょ？」


    「そだね、希美ちゃんには──『現代のトロイア戦争』でお世話になったしね」


    　本人は覚えてないだろうけど。


    　少なくとも、一宿一飯の恩義はあるのだ。


    「そうと決まれば、さっそく行動よ！」


    　情雨ちゃんは元気よく、希美ちゃんの肩を「がしっ」と摑つかんで宣言した。


    「任せなさい、希美！　あんたの悩み、あたしが解決してあげる！」


    「え？　え？」


    　情雨ちゃんの胸のなかで安眠しそうになってた希美ちゃんは、よだれを拭ぬぐっている。


    「どういう──」


    「くっくっく、なぁに──大船に乗ったつもりでいなさい、あたしは世紀の大悪党だけど！　今回だけは目的のために正義の味方にでもなんでもなってやるつもりだから！」


    　高笑いする情雨ちゃんと、わりとドン引きしている希美ちゃんのそば。


    　置いてきぼりなわたしの横に、ふわりと、二頭身の女の子が浮遊する。


    「何やら面白いことになってるようじゃの？」


    「あ、ヴィシュヌさま」


    　忘れてた、と酷ひどいことを考えるわたしに、印度インド神話の『最高神』は。


    「善行を積むのはたやすいことではない──正義は、他の誰かにとっては悪かもしれぬ。悩みを排除したつもりで、致命傷を負わせることもある。『神々』という存在の難しさ、無力さ、とくと味わうがよい。吾われは、ここで高みの見物をさせてもらうぞよ♪」


    　あくまで享楽的に、「るる～ん♪」と笑った。
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    　情雨じようちゃんはやる気いっぱいだった。


    　すごい勢いで突っ走り、独どく断だん専せん行こう──あっという間に私立岩いわ永なが小学校へと到着した。


    　遅れて、わたしは希のぞ美みちゃんと一緒にそれを追いかける。


    「あ、あのひと、何するつもりなんですか？」


    「わたしに聞かれても……」


    　などと知的な会話を楽しみつつ、教室に到着して。


    　一目で、情雨ちゃんの目的がわかってしまった。


    「くっくっく！」


    　高らかに笑いながら、すでに覚悟完了して護法少女ドゥルガーブラックに変身した情雨ちゃんが、教壇の上に飛び乗って周囲を威い嚇かくしている。


    「年貢の納めどきよ──転校生というものは例外なく怪しいものだけど、あんたはとびっきりよ！　この蝦え怒ど川がわ情雨が特異点の彼方まで追放してやるわ!!」


    　びしぃっ、と手にした円月輪チヤクラムを突きつける。


    　うわぁ、展開早いなぁ……。


    　どうも昼休みらしく、お弁当を食べ終えた生徒の多くは校庭などに遊びに行ってるようだが。


    　まだ食事中だったり騒ぎを聞きつけて集まってきたものが廊下にたむろしていて、わたしと希美ちゃんは近づけない。


    　ざわめきの中心、教室のいちばん後ろの席で──。


    「いきなり現れて、なんだてめぇは」


    　面倒くさそうに、けれど挑発的に、たぶんこれが[image: ]うわさの転校生・邪や神がみスサノヲなのだろう──見るからにおとなの美青年（と言っていいだろう）が動物的に小首を傾かしげた。


    「面白い言動しやがって、面白いじゃねぇかよ。俺様に喧けん嘩か売ってんのか、あぁん？　命がい


    らねぇらしいな、せっかくだから名前だけは聞いといてやんよ」


    「ふっ、毎朝自分が食べるパンに名乗る愚かものがいるかしら？」


    　情雨ちゃんはのりのりである。


    「あたしは地球に舞い降りた神の化身！　愚鈍な悪に天てん誅ちゆうを！　これより正義を執行する！」


    「俺様に挑んだやつの、……行き着く先は地獄だぜ？」


    　わぁ、ふたりとも厨二病カツコイイ口調だからすごい会話が嚙かみあってる。


    　ちなみに、周りはみんなドン引きして避難を始めている。


    　うん、早く逃げて。あのひとたちガチだから。


    　加速度的にテンションが高まっていく教室で。


    　睨にらみあう両雄は、まさに一いつ触しよく即そく発はつ。誰かとめて。


    　たぶん情雨ちゃんは短絡的に、希美ちゃんの悩みの種らしいこの転校生を排除しようとしてるんだろうけど──ちょっと、性急すぎるような……。


    　情雨じようちゃんがかっこいいポーズを決めてから、華麗に跳躍。


    　襲おそいかかる。


    「希のぞ美みの平和のために！　未来のために！　死ねぇえーっ!!」


    「俺は死ぬわけにはいかない、希美を幸せにできるのは俺だけだからだ!!」


    　転校生も荒っぽく立ちあがり、周りの机や椅い子すを吹き飛ばして臨戦態勢。


    　わたしの横ではモテモテな希美ちゃんが「うう……あたしのために争わないで……マジで……」と顔を手で覆おおって啜すすり泣いているけど。


    「輪切りになるがいいわ!!」


    　情雨ちゃんが宙空から、円月輪チヤクラムを投げ放つ。


    「甘ぇ!!」


    　金属音が鳴り響き、その刃やいばを弾いたのは──転校生がギターケースから取りだした禍まが々まがしい諸もろ刃はの剣──あれは神剣アメノハバキリ!?


    　何か見覚えがある青年だなぁと思ってたし、名前もよく考えるとそのまんまだけど……やばくない、これ？


    　最悪の場合、相手は日本神話最強の『英雄神』である。


    　武器が弾かれ「んなっ!?」と驚く情雨ちゃんに、スサノヲも床を蹴けって肉薄する。


    　互いに触れあえるほどの間合いで。


    「多少はやるようだが、どういうわけか近ごろの俺様は調子がいい──きっと希美への愛が俺様を強くしている！　思いしれ、俺様と希美の愛を!!」


    「や、やめろーっ!!」


    　希美ちゃんが全力で恥ずかしがっている。


    　それに気づかず、スサノヲは決め☆ポーズで宣言した。


    「地獄の王に逆らった咎とがを、因果の果てで後悔しな!!」


    「ば、馬鹿な──うっきゃぁああああ!?」


    　スサノヲに峰打ちでぶん殴なぐられ、情雨ちゃんは激しく吹っ飛ぶ。


    　そのまま教室の壁を貫通し、廊下を転がり、目をくるくる回してバタンキュー。


    「じょ、情雨ちゃんだいじょうぶ……？」


    　助け起こしたが、見事に失神している。


    　さすが『英雄神スサノヲ』、ろくでもない怪力だ。


    　情雨ちゃんに肩を貸しながら、こっそり壁にあいた穴越しになかを除くと、スサノヲが「まだやんのか、あぁん？」みたいに不良漫画していた。


    「お、おぼえてろー……」


    　礼儀として（小声で）負け犬発言をしつつ、わたしは情雨ちゃんを引きずって敗走。


    　とりあえず、無策で向かってもだめっぽいから──どっかで腰を落ちつけて作戦会議を。


    　そこで気づいた。


    　わたしの正面、昼休みが終わって校庭から帰ってきたのか、野球のバットやグローブを抱かかえた一団がどやどやといる。


    　その真ん中に、たまがいた。


    「あ、たま……」


    　わたしは、心配する邪や神がみ三姉妹を置いて海外へ向かってしまった負い目があるから、あまり遭遇したくなかったのだけど。


    　それどころでは──なかった。


    　たまは不思議そうに「？」と首を傾かしげて、わたしの横を素通りする。


    　背筋が凍るかと思った。


    「たま！」


    　振り向いて叫ぶと、たまは驚いた顔でこちらを見て、困ったように。


    「えっと……」


    「い、意地悪しないでよ。わたしだよ、月つく読よみ鎖さ々さ美みだよ」


    　たまなら、わたしを見かけたら問答無用で「ママりん！」と抱きついてくるのに。


    　今の彼女は、ひどく他人行儀に。


    「つく、よみ──ささ、み？」


    　いびつな発音で、まるで初めて口にしたように、わたしの名前を呼んだのだ。

  



  
     第四話／「ここにいるわよ」


    



    　その夜のことである。


    「あはははははは☆」


    　邪や神がみ三姉妹の三女、たまは全開の笑顔を花咲かせている。


    　彼女らが暮らすアパート──『コープス阿あ波は岐き原はら』のリビングだ。


    　畳敷きで、古ぼけた扇風機がくるくると回転している。


    　窓の外は真っ暗。


    「はう、はう、はうう～☆　楽しいよ～♪」


    　変な声をあげているたまは、しばらく寝込んでいたストレスを発散するかのように。


    「てめぇな──」


    　お腹なかを抱かかえて容赦なく笑うたまに、仏ぶつ頂ちよう面づらをしているのはスサノヲである。


    　彼は自分の本拠地である日本における死後の世界＝『根の国』には帰らずに、血縁（と呼んでもいいのか）関係のある邪神三姉妹のところに居候しているみたい。


    　どうやら、小学生と真剣にババ抜きトランプで勝負をしており、おまけに負けつづけてるっぽい。


    「いいか、たま坊」


    　ふるふる指先をさまよわせて、たまの手元からカードを一枚引く。


    「俺はな、相手が子供だからって手加減するような生ぬるい男じゃねぇんだぜ──負けるのは大っ嫌いなんだ、たとえどんなくだらねぇ勝負にもよぉ……」


    「えーいっ☆」


    　たまが満面の笑顔で、お返し。


    　その手元からカードがなくなり、アガリ。


    「わぁいっ、たまの勝ちっ！　えへへ、おじちゃん弱い～♪」


    「ぐああ、馬鹿なぁあ！」


    　頭を抱え、スサノヲは往生際の悪いことに。


    「てめぇ、何かずるしてるんじゃねぇんだろうな！　『根の国』じゃ負け知らずの俺がどうしてこんな──『改変』とかしてねぇか、あぁん？　俺様にはお見通しだぞ？」


    「ふふ～ん、たまの実力だもん～♪　これで三連勝！　たま、強い！　もしかしたらプロのトランパー（トランプをするひと？）になれるかも……」


    「んだよトランパーって……あと、『おじちゃん』って呼ぶんじゃねぇってば」


    「えへへ～♪」


    　苦虫を嚙かみつぶした顔のスサノヲに、たまは興奮して艶なまめかしい肢体をくねくねさせながら、小学生らしく稚ち気きいっぱいに言った。


    「じゃ、罰ゲームね！」


    　立ちあがると、スサノヲの背後にまわって、自分の勾まが玉たまみたいな髪留めを外す。


    　そして、スサノヲの髪の毛を頭のてっぺんでまとめて、情けない髪型にしてしまった。


    「ほわわ……☆」


    　たま、両目に星くずいっぱい。


    「おじちゃん、か～わいい～♪」


    「て、てめぇ……」


    　スサノヲはやたら鋭角的な歯を軋きしらせると、がたがたと貧乏揺すり。


    　びしり、と満足げなたまの顔に指を突きつける。


    「この俺様を本気にさせたこと、必ず後悔させてやる！　必ずだ！」


    「わーいわーい☆」


    　楽しそうにトランプをかきまぜて、シャッフルするたま。


    　わりと姉あねたちはマイペースで、いつもそれぞれ部屋にこもって何かしているので、こうして一緒に遊んでくれる相手が珍しくて嬉うれしいのだろう。


    　まだまだ子供なのだ、たまは。


    　だが残念なことに、今回は相手が酷ひどかった。


    「ふんふふん～♪　とらんぷとらんぷ楽しいな～あ、あれ……？」


    　配られた手札を見て、たまは目を白黒させる。


    　困ったように正面を見ると、スサノヲは不敵な笑みで。


    　ぱっぱっぱっ、と不自然にすべて二枚ずつ揃そろったカードを、場にだしていった。


    　あっという間に、アガリ。


    「ふっ……俺の勝ちだな」


    「不自然！」


    　だいたい、たまが一枚も揃ってないのにスサノヲがアガリになるわけがない。


    　何か、同じ絵柄のカードがやたら増えている。


    　たまは床をばんばん叩たたいて。


    「もーっ、おじちゃんずるしたでしょ！　『改変』するなって自分で言ったくせに！」


    「あ～ん？　何だコラ文句でもあんのかいつでも勝負してやんぞ！　ま、ガキんちょにはわからないテクニック──って、やつかな？　所詮は実力がちがうんだよ！」


    「そのトランプ見せて！　絶対ずるだもん！　酷いもん！」


    　手を伸ばして、場にだされたカードを調べようとするたまに、スサノヲが慌ててそれらを回収──ずるびたーん、とたまは勢いのまま前のめりにぶっ倒れた。


    「うお!?　だいじょうぶか!?」


    　さすがに心配してびびっているスサノヲに、たまは涙目でむしゃぶりつく。


    「むー！　むーん！　見～せ～て～、とらんぷ～！　ひーん！」


    「おまえも負けず嫌いだな……。悪いこっちゃねぇ、それは次代の『最高神』として必要な資質──って、うぜぇ！　抱きついてくんな！」


    　むぎゅむぎゅと小学生らしからぬ立派な乳をスサノヲの顔面に押しつけるようにして、彼が逃がしたトランプの束に手を伸ばすたまである。


    「ていうか、おまえ無駄に乳でけぇな──誰に似たんだ、姉貴はあんな残念なのに……。あぁ、柔らかいな。ママを思いだす、ちょっとホームシックな俺様──」


    　ようやくトランプを手にいれてご満悦なたま、スサノヲの腕に抱かかえられるような姿勢になって、興味深そうに。


    「おじちゃんのお母さん──ってことは、たまのお祖ば母あちゃん？」


    「おばあちゃんとか呼ぶとママ怒るぞ、いつまでも若いつもりだからなぁ。実際、年とらねぇし……。むしろどんどん幼児退行してるから、さっさと帰らないと拗すねちゃうなぁ」


    「おじちゃん、帰っちゃうの？」


    　たまが不安そうに、きゅっとスサノヲの手を抱きこんだ。


    　イヤイヤ、と首をふる。


    「やだ、おじちゃんずっといて。ずっと、たまと遊んで──」


    「可愛かわいいことを言ってくれるじゃねぇか、たま坊も女の子だな。俺の嫁にしてやろうか？」


    「？　よめはわからないけど、たま、おじちゃんが大好きっ♪」


    「よしよし、良い子だ。ようし、俺様と子供は知らない楽しい遊びをしような！」


    　満面の笑顔でたまを寝室に引きずりこもうとするスサノヲだったけれど。


    「おこちゃま相手に何するつもりですかこのエロガッパ」


    　冷え冷えとした声が、条例に引っかかりそうな行為を中断させる。


    　姿を見せたのは、邪や神がみ三姉妹の次女──かがみである。


    　黒く艶つややかな髪の毛を肩のあたりで切り揃そろえ、サーチライトのような双そう眸ぼうは深い紅色。


    　いつもの桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服＋エプロン姿で、頭には三角巾。


    　どうも料理中だったらしく、両手に菜さい箸ばしとフライ返しを握りしめている。


    　スサノヲは「楽しい遊びってなぁに、なぁに？」と興きよう味み津しん々しんなたまを後ろから抱きかかえたまま、気安くかがみに笑いかける。


    「おぉ、かがみん。ご飯できたのか？　俺様、お腹なかぺっこぺこ！」


    「『かがみん』って呼ばないでください煮込みますよ。まったく、そういう言動を見てると姉ねえさんの弟──というのが、よくわかるのです」


    　溜ため息いきをついて、小学生に悪いた戯ずらしようとしていた親戚のおじさんを叱しつ責せきする。


    「というか、いつまで居座るつもりなのですか？　我が家も穀ごく潰つぶしをいつまでも置いてやれるほど裕福ではないのですからね、何を企たくらんでるのかは知りませんが──あまりにも迷惑をかけるようなら叩たたきだしますよ？」


    「何を苛いら々いらしてんだ？　女の子の日か？　痛ぁっ、菜さい箸ばしを投げつけんな！」


    　セクハラをしてから、スサノヲは獰どう猛もうな笑えみで。


    「そう心配すんなって、かがみん──長居するつもりはねぇからさ。それに、たま坊の世話をしてやってんだろ、俺は役に立つ男だぜ？」


    「ふみ～ん」


    　髪の毛を左右に「びろ～ん」と広げられて、たまは浮き浮きした感じに。


    「あのね、かがみ姉ねえ！　たまね、おじちゃんに『楽しい遊び』教えてもらうの！」


    「たまは黙ってなさい。……うちの妹に法律に引っかかるような真ま似ねをしたら、わたしの『炎帝カグツチ』が火を噴ふきますよマジで」


    「え～、やめろよそいつ苦手なんだよな──俺はいいけど、ママが嫌いやがるんだよ～」


    　スサノヲは「俺たち仲良し！」というようにたまと密着したまま。


    「いや、でも『妹には手をださないで！　代わりにわたしがあなたの相手をします！』というのもそれはそれで興奮す──痛ぇ！　フライ返し投げんな！　おまえ暴力的すぎね!?」


    「生あい憎にくと育ちが悪いもので。……たま、遊ぶのもいいですが宿題は終わったのですか？」


    「あうう、かがみ姉はそればっかり──きょ、今日は宿題なかったもん」


    　助けて、というように目線を向けるたまに、スサノヲはたっぷり『妹』あるいは『姪』を甘やかしてやる方針なのか。


    「おまえなぁ、勉強勉強と口うるさくしても仕方ねぇだろ──子供は風の子元気の子、それより今日の晩飯は？」


    「あ、そうでした」


    　かがみは目を丸くして、台所からキッチンへとてきぱき料理を運んでいく。


    　今日は卵とろとろオムライス。


    　麦茶だのも素早く運び、配膳していくかがみの頭を、おもむろにスサノヲが撫なでた。


    「かがみんは働きものだな──良い子、良い子」


    「ふにゃ!?」


    　そういう行為に慣れてないのか、かがみが真っ赤になってお皿を取り落としそうになる。


    「いきなり何をするのですか。そういうことをする暇があったら、姉さんを呼んできてください──まったく、気安く触らないでほしいのです。おじさんはセクハラ魔です」


    「かがみんはツンデレだなぁ」


    「あうっ!?」


    　瞬間だった。


    　かがみの両足が「がくがくっ」と震ふるえて、背骨が抜けたみたいに、へたりこんでしまう。


    「おっと」と素早くスサノヲが動き、落下しかけたお皿などを回収。


    「ど、どうした？」


    　目を丸くしたスサノヲの眼前、床であられもなく仰向けになったかがみは。


    「……？　……？」


    　どうも身体からだが動かないらしい。


    　指先がぴくぴくと痙けい攣れんしているが、それ以上にはどうにもならないようだ。


    　スサノヲは恐る恐る、そんな彼女のほっぺたを「つんつん」する。


    「ど、どした？　それは『わたしを食べて♪』という意味か？」


    「ド変態……。な、なぜか身体が痺しびれて──いったい何をしたのですかぁ、この厄やつ介かい者もの！」


    「なぜ俺様のせいにすんの。知らねぇって、こんなの……。口が減らないやつだなぁ、悪いた戯ずらしちゃうぞ？　どれ、どのぐらい成長したのかおじさんに見せてみろ～？」


    「ンぎゃーっ!?」


    　スサノヲがおもむろにかがみのエプロンをめくりあげ、さらに悲鳴をあげる彼女の上着をはがし、制服を脱がして、彼女の可愛かわいらしいおへそを露出させる。


    　さらにシャツをめくりあげて、でてきたのは莓いちご色の下着ブラ──。


    「なななな、何をするつもりですかこのエロ魔神！　地獄に堕おちろ！」


    「いや目の前に動けない女の子がいたら男ならやるしかない！　と思って──なんでこんなことになったのか正直わからんが、これはチャンスを生かしてエッチな悪戯をしろという天からの指令にちがいない！　父ちゃん、俺はやるよ！」


    「やるなーっ！」


    「おお、『根の国』にはしなびた屍し体たいとママという名の幼女しかいなかったから──こういう、ふくらみかけというか、ぴちぴちした身体はなんだかとっても新鮮だなぁ。えろいなぁ……。ありがたや、ありがたや」


    「拝むなーっ！」


    「じゃあ、その──いただきます♪」


    「ちょっ、本気で……やっ、やぁぁあん!?」


    　ごずん。


    　異音とともに、かがみに不ふ埒らちな真似をしようとしていた変態の顔面に、刃物がめりこんだ。


    　文字どおり、脳天から顎あごのあたりまで深々と諸もろ刃はの剣が抉えぐっている。


    「あたしの可愛い妹に何してんだゴラ」


    　ドスのきいた声とともに登場したのは、柔らかそうな室内着をまとい、自宅だからか髪の毛をおろした邪や神がみ三姉妹の長女──つるぎである。


    　彼女のご神体である草くさ薙なぎの剣つるぎで弟を割りつつ、面倒くさそうに欠伸あくびをして。


    「ちょっと目を離したらこれだ──おまえは成長ってもんをしてねーのかよ、そんなんだから高天原神の国から追いだされんだよ。今度こそ完かん膚ぷなきまでに叩たたきだしてやろうか、この世から」


    「おぉ、姉貴。大変だ、かがみんの様子がおかしい。ちなみに、これは医療行為だ」


    　大切そうにかがみのお腹なかをさすさすと撫なでている弟に、つるぎは珍しく頭を抱かかえると。


    「はあぁ……。『現代のトロイア戦争』の事後処理も終わってねーのに次から次へと──いいか、最初に言っとくがうちの妹に手ぇだしたら焼くぞ」


    「え～、ヤキモチやくなよ姉貴♪　愛してるから♪」


    　ちゅう～、とつるぎの頰ほおに熱烈なキッス☆　自由すぎるスサノヲにつるぎが「みぎゃあ!?」と悲鳴をあげ、慌てて距離をとると扉の向こうに隠れ、ぶるぶる震ふるえながら。


    「だだだ、だから嫌いなんだおまえは！　もう出ていけよ～！　なんでうちにくるんだよどっか行けよ～、うわ～ん！　じいちゃんに言いつけてやる～！」


    「姉貴こそ成長してねーなぁ、何かあるとジジイとかに泣きつくのやめろよ……」


    「あの……それよりも皆さん、お忘れかもですが、わたしピンチ──」


    　血の気を失っているかがみが、ちからない声をあげるので、つるぎが駆け寄って。


    「ありゃ、どうも接続不良っぽいな──おまえは呪のろわれた『最高神アマテラスのいちぶ』を核にして、『アラハバキ』がつくった霊的ロボット＝『肉体』と、『炎帝カグツチ』という『神霊』を付加したうえで、『神器ヤタノカガミ』に寄り添わせた存在だ。いろんな種類の『神々』がごちゃ混ぜになってるから不安定なうえ、こないだバラバラにされてたからなぁ──」


    『現代のトロイア戦争』において、『神々』はすべて最もシンプルなかたちまで解体された。


    　いろんな属性をもち、言うなれば無理やりくっつけてはじめて『邪神かがみ』を保っていたかがみは、いちど分解されたことにより接続がバカになってるのだろう。


    「がんばっておまえの材料は集めたけど、何か足りないのかもしれねぇな──あたしも、調子悪ぃや。ちからが弱まってはいねぇけど、どうも近ごろ『改変』がしづれーよな」


    　腕組みし、考えこむつるぎだった。


    　手早くかがみの肩に手を置いて念じると、『改変』されたのか、接続不良が直ったらしくかがみが起きあがる。


    「そうなのですか？　おじさんは普通に『改変』してたようですが？」


    「俺様、べつに『改変』しづらくなった感じはしねぇけど──姉貴がヘボいだけじゃね？」


    「ていうか、おまえが規格外なんだってば……。ちょっと調べてみるか、よいしょ」


    　スサノヲをその場に蹴けり倒し、背中に馬乗りになって、首筋に手を添えて「むむむ」と調べ始めるつるぎ。スサノヲが嬉うれしそうに。


    「あぁっ、姉貴！　きょうだいでこんな倒錯的なプレイは……、べつに嫌いじゃないぜ！　たま坊、かがみん！　おまえらもこい！　夢の姉妹丼が今日の晩飯だ！」


    「うるせーよ、黙ってろ。つうか、いい加減にしろよ。あたしが妹にえっちな真ま似ねをするのはスキンシップだけど、おまえの場合は洒落しやれにならねーんだよ。たま、かがみ、こいつに近づくなよ。赤ちゃんできちゃうぞ」


    　言い残すと、スサノヲから離れ──満足な結果が得られなかったのか、「？」と首を傾かしげると、つるぎは玄関に向かっていく。


    　髪の毛をかんたんに結わえ、上着を引っかけて。


    「ちょっと近所の様子も見てくる、何か違和感があるんだよな──」


    「根を詰めすぎではないですか、姉ねえさん。ご飯、できてるのですよ」


    「悪いけど置いといてくれ。スサノヲと一緒に食ってろ、朝までには帰る」


    　言い残すと、つっかけを履いて、豪快に扉を開けてでていく。


    　先日、『現代のトロイア戦争』において何もできなかった──どころか、利用されすらしたつるぎは、そのことに責任を感じて、いま一生懸命になっているようだった。


    「……うん？」


    　つるぎが目を見開いて、夏のどろっとした夜風のなか、かたわらを見る。


    　アパートの階段のそばに立ちつくし、なんだか居たたまれなくなっていたわたしに。


    「……誰だ？」


    　目を細め、つるぎが静かに問うてきたので、わたしは怖くなって逃げた。


    　やっぱりだ。


    　やっぱり、邪や神がみ三姉妹はわたしのことを忘れている──。
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    　暗い夜道を、どれだけ走っただろうか。


    　たまから見知らぬ他人のように接しられ──不安になって、その自宅にまで押しかけた。


    　結果は無惨だった──つるぎにまで、忘れられていたのだ。


    　何が起きているのか、わからない。


    　もちろん、彼女らのもとから離れて、旅にでた──自分勝手なわたしなんて、嫌われていてもおかしくはない。


    　でも、こんなのは予想外だ。


    　見知らぬ他人を見るような、邪神三姉妹の視線。


    　わたしがこの町で積み重ねてきたことが、すべて無駄になったような、虚しさ。


    「お兄ちゃん……」


    　しんと静まりかえった、誰もいない夜の住宅街で。


    「お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん──」


    　わたしは、途方もない不安に襲おそわれて、しばし立ちつくし動けなかった。
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    　情雨じようちゃんはご立腹である。


    「あぁもうっ、悔しい悔しい悔しい……！」


    　どうも、今日の昼間、スサノヲにぶっ飛ばされたのを根に持ってるらしい。


    「あっちゃいけないのよ、あたしが負けるなんて──ううん、最後に勝てばあたしの勝ちなんだからあれはそうよ何かの間違い！　だいたいヴィシュヌがこんな程度のちからしかくれないから不覚をとったわけで、あたしの負けじゃないもの悔しい悔しい……！」


    　場所は希のぞ美みちゃんの自宅。


    　ごく平凡な二階建ての一軒家だ。


    　小学生らしくぬいぐるみなんかも置かれたベッドの上で、まだ幼い見た目の情雨ちゃんはお行儀悪く足をばたばた。


    　わたしも情雨ちゃんもちいさくなっているとはいえ、子供部屋なのでわりと容赦なく狭い。


    　参考書とかが整然と並んだ学習机の前、回転椅子にわたしが腰かけ、部屋の持ち主のはずの希美ちゃんは所在なげに突っ立っている。


    　わたしたちの望む奇跡を起こすため、善行を積んで『徳』を溜ためる──そのために、希美ちゃんの悩みを解決してあげる。


    　ゆえに、わたしたちは希美ちゃんの自宅に泊まりこむことにした。


    　迷惑かもだけど、わたしはお兄ちゃんのいない自宅に帰りたくないし、どうも情雨ちゃんは半ば家出してきたらしいので、家に戻りたくないみたい。


    　ちなみに、希美ちゃんのご両親はふつうに帰宅してきたけど、『改変』したのでわたしたちの存在を不思議に思っていない。


    「あ、あの、無理そうだったらべつにいいんですけど……」


    　希美ちゃんはおろおろして、部屋のなかを右往左往している。


    　そもそも彼女はわたしたちに『悩みを解決してほしい』と依頼してきたわけではないので、これは善意の押し売りだが、情雨ちゃんはやる気満々だ。


    「そうもいかないわよ。絶対に助けてあげる、あんたとは他人じゃないもの」


    「あの、その」


    　希美ちゃんは意味がわからなかっただろうが、情雨ちゃんの真しん摯しさは伝わったのか。


    「ありがとうございます──」


    　涙ぐんで。


    「あ、あたし、嬉うれしいです。誰も、この悩みについては、真ま面じ目めに聞いてくれなくて」


    　そうだろうなぁ、相手は強大な『神々』だ。


    　わたしたちと同様に、あいつスサノヲも世界を恣し意い的に歪ゆがめ、『改変』しているはずだ。


    「とにかく、異常な事態なのは間違いないわ」


    　情雨じようちゃんは総括し、ベッドのうえで胡座あぐらをかいた。


    「あんな存在が小学校にいちゃいけないのよ、あたしを一撃で負かすほどの化け物よ──いや負けてないけど！　あれは本気じゃなかったし！」


    　誰かに必死で言い訳してから、思案げに。


    「もっとよく相手を見てから喧けん嘩かを売るんだったわ──希のぞ美み、あいつは『英雄神スサノヲ』。戦闘力だけなら『最高神アマテラス』をも凌りよう駕がすると言われている強大な『神々』よ」


    「え？　え？」


    　霊的な感受性が高いだけで、あんまり知識はないのだろう、希美ちゃんは目をぱちくり。


    　まぁ考えてみたらあのパンクロッカーみたいな青年は『邪や神がみスサノヲ』とかわかりやすい名前を口にしていたわけだし、逃げも隠れもしていなかった。


    　そういえば『九く頭ず竜りゆう島』の事件のとき、遠くに見えた『英雄神スサノヲ』とあの青年の見た目は一致している。


    　神話的にスサノヲはつるぎ──アマテラスの弟だ。『邪神』と名乗るのも頷うなずける。


    　先ほど、邪神三姉妹のアパートに彼がいるところも確認してきた。


    　だけど、どういうことだろう？　何が起きてるのだろう？


    　そういう事情みたいなものは、さっぱり理解不能だ。


    「ど、どうしてそんな偉いっぽい神様？　が、あたしなんかに付きまとうの──？」


    　希美ちゃんは泣いちゃいそうだ。


    　そうだろうなぁ、普通の小学生のところにある日とつぜん大統領がやってきて『私がおまえのパパだよ』と言ってきたぐらいの青天の霹へき靂れきだ。


    「それは、わからないけど」


    　情雨ちゃんは胸を張って、自信満々に。


    「大船に乗ったつもりで、あたしたちに任せなさい。安心して、あたしたちには印度インド神話の『最高神』ヴィシュヌがついてるんだから、『神格』でいえばスサノヲにだって負けないわ」


    　いやヴィシュヌさまが協力してくれたらいいんだけど、どうだろうか……。


    　でも希美ちゃんにはその気持ちだけで嬉うれしかったらしく、はにかんで。


    「情雨おねえさん……あ、ありがとう」


    　かーわいい。


    　情雨ちゃんにもその笑顔だけで報酬になったのか、さっと立ちあがると、さっきから無意味に回転椅い子すでぐるぐる廻まわっていたわたしの頭をしばいた。


    「そうと決まったら、さっそく行動よ！　敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず──鎖さ々さ美みさん、インターネットとかでスサノヲのことを調べるのよ！　他に取り柄がないでしょ！　弱点とか、属性とか、そういうのよ！　早くしなさい！」


    「…………」


    　わたしは情雨じようちゃんの馬鹿力でどつかれたせいで、椅い子すごと床に倒れ、そのまま動けない。


    　もう、何も考えたくない……。


    　頭のなかでは、「誰？」「どちらさま？」という冷たい言葉と、楽しそうな邪や神がみ三姉妹の笑い声と、いなくなっちゃったお兄ちゃんとのあったかい思い出と──。


    　そういうのが、ぐるぐる、ぐるぐる。


    　あぁ、なんだか疲れちゃった──。


    「ど、どうしたのよ、さっきから？」


    　ぎょっとする情雨ちゃんが、しゃがみこみ、わたしの顔を覗のぞきこんできたので。


    　なんだか甘えてて自分が嫌いやだけど、わたしは何もかもを吐きだした。


    　みんなに、忘れられて。


    　まるで、最初から自分がここにいなかったみたいで。


    　恐ろしかった。


    　そうだ、わたしは怯おびえていた。


    「なんだか、怖いの──また、わたしは無駄に空回りして、周りから大事なひとがいなくなって。だったら、何もしないほうがいいのかなって。がんばったりなんて、しないほうがよかったのかなって……」


    　のんびりと、平穏に、みんなと暮らせたらよかった。


    　でも世界は遠慮がなくて残酷で、黙って突っ立っていたら、激流にのまれるだけ。


    　気がつけば、周りから何もかもが拭ぬぐい去られてひとつも残ってない。


    　わたしが生きているのは、がんばらないものに優しくない、そんな世界だった。


    　だったら。


    　もう諦あきらめて。


    　難しいことは、できるひとに任せて──わたしは、引きこもっていたほうがよかったのか。


    「ねぇ鎖さ々さ美みさん、あたし思うの」


    　情雨ちゃんは、わたしの正面に座りこんで、優しく微ほほ笑えんだ。


    　お互いに、幼い姿。


    　遠い昔に、巡り合えなかったわたしたち。


    　だから、似ているのに──真逆に育ったわたしたち。


    　宿命の、いつか殺しあうのかもしれない、わたしたち。


    「がんばらないって、生きてないってことだわ──傷つきたくない、疲れたくない、失敗したくない。そんな『たくない』を口でいくら繰りかえしても、意味ないわ。あたしたちは神様じゃなくて人間だから。手を伸ばして、がんばって、欲しいものは摑つかみとるべきよ」


    　人間と、九尾の狐きつねの間に生まれた、合成神仏──蝦え怒ど川がわ情雨じよう。


    　だけど、彼女は人間か化け物か不安定だからこそ。


    「でも、それが人生ってものじゃない。少なくとも、あたしにとってはそうだった。戦わなきゃ、抵抗しなきゃ、根こそぎ奪われるだけだった。だから、あたしは、がんばる。あんたにまで、それを強制したくないけど」


    　寂しそうに。


    「あんたは、あたしの宿敵だから。強くあってほしい。そのために必要なら、あたしはたっぷり塩を送る。甘やかすし、ちからも貸すわ」


    　でも、彼女らしく、必死に。


    「勘違いしないでよね。あんたが好きなわけじゃない、友達なんてものでもない──だけど、ねぇ鎖さ々さ美みさん。お願いだから、そんな何もかもを諦あきらめたような顔をしないでよ」


    　わたしの手をとって、自分の首筋に押しつけて、その鼓動を感じさせる。


    「ここにいるわよ、あたしは。少なくとも、あたしだけは。世界中の誰もがあんたを忘れても、あたしにはあんたが必要だから。あんたが立ち止まらないかぎり、あんたの横にあたしもいる。張りあって、競争して、睨にらみあって、戦って……」


    　愛の告白みたいに。


    「ずっと、そばにいるわ。あたしは、あんたの宿命のライバルだから」


    　そんな彼女の、不思議な励ましに。


    　ううん、告白に。


    　わたしは、すとんと腑ふに落ちる気分だった。


    　なんだか、気楽になった。


    　微ほほ笑えむ。まだ、怖いけど、震ふるえてしまうほどだけど。


    　独りぼっちになったんじゃないって──わかったから。


    「情雨ちゃん」


    「何よ」


    　小首を傾かしげる、可愛かわいらしいわたしの宿敵に、そっと手を伸ばして。


    　心から。


    「大好きだよ」


    　ちゅうう、と、くちびるにキスをした。


    「むがぁ──あああ!?」


    　じた、ばた、と情雨ちゃんが手を泳がせるが無視し、ふふ、照れ屋さん♪──わたしは満足するまで吸いつくと、ちゅっちゅとほっぺにもキスを浴びせて、最後に抱きしめた。


    　情雨ちゃんって、ふわふわ。


    　柔らかくて、あったかくて──まるで。


    「情雨じようちゃんって、お姉ねえちゃんみたい」


    　たっぷり、甘えちゃう♪


    「ずっと憧れてたの、欲しかったの、わたしのお姉ねえちゃん──」


    　ぶん殴なぐられた。


    　壁まで飛んだ。


    　跳ねかえってベッドに墜落し、うつ伏せになったわたしを、耳まで紅潮してふるふる震ふるえた情雨ちゃんが「このっ、このっ……」と呻うめきながら。


    「このド畜生がぁぁあ!!」


    　近くにあったぬいぐるみを摑つかむと、それでわたしの背中をばんばん叩たたいた。


    「この変態うわぁあああん！　はじめてよ！　いちばん最初があんたって何よ、悪夢よ！　返してよあたしのファーストキッスぅうう！　うわぁあああん!!」


    　べしばしぼしと打ちよう擲ちやくされながら、わたしは「？　？」と理解できない。


    　きょとんとしてると、情雨ちゃんもやがて疲れたのか──肩で息をして。


    　ごしごしと口元を拭ぬぐうと、ぺたんとその場にしゃがみこんだ。


    「あんたって、ほんとに……」


    　溜ため息いきをつくと。


    「そっか、わかんないのね──他人との距離の取りかた、普通のコミュニケーション。あたしも、昔はそうだった。今だって、たいしたものじゃないけど」


    　情雨ちゃんは手を伸ばし、わたしの髪の毛を摑つかんで引っぱる。痛たたた。


    　暴れるわたしを押さえつけて、耳元で。


    「ちっちゃい子供みたいな、何も知らない未熟な、可愛かわいい鎖さ々さ美みさん。あたしの宿敵……。もっと、強くなって。成長して、お願いだから」


    　それまでは、あたしが支えてあげる、と情雨ちゃんがつぶやいた。


    　がたりっ、と異音が響いた。


    　驚いて情雨ちゃんがそっちを見ると、ずっと部屋にいた希のぞ美みちゃんが真っ赤な顔を両手で押さえて「あう、あう、あう」と動揺しており。


    　慌てて部屋から飛びでようとして扉に激突、小動物みたいな動きで脱だつ兎とのごとく逃げた。


    「ご、ご、ごゆっくり！　でも、できればあたしは巻きこまないでほしいのよ～！」


    「希美ーっ!?　どこ行くの、あんたの部屋よここは!?　そ、それにべつに変なことしてたわけじゃないんだから!!」


    　ひとしきり叫んでから、情雨ちゃんはどすんとベッドに腰かけ、天を仰いだ。


    「あぁもう、問題は山積みだっていうのに──」


    「すや……すや……」


    「鎖々美さんは勝手に安心して熟睡してるし！　もうなんなのよもうもうもうっ!!」
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    　翌日だ。


    「というわけでっ」


    　自信満々に、天使の翼ツインテールを揺らして、情雨じようちゃんが宣言した。


    「勝負よ『英雄神スサノヲ』!!　この蝦え怒ど川がわ情雨が引導を渡してあげる!!」


    　びしぃっ、と挑発的に指さしたりして、相変わらずこういうの得意だなぁ。


    　場所は希のぞ美みちゃんの在籍している私立岩いわ永なが小学校──彼女のクラスは体育の時間で、おのおの体操着になって校庭に集まっている。


    　担任教師はとっくに『改変』済みで、あからさまに部外者な情雨ちゃんが何を言っても「うんうん」と微ほほ笑えましそうに頷うなずいてる。


    　それは小学生たちも同じで、とくに情雨ちゃんに違和感を覚えていないらしく、きょとんとしているものの騒ぎにはなってない。


    『徳』を利用できるぶん、やっぱりいつもより『改変』しやすい感じ。


    「だ、大丈夫なんですか……？」


    　つらっと小学生たちに紛れこんでるわたしに、希美ちゃんが心配そうに問いかけてくる。


    「あのう、無理そうならそのう──」


    　もじもじと何か言ってるけど、ごめんね、これはすでにわたしたちの戦いでもあるんだ。


    「子供が遠慮しないの」


    　そちらを見ずに、ぼそりと告げる。


    「あと、今は話しかけちゃだめ。正面から挑んでコテンパンにされた情雨ちゃんとちがって、わたしはスサノヲに顔が割れてないかもだし──関係者だとばれないうちに、こっそり立ち回るのがわたしの役目で、作戦なんだから」


    「は、はい、ごめんなさい……」


    　しゅんとして、親の仕事場に遊びにきたみたいに、肩身が狭そうにする希美ちゃん。


    　あ、あれ……。わたしたち、希美ちゃんを助けてあげるつもり満々なのに、何かこれ逆に迷惑かけてるというか、困らせてるような？


    　気のせいだよね？


    「わたし個人の意見としては、どっちでもいいって思ってる」


    　小声で、素直に希美ちゃんへ囁ささやいた。


    「わたしは邪や神がみ三姉妹とか、いろんな神様と関われて幸せだった。だけど、スサノヲは何が目的なのかわかんないから──ちょっと心配。いつも自分勝手に行動してる印象だし、希のぞ美みちゃんを嫁にするとかけしからんこと言ってるみたいだし、スサノヲにあげるぐらいならわたしがもらうし、たっぷり愛してあげちゃうし……♪」


    「お、お姉ねえさん！　よだれ、よだれ！」


    　何やら希美ちゃんがスポーツタオルでわたしの顔を拭ぬぐってくれる。


    「とにかく、スサノヲの目的を調べつつ、希美ちゃんが彼の行動は迷惑って思うならそれを阻止して、わたしたちは『徳』も得る。まぁ、そんな感じだね──情雨じようちゃんったら、地道に調べるのは面倒だからって即行動なんだもん」


    　わたしと希美ちゃんが心配して見守るなか、情雨ちゃんに決めポーズで名指しされたスサノヲは、びっくりするほど似合わない体操着姿で。


    「よくわかんねぇな」


    　獣けもののように欠伸あくびをした。


    「勝負？　どうして俺様が、そんな茶番に付きあってやる必要があんだよ？」


    　まぁ正論なのだが、情雨ちゃんは頑固でわからず屋だから情雨ちゃんなのだ。


    「るっさいわね！　言うとおりにしなさいよ犯罪者のくせに！　そんな背格好で小学校に潜りこんでるだけで怪しいのに、あたしの希美を手込めにしようとするなんて言語道断なのよ!!」


    「あ、『あたしの』希美って」


    　希美ちゃんが、はわはわしている。


    「い、い、いつからあたしは情雨お姉さんのものに──」


    「希美ちゃん、いいなあ。わたしも情雨ちゃんに『あたしの』って言われたいなあ」


    「意味がわからないです、異常者！　あ、ごめんなさい、あたし思ったことそのまま口にしちゃう癖くせがあるみたいで！」


    「え？　あ、うん……」


    　一方、情雨ちゃんはのりのりでスサノヲに喧けん嘩か売ってる。


    「ふん、言われないとわからないかもしれないけど──希美はあんたの行動に迷惑してるの！　キモいのよ、この変態ロリコン！　ストーカー！　小学生女子をつけ回して求婚するのは法律違反だって知りなさいよね!!」


    「な、なんてこと言うんだ！　そんな酷ひどいことママにも言われたことないのに！」


    「はぁ？　ロリコンなうえにマザコンなの!?　虫むし酸ずが走るわねキモすぎ死ねば!!」


    　いや、情雨ちゃんもよく「ママ、ママ」って言ってるような。


    　似たもの同士だよね～。


    「ママのおっぱいが忘れられないガキんちょが恋愛なんて百億年早いのよ！　そんなやつに希美は幸せにできないわ！」


    「じゃ、じゃあ──てめぇは希美に相応ふさわしいっていうのかよ！」


    　スサノヲが少年的な感情を、丸投げでぶつけてくる。


    　おぉ、食いついてきた──予定どおりの流れだ。


    「それを見定めるために、勝負しようって言ってるのよ」


    　情雨じようちゃんはたっぷり間をおいてから、燦さん然ぜんと瞳ひとみを輝かせて。


    



    「題して──『地獄ドッジボール』!!」


    



    　威い風ふう堂どう々どうと言い放った。


    　スサノヲも何かノリがよくて「な、何ぃ!?」と驚きつつ、わくわくして。


    「な、なんだか楽しそうな語感じゃねぇかおい、俺様に詳しく説明しやがれ」


    　目を輝かせていた。子供だ……。


    　ともあれ昨日、邪や神がみ三姉妹のアパートで小学生相手にトランプで熱狂していたスサノヲだ、こういうゲーム的なものは好きだろうとあたりをつけたのだ。


    　転んでもただでは起きない──昨日の出来事は哀しかったけど、無駄にはしない。


    　それにスサノヲって性格というか方向性が情雨ちゃんにそっくりだから、彼女が気にいるような展開を用意すれば乗ってくるんじゃないかなって。


    　目もく論ろ見みどおりだ。


    　情雨ちゃんは「くっくっく！」と魔女のように笑うと。


    「勝負の方式は普通にドッジボールよ──」


    　ほんとは『地獄』の名前に相応ふさわしく、情雨ちゃんが『ボールは頭ず蓋がい骨こつのかたち』とか『ボールに当たったら即死』とか『アウトになった子供の生首を飾って点数計算』とか意味のわからないことを言っていたけど、アブなそうだったのでやめさせて、名前だけ残りました。


    　どうでもいいな……。


    「ルールはわかるわね？　ふたつのチームにわかれて、ボールを投げつけあう。受けとめられずに当たれば、アウト。アウトになったら外野へ行くけど、内野のひとにボールを当てても復活はできない」


    　重要な瞬間だ。


    　情雨ちゃんの語るルールはわたしたちに都合がいいように、ややねじ曲げられている。


    　そこをスサノヲに物言いされたら、すこし困ったことになる。


    「全滅したチームが、負けよ」


    　情雨ちゃんもここが肝心だとわかってるのか、覚悟を秘めた表情で。


    「ただし、あたしとあんたはチームリーダーとして作戦を与えるだけで、ドッジボールには参加しない。だって、あたしたちは特別だもの、スポーツにならないわ──純粋な、人間を統率するちから、彼らとの親和性、理解度をはかるのよ」


    「…………」


    　スサノヲがやや顔をしかめる。自分が行動するほうが好きなのだろう。


    「もちろん、『改変』もなし。他の『神々』がちょっかいをださないように、結界も敷くわ」


    　それは、きっと情雨じようちゃんの本音で。


    「人間と付きあうってことは、そのルールにあわせるってこと。彼らは簡単に『改変』できてしまうからこそ、あたしたちは──ときとしてその気持ちを歪ゆがめ、自分の思いどおりにしてしまう。でもそれはコミュニケーションじゃないわ。一方的な、冷たくて心のない支配よ」


    　人間と神様のあいだに生まれた彼女が、これから選ぼうとしている道なのだと。


    　わたしは、信じたかった。


    『まつろわぬものアラハバキ』として、周りのすべてと敵対し──ときには捕食しなければいけない彼女。


    　情雨ちゃんがせめて孤独な暴君でなく、優しい王様になればいいな。
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    「そんな勝負を、俺様が受けるとでも思ってんのかよ？」


    　スサノヲが、面白そうに。


    「普通に殴なぐりかかって排除すれば一発でお終いだ、実力のちがいはわかってんだろ？」


    　実際、ヴィシュヌに強化されてるのに、昨日の情雨ちゃんはワンパンでＫＯされてた。


    「怖いの？」


    　情雨ちゃんは、とっておきの嘲ちよう笑しようで。


    「『神々』としてのちからを用いないと、女の子ひとり思いどおりにできないなんて──『英雄神』が聞いて呆あきれるわ！　臆おく病びよう者ものの、玉なし野郎！　ど、ど、童貞なんじゃないの！」


    　わたしの教えた暴言を、恥ずかしそうに口にする情雨ちゃんだった。


    　スサノヲはあっさり引っかかった。


    「……いいだろう、俺様にここまで毒を吐いたやつは久しぶりだよ」


    　むしろ楽しそうに、情雨ちゃんを眺めて。


    「受けてやるよ、その勝負──『地獄ドッジボール』ってやつをよ。おまえらが勝ったら、俺様はおとなしくこの学校から去ろうじゃねぇか」


    　よし、とりあえずスサノヲとの全面対決は避けられた。


    　この学校から去る、ってことは余よ所そでちょっかいだされる可能性は残るけど──希のぞ美みちゃんに安全地帯をつくってあげられるだけでも、今はいい。


    　希美ちゃんの悩みの根っこは、小学校という、彼女が唯一安らげる場所に異物が混じったことだろうから。


    「で、俺様が勝ったら？　てめぇらは何をくれるんだ？」


    　当然の問いだった。


    　勝負の形式をこっちが用意したのだ、ある程度なら相手の言い分を聞かねば不公平だ──という雰囲気だな、ちょっとまずい。


    「何が欲しいの？」


    　１００％勝つ自信があるとはいえ、やや不安そうな情雨じようちゃんに。


    　スサノヲは真顔で。


    「おまえが欲しい」


    　ろくでもないことを言いやがった。


    　情雨ちゃんは一瞬、意味がわからなかったのだろう「きょとん」としてから、見る見る真っ赤になって後ずさった。


    「ななな、なな！　何言ってるのよ！　あ、あたし、こんな見た目なのに！」


    　今のわたしたちは、なぜかヴィシュヌのせいで小五ロリである（理由を聞いたら『だって魔法少女って小学生なことが多いし！　「『小五ロリ』と書いて『悟り』」だし！』と意味わからん主張をされた）。


    「希のぞ美みに求婚してる時点で怪しいとは思ってたのよ、このロリペド野郎！　ぺ、ぺ、ぺったんこなのが好きなの!?」


    「そんなにドン引きすんなよ、それに──おまえ、それがほんとの姿じゃねぇだろ？」


    　スサノヲがおおきく手を広げて、ぱぁん、と柏手を打った。


    　瞬間──情雨ちゃんの見た目がぼやけ、『改変』されていく。


    　否いな、ヴィシュヌの『改変』が打ち消されているのだ。


    　気がつくと、彼女は元通りの──高校二年生の姿になっていた。


    　髪の毛が伸び、胸元やおしりも肉感的になっている。


    「んなっ!?」


    　おまけに、彼女はなぜだかチアガールの服装だった。


    　オレンジ色のミニスカにわずかに隠れただけの胸元、両手には黄色いポンポン☆


    「元に戻ったのはともかく何よこの服装わーっ!?」


    「俺たちは試合には参加せずに、作戦を与えるだけなんだろ？　チアガールはぴったりじゃねぇか、せいぜい応援しやがれよ」


    　スサノヲが楽しそうに、全力で恥じらっている情雨ちゃんの胸を揉もんだ。


    　むねをもんだ。


    　もにゅもにゅ。


    「たいしたもんだ、この若さでなぁ。将来有望じゃねぇか？　予想以上だな、おまえ──この試合に負けたら俺の嫁になれよ」


    「ぅょあぃぉ!?」


    　情雨じようちゃんが宇宙人みたいな声をあげた。


    　両手でおっぱいを押しあげられて丹念にいたずらされて……。


    「ここここ！　殺すーっ!!」


    　真っ赤になった情雨ちゃんが、握り拳こぶしでスサノヲを殴なぐろうとしたが、避よけられる。


    　ひょいひょい、と情雨ちゃん怒りの鉄拳をかわし、スサノヲは大爆笑。


    「わはは！　おてんばだな！　俺様、そういうのも嫌いじゃないぜ!?」


    「このっ、こんの──セクハラ大魔神がぁあああああ!!」


    　拳やらエネルギー衝撃波やらで校庭を穴だらけにし、錯乱している情雨ちゃん。


    　そんな彼女らをどうしたもんかと眺めていると。


    「情雨の小五ロリ状態が解除されたようじゃから、様子を見にきてみれば──」


    　わたしの横に、ヴィシュヌさまが不意に出現した。


    　呆あきれたように。


    「なんじゃこの事態は──まったく、次から次へとおぬしらは……」


    「あ、ヴィシュヌさま。かくかくしかじかなんです、よければスサノヲが卑ひ怯きようなことをしないように監視してもらえませんか？」


    　わたしは提言してみる、昨日のたまとのトランプ勝負を見るかぎり、スサノヲって負けがこんできたら反則をしそうなんだよね。


    「『かくかくしかじか』では、いくら吾われが全知全能でもサッパリなのじゃが……」


    　ヴィシュヌは空中でくるりと反転し、興味深そうに。


    「おぬしら、自分たちが思ってる以上に危あやういところを進んでおるのう──目的を叶かなえたいなら、けして振り向いてはならぬぞ。るる～ん♪」
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    「と、とにかく、だいたい予定どおりに進行してるわ」


    　胸元を自ら抱きかかえるようにして、目め尻じりを赤くしている情雨ちゃんである。


    　意外と純情なんだよなあ。


    　わたしが揉もみなおして浄化してあげよう、とも思ったけどマジ殺されそうなので自重。


    「あとは──わかってるわね」


    　ひとクラスぶんの子供たちが、ふたつのチームにわかれている。


    　それぞれ、校庭の隅っこで十五分間の作戦タイムである。


    　その間に、体育係のひとがドッジボールの試合をするための白線を引いている。


    　どっちのチームに所属するかは子供たちの自由意思に任せて、人数が偏かたよったらじゃんけん、という方法をとった。


    　わたしと希のぞ美みちゃんは、情雨じようちゃんチームである。


    「『英雄神スサノヲ』は日本神話で屈指の戦闘力をもつけど、いわゆる軍神＝兵隊を統率するタイプの『神々』じゃない。単独行動においては無敵だけど、今回のように指示だけ与えて本人は不参加、という場合はさして脅威ではないわ」


    　情雨ちゃんの自信満々な態度に、わたしは「う～ん」と唸うなった。


    　なんか、巧うまくいきすぎというか──あまりにも予定どおりすぎる気も。


    　杞き憂ゆうならいいけど。


    「どうしたの、昨日から元気ないわよ」


    　情雨ちゃんが、わたしに声をかけてくる。


    　わたしの存在は切り札だから、あくまで──こっそりと。


    「だいじょうぶよ、がんばって知恵をふりしぼって作戦を立てたんじゃない──ふたりで。だから、ぜったい勝てるわよ。あんたが気を抜いてたせいで負けた～なんてことになったら、一生ゆるさないわよ。あたし、スサノヲのものになんてなりたくないんだから」


    　よっぽど胸を揉もまれたことがショックだったのか、青ざめて震ふるえている情雨ちゃんに。


    「わかってる」


    　わたしは、しっかりと頷うなずいた。


    「情雨ちゃん（の貞操）はわたしが守るから」


    　ぎゅっと彼女の手を握りしめ、目を覗のぞきこみ、力強く笑いかけた。


    　目を潤うるませた彼女を勇気づけるように、決意をこめて。


    「情雨ちゃん（のイヤらしい身体からだ）には、指一本触れさせない。誓うよ。わたしを信じて──情雨ちゃんは（わたしの嫁だし）大事な友達だから……」


    「…………」


    　情雨ちゃんは、わたしの手を握り直して、ほっぺたを赤くすると。


    「な、何よ、格好つけちゃって馬鹿みたい」


    　つん、と目を逸そらしたけど、こっそり「えへへ……☆」と微ほほ笑えんでいた。


    「結界を敷いたぞ～」


    　マイペースに、どっか行っていたヴィシュヌが戻ってきた。


    「ドッジボールの試合が行われる白線の内側には、外から干渉できんようになった。つまり、スサノヲと情雨からは手出しができんわけよ。これで良いのじゃよな？」


    「ありがと、ヴィシュヌさま」


    　わたしが頭をさげると、ヴィシュヌは肩をすくめる。


    「なぁに、この程度ならお茶の子さいさい──とはいえ、勝てるのか？　みみっちい勝負とはいえ、相手は『最高神』にも比肩しうる強大な『神々』じゃろ？」


    「だいじょうぶ、ここまでくれば勝ったようなものだし。情雨じようちゃんがパンチラしながらチアアップチアアップしてくれたらわたし神様だって負かしてみせる！」


    「そ、そんなことしないわよ！　ふつうに応援はするからさっさと行けえ！」


    　背中を叩たたかれて、わたしは他の子供たちと一緒に試合場へ向かう。


    　乾いたグラウンドに白線を引いただけの、素っ気ない長方形。


    　なんだか嬉うれしいな、わたし小学校には通えなかったから──こういうの、初めてだ。


    　幸せを嚙かみしめながら振り向いて、情雨ちゃんに右目を瞑つむってみせる。


    「勝利を、情雨ちゃんに捧げるよ♪」


    「う、うるさい！　そんなの当たり前よ、威張らないでよ！　がんばって！」


    　そんな、わたしたちを眺めて。


    「おふたりとも、らぶらぶですね……」


    　希のぞ美みちゃんが、ややドン引きしてつぶやいた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　試合場の横、朝礼台の正面で情雨ちゃんとスサノヲが睨にらみあう。


    「さぁって、俺様の肉奴隷になる覚悟はできたかよ？」


    「上等よ、……って嫁よりさらに酷ひどい立場を要求されてる!?　落ちつけあたし！　無茶なこと言って相手の戦意をさげる、常じよう套とう手しゆ段だんじゃない！　……そっちこそ、ひいひい泣いて命いのち乞ごいする準備はＯＫなの!?」


    　その真上で、浮遊したヴィシュヌが「よろしい、ならば戦争クリークじゃ！」と楽しげ。


    「ではでは～、両者の合意が得られたので『地獄ドッジボール』の試合を開始するぞよ。お互いスポーツマンシップと『神々』としての常識にのっとり、まぁ──死人がでない程度にがんばるんじゃぞ？」


    　とびきり上等な冗談を口にしたみたいに、るるるるる～ん♪　と爆笑してる。


    　相変わらず謎なぞな存在だけど、スサノヲはそんなヴィシュヌを見て胡う散さん臭くさそうに。


    「しかし、印度インド神話の『最高神』とは珍しいな──ギリシアの連中のせいで国々の境界線が曖あい昧まいになって、余よ所その連中をよく見かけるようになったなぁ近ごろ」


    　しげしげと、注視して。


    「……おまえ、どっかで会ったことねぇか？」


    「るる～ん♪　さすが日本神話屈指のプレイボーイ、女と見れば吾われのようなマスコットキャラ的な存在にも口説き文句かや？」


    　意味のわからんことを言いながら。


    「それより、さっさと始めんと体育の時間が終わってしまうぞい──準備ができ次第、試合場に入るのじゃ皆のもの！」


    　わたしは希のぞ美みちゃんとふたりで準備運動して、ミルクの匂いがする小学生とのキャッキャ☆ウフフに自分でも抑えきれない胸の鼓動に、ちがう戦闘準備はばっちりだ。


    「行こう、希美ちゃん。任せて、わたしたちが願いを叶かなえてみせるから」


    「あの、なんでさっきから、あたしの背中に顔を押しつけてるんですか……？　ムフームフーと熱い息が直接──ひにゃ!?　舐なめたな!?」


    「『委員長ゆるしません！』とか言って！　『風紀を乱すひとはお仕置きです！』とか！」


    「あ、あたしべつに委員長じゃないし！　風紀を守るひとでもないですーっ！」


    　体操着のしたに潜りこむわたしを、希美ちゃんはおぞましそうにぶつのであった。


    　涙目になった希美ちゃんが遠ざかったのを確認し、わたしは額ひたいの汗を拭ぬぐった。


    　ふう、予定どおりに希美ちゃんとは距離をとれた。


    　これから、わたしがやることに巻きこんだら悪いし、関係者だとスサノヲにばれたらよくないし、小学生の汗はおいしいしね！


    「さぁ、気張っていけ野郎ども！　俺様の欲望のために!!」


    「みんな！　負けたら死刑なんだから！」


    　スサノヲと情雨じようちゃんの応援（？）が響くなか、ふたつのチームが向きあった。


    　十メートル四方ほどの空間に、ひとチーム二十名ほどが雑然と。


    　狭苦しくなるかとも思ったが、小学生はちいさいので圧迫感はなかった。


    「るる～ん♪」


    　ぴいーっ、とホイッスルをどっかから取りだして、ヴィシュヌが号令。


    「では始めるぞい──じゃんけんでもして、先攻するほうを決めるがよかろ？」


    　視線を向けられた情雨ちゃんとスサノヲが、睨にらみあう。


    　ふたりとも負けず嫌いだから「じゃ～ん！　け～ん！　ぽん！」という合い言葉にも殺気がこもってる。


    　結果、スサノヲがチョキで勝った。


    「これが実力だよ、日本神話最強の俺様に勝てるやつなんざ存在しねぇ！」


    「悔しくないわよ、わざとよ──作戦よ！」


    　情雨ちゃんが涙目で可愛かわいいけどともあれ、先攻はスサノヲのチームに。


    　てん、てん──とごく普通のボールが、相手の陣地に転がされて。


    　その瞬間、わたしは「ぞっ」と名状しがたい寒気をおぼえた。
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    　合点がいった。


    　なぜ、スサノヲがあれほど余裕ありげなのか──昨日のトランプ対決からいって正々堂々と勝負はしないだろうと思ってたけど、まさかこんな……。


    　彼は、勝つ気だ。


    「わーいわーい☆」


    　どうして、この瞬間まで気づかなかったのか。


    　自分の足下にきたボールを拾いあげて、その人物が顔をあげる。


    　陽光を固めたような黄金色の髪の毛がふわりと広がった。


    　小学生らしからぬプロポーションが体操着を押しあげ、そういう趣向のお店みたいだ。


    「たまちゃん！　頼りにしてるわよ！」


    　周りの女の子とかに声援を送られ、その人物──たまは「えへへ♪」と照れ照れ。


    　まずい、なぜ今の今までたまの存在を忘却していた？


    　記憶操作系の『改変』を受けていた？


    『神々』と成っているわたしたちの心を歪ゆがめるほどの『改変』なんて、『最高神』クラスでもないと無理なのに──スサノヲが勝つために仕込んでいた？


    　とにかく、まずい。


    　わたしたちの作戦は、たまの存在を完全に取り落としていた。


    　もし、強大なちからをもつ『次世代神』の彼女が本気で敵対したら……。


    　わたしは焦あせって、同様に困惑している情雨じようちゃんに視線で合図。


    『やばいよ、士気が低下してる！　ここは性への興味が芽生え始めた小学生男子たちを情雨ちゃんの眩まぶしい太ふと股ももとかで元気にしてあげるべき！　ポロリもあるよ！』


    『あるわけあるか！　黙って働け！　奴ど隷れいのくせに！』


    『じゃあ、せめて応援してよ。情雨ちゃん可愛かわいいから、みんなやる気だすと思うな！』


    『か、か、可愛いって──あの、その、……ばか！』


    「目と目で会話してる……」


    　希のぞ美みちゃんがわたしと情雨ちゃんを交互に見て怯おびえていた。


    「でもなんで──たまちゃん、向こうのチームに？」


    　哀しそうに、ちいさな身体からだをきゅっと縮ませている。


    　たまは、希美ちゃんにとって無二の親友のはずなのに──なんで、敵対するの？


    「いっくよ～☆」


    　たまが元気よく、ボールを天高く掲げた。


    　彼女は単純に怪力だし、直撃はまずい、なんとか避よけて──。


    「やぁー！」


    　気の抜けるような声とともに、たまの投球がきた。


    　あれ？　と違和感をおぼえる。


    　遅い……？


    　びびっていた男子のひとりが、咄とつ嗟さに対応できずに肩にぶつけられ、転んで「眼鏡めがね……眼鏡……」と探している。


    「ちょっと佐さ藤とう！　何してるのよ！」


    　文句をつけた希のぞ美みちゃんも、困惑している。


    　たまにしては、今の一球──やけに普通じゃなかった？


    　首を傾かしげながらも、わたしはボールを素早く拾いあげる。


    　次はこっちの番だ。


    「成じよう仏ぶつ！」


    　ちょっと恥ずかしいけど衆人環視のなか、変身♪


    「覚悟完了！　仏門の右！　狛こま犬いぬにして阿あ吽うんの阿！　雷神──護法少女カーリーピンク!!」


    「んなっ──」


    　スサノヲが目を剝むいたが、これはルール違反ではない。


    　試合場の外にいるものが『改変』しちゃいけないわけで、わたしは問題ない。


    　スサノヲに面の割れている情雨じようちゃんは、あえてスサノヲを戦場から遠ざけるために今回の


    勝負形式を選び、わたしは伏兵として正体を隠しつづけたのだ。


    　たまの存在はやや気がかりだけど、普通の人間に神仏と化したわたしは負けない。


    「権現アバター解放！　権現アバター№７『獅子面王ナラシンハ』!!」


    　溜ためた『徳』をいちぶ流用し、全身を強化！


    　説明しよう！　ヴィシュヌさまのいちぶアバターとして成仏している護法少女はその能力を借り受け、神格化された歴史上の偉大な人物のちからを振るえるとかそんな感じだ！


    　わたしのまとう衣装が細部を修正され、肩や足に装甲が発生し、背中にはマント──おでこには獅子を模した飾りが出現する。


    　軍神にして英雄、『獅子面王ナラシンハ』の能力は純粋な闘争力！


    「いっけぇえええええ!!」


    　渾こん身しんのちからをこめて、雷撃をまとったボールを敵陣に投げつける。


    　大爆発が起きた。


    　怪け我がをしない程度に何人もの小学生がまとめて吹っ飛ばされ「わ～」「こりゃ～」「たまらん～」という具合に倒れ伏して死し屍し累るい々るい。


    　おっし、計画どおり。


    　この調子で敵の数を減らして──。


    「なぁるほど」


    　スサノヲが面白そうに、まるで牙きばを剝むくみたいに笑った。


    「面白ぇじゃん、この八岐大蛇やまたのおろち退治の『英雄神スサノヲ』に騙だまし討ちたぁ恐れいった。今回は一杯食わされたのは俺様ってわけだ──けどな、卑ひ怯きような手段を用意してたのはてめぇらだけじゃねぇんだぜ」


    　指を鳴らし、スサノヲが号令する。


    「できれば頼りたくなかったちからだが、こうなっちゃあ仕方ねぇ……！　後悔しろ！　今夜は満足するまで眠らせねぇぞ！」


    　生ぬるい風がふき、平凡な小学校が地獄に染まる。


    「目覚めろ黄泉の軍勢ヨモツイクサ！　生者どもに唾つばを吐け！　聖者すらも汚しぬけ！」


    　瞬間、敵陣にまだ立っていた小学生たちの輪郭が──膨ふくれあがった。
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     第六話／地獄ドッジボール〈後編〉


    



    　黄泉の軍勢ヨモツイクサとは、文字どおり『根の国』の兵隊たち。


    　神話の時代から生者と死者の暮らす場所は明確に区別され、万が一、『根の国』から逃亡しようとしたものや──『根の国』にまぎれこんだ異物は、黄泉の軍勢ヨモツイクサに引っ捕らえられる。


    　それが規則で、なかば自動的な彼らは、いわば『根の国』の白血球のようなものだ。


    　世界がきちんと正しい姿を保つための、自浄作用。


    　では──なぜその黄泉の軍勢ヨモツイクサが、この瞬間、このタイミングで現れたのか？


    「ずっ……」


    　情雨じようちゃんが血けつ相そうを変えて、となりのスサノヲを怒鳴りつけた。


    「ずるいわよ、卑ひ怯きよう者もの！　外からの『改変』は禁止って言ったじゃない──何の罪もない小学生たちを黄泉の軍勢ヨモツイクサに変えるなんて!!」


    　わたしの正面で、子供たちの姿が歪ゆがみ、曰いわく形容しがたいどろどろの怪物に変へん貌ぼうしていく。


    　泥をこねくりまわしてつくったみたいな、いびつなヒトガタ。


    　巨大な眼球と、古めかしい甲かつ冑ちゆう──手にしているのは錆さびだらけの矛ほこや、諸もろ刃はの剣つるぎ。


    　そんな連中がきちんと白線の内側に収まり、ボールを拾いあげたりパスしたりしているのはシュールだったけど。


    「ちげーよ、俺様は『改変』なんかしてねぇ」


    　スサノヲが不満そうに、腕組みしてぼやいた。


    「声をかけただけだ、そうだろ？　応援は反則じゃねーんだよな？」


    「るる～ん♪」


    　審判役のヴィシュヌが困ったように、やや眉まゆをひそめて。


    「何をもってして『改変』と呼ぶのかという話になるがの、スサノヲは試合場のなかに霊力を送ってはおらぬ。あくまで、白線の内側で、生徒たちが勝手に変身しただけともいえる。鎖さ々さ美みが護法少女になったのと同じじゃの」


    　だから文句を言う筋合いはなかろ、という彼女の論調に、情雨ちゃんは歯は嚙がみする。


    「聞いてないわよ、こんなの──正々堂々なんてありえないとは思ってたけど、まさかこんな手段を用いるなんて！」


    「おいおい、俺を睨にらむのはお門違い──反則すれすれなのはお互い様だろ？」


    　スサノヲが、どこか無気力につぶやいた。


    「それに、俺が用意した作戦は、たま坊を隠し球で投入することぐらいだ──あいつ、やる気ねぇみたいだし。どうしたもんかと思ってたら、利用できそうなもんがあったから有効活用しただけだよ」


    「どういう……」


    　情雨じようちゃんはわずかに考え、試合場を注視して。


    　瞬間的に血の気を失った。


    「もしかして」


    　聡明な彼女はたぶんすべてを悟ったけど、あまりにも遅かった。


    「いけない、鎖さ々さ美みさん！　長引かせちゃだめ！　もしかして、あたしたち──とんでもない見落としをしていたのかも！」


    　彼女の視線の先では、黄泉の軍勢ヨモツイクサと護法少女がボールのやりとりをつづけている……。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　わたしは奮戦していた。


    　ほぼ戦力はわたしのみ。


    　周りの子供たちは早々に、身体能力が大幅に強化された黄泉の軍勢ヨモツイクサたちにアウトされた。


    　幸い、人死にがでるようなことはなかったけど。


    　黄泉の軍勢ヨモツイクサたちも、手加減してくれてる？


    　でも、わたしが相手の場合はその限りではなく、鉄球でも投げつけられたみたいに──受けとめたら後ろ向きに仰のけ反り、全身に衝撃が走る。


    　地面に、引きずった靴底の跡──肋ろつ骨こつ越しにダメージを受けたわたしは激しく咳せきこんだ。


    「はぁっ、はぁっ──」


    　幸か不幸か、印度インド神話の『最高神』たるヴィシュヌの権現アバターとして存在しているわたしは、十じつ把ぱ一ひと絡からげの黄泉の軍勢ヨモツイクサよりも基本性能がかなり高い。


    　最初はそのグロい見た目にびびったが、冷静に対処すれば勝てない相手ではなかった。


    　渾身のちからをこめてボールを投げかえす。


    　黄泉の軍勢ヨモツイクサが崩れ、その陣容が乱れていく──残り、あとちょっと。


    　だが反撃がやってくる。


    『神々』を穢けがす、『根の国』の腐敗し汚濁したちから。


    　関わるだけで堕落する、後ろ向きな波動が充満した一撃は破壊力があった。


    「きゃっ……」


    　かろうじて全身で受けとめたものの、その場でぐるりと一回転、そのまま吹っ飛びそうになるのを地面に手を擦こすって堪こらえた。


    　何度もバウンドし、ぎりぎり白線の内側で停止する。


    　しばし、激痛で動けなかった。


    　身体からだから『徳』がなくなっていく。


    　猛烈な勢いで、霊力が穢けがされているのだ。


    　おでこに汗のつぶが浮かび、身体中の筋肉が重たい。


    「だ、だいじょうぶですか!?」


    　わたしが庇かばっていたおかげで、まだ生き残っている希のぞ美みちゃんが慌ててこちらを見た。


    「うん、心配しないで。ほら」


    　わたしは苦労して立ちあがると、手にいれたボールを見せてあげた。


    　さて反撃だ、と思ったら希美ちゃんが、わたしの手首のあたりをつまんだ。


    「どうして？」


    　じわっと涙目になって、希美ちゃんは思いの丈たけを吐きだした。


    「なんで、そんなに──がんばってくれるんですか？」


    　がんばってるかなぁ。


    　その言葉がしっくりこなくて、首を傾かしげると──希美ちゃんは目元を拭ぬぐって。


    「あたしは、いいんです。そんなに、困ってなかった。他のみんなは誰も、違和感もおぼえてなかった。あたしが変なだけなんです」


    　その頰ほおに、涙が伝った。


    「いつもこうなんです、あたしだけが馴な染じめないんです。そんなあたしのために、鎖さ々さ美みお姉ねえさんたちが傷つくのはだめです。ちょっとした違和感とか、不快感を──あたしが我慢すれば、それでいいんでしょう？」


    



    「それが、希美ちゃんの答え？」


    



    　そう言ったのは、わたしじゃない。


    　敵の試合場の真ん中、異形の黄泉の軍ヨモツイクサ勢たちの中心に女王のように君臨している、邪や神がみ三姉妹の三女──たまだ。


    　彼女はぞっとするほど美しい真顔で、希美ちゃんを見据えている。


    「またクシナダヒメは何もかもをひとりで抱かかえこんで、満足して生け贄にえになって、あとに残されるひとがどれだけ哀しむかなんて考えもしないの？」


    　その不思議な言葉の群れに、誰も反応できない。


    「あなたは、つらく哀しい前世の記憶をすべて三さん途ずの川に流して、それで一安心かもしれない。でも、あの子にとっては、ずっと哀しみを抱えこんで傷だらけになったあの子には、今このときの苦しみなの。あの子を、また同じように、未み来らい永えい劫ごう──痛めつけるの？」


    「あなたは……」


    　何かに気づいたのだろうか、情雨じようちゃんが目を見開いて呻うめいた。


    　試合場に飛びこんでこようとして、結界に弾かれて尻しり餅もちをつく。


    「逃げなさい、鎖さ々さ美みさん！　希のぞ美み！　そいつは邪神たまじゃない──!!」


    　たまが、艶えん然ぜんと微ほほ笑えんで。


    「邪や神がみたまだよ、この身体からだは。『現代のトロイア戦争』などでちからを変質させ、それを補ほ填てんするために周りの『神々』を吸収していた彼女に──あえて取りこまれることで、その内側に居座っていただけ。今、素顔を見せてあげる」


    　たまが、その場にへたりこんだ。


    　その全身が、暗黒色に染まる。


    　日につ蝕しよくのように。


    　黄金色の髪の毛も、ミルクのような肌も──黒い絵の具で塗りつぶしたみたいに。


    　覚えがある。


    　むかし、黄よ泉みがえったお母さんが開いた『根の国』への門と酷似している。


    　けど、同じものだとしたら──規模がおおきすぎる。


    　たまの身体を中心にして開いた冥めい界かいの出入り口が、瞬間的に増大し──そのなかで、無数の眼球が閉じたり開いたり……まるで出血するみたいに、赤黒い飛沫をこぼしながら。


    　その最奥から、ちいさな手のひらが覗のぞいた。


    　やがて腕が、肩が、頭が、胸が、腰が、足が──全身が、ずるりと這はいあがってくる。


    　深い深い血の池地獄から、ようやく顔をだしたみたいに。


    　それは少女だった。


    　アンティークドールのような。


    　それこそ、小学生ぐらいにしか見えない。


    　いたいけで、抱きしめたら壊れてしまいそうだ。


    　ただし、その肌にはフランケンシュタインの怪物じみた継つぎ接はぎがあって、何人もの可哀想


    な少女の身体を繫つなぎあわせたみたいに、色やかたちがちぐはぐだ。


    　血染めのウエディングドレスと、枯れ花ドライフラワーばかりを束ねたブーケ。


    　頭部に、ナイフが何本も突き刺さり、王冠のようだ。


    　周囲にどす黒くも禍まが々まがしい雰囲気をまとったまま、その不気味、としか表現できない少女は無表情で周囲を睥へい睨げいし──。


    　そんな彼女を見て、スサノヲが万感をこめて叫んだ。


    「ママ!!」


    　全員が同時に彼を見て、言葉を失った。


    　ママ!?　ママって言った!?　どういうこと!?


    　スサノヲのお母さんっていったら、もしかしなくても、あの有名な──。


    　継つぎ接はぎの少女は沈黙を守ったまま、白線のぎりぎりまで歩き、スサノヲを手招く。


    　不思議そうに近づいたスサノヲに背伸びして、ぼそぼそ、と何やら小声で告げている。


    「えっと、ママは照れ屋さんだから通訳するぞ──」


    　憮ぶ然ぜんとした表情で、スサノヲはちいさな母親を眺めながら。


    「『我わが名は伊弉冉尊いざなみのみこと。天沼矛あめのぬぼこですべてをつくり、天の浮き船ですべてを巡った『創造神イザナミ』なのだわ。いつも息子がお世話になってるのだわ』だそうだ」


    　ぺこり、と頭をさげる、ちいさな少女──。


    　わたしも当然、その名前ぐらいは知っている。


    　日本神話には現役を退いているものの、高名な『神々』がいて、それが世界の始まりからこの世にいた『始祖神造化三神』や、彼らから地上の支配権を与えられた『創造神イザナギ・イザナミ』である。


    　現在の『最高神』であるアマテラスは彼らから支配権を引き継いだだけで、いまだに頭のあがらない、偉大なる先達なのだ。


    　ただし、イザナミにかぎっては扱いがやや異なる。


    　彼女は『神々』を出産している最中に命を失い、いちど死んでいる。


    　そして辿たどりついた『根の国』で愛する夫と決別し、その哀しみから『悪神』へと変へん貌ぼうした。


    　一日に千の命を奪う、日本神話最凶の死に神、祟たたり神。


    　それが伊弉冉尊である。


    　そのはずなのだけど──。


    「えっと、『子供の喧けん嘩かに親がでるのもどうかと思って、でもスサノヲちゃんが心配だからそばで見守ろうって、あと「次世代神」がどの程度のものかも確かめたかったし、だから……』ってママ、もうちょっと話をまとめてから喋しやべってくんね？」


    「…………」


    　イザナミはしょぼんとして、指をもじもじさせて俯うつむいてしまう。


    　な、なんか可愛かわいいぞ……。


    「『スサノヲちゃんは、ずっとあたしのそばにいてくれたのだわ──だから、自分の幸せのことも考えるべきだわ。それはわかっているけど、寂しいし、「根の国」で待ってたらどんどん不安になって、置いていかれるんじゃないかって』」


    　顔を抱かかえて、ぐずぐずとイザナミは泣きじゃくった。


    「『独りにしないで、スサノヲちゃんの馬鹿、馬鹿……寂しかったんだからぁ！』だそうだ」


    　そんなん通訳せんでもいい。


    「『でも、スサノヲちゃんがあたしを置いていった理由もわかったのだわ──忌いま々いましい、あのクシナダヒメの生まれ変わり。日本に流入した輪りん廻ね転てん生しようの仕組みが、あたしからスサノヲちゃんを奪ったあの女を再び蘇よみがえらせた……』」


    　話の流れからいって、希のぞ美みちゃんはどうやらクシナダヒメとやらの生まれ変わりらしい。


    　文献知識だと、八岐大蛇やまたのおろちへの生け贄にえに捧げられそうだったところをスサノヲに助けられ、その後──妻になったひとだ。


    　日本神話の他の国に比べて特異な点として、神話の時代には人間と『神々』の区別がまったくないので、クシナダヒメは人間なのか神様なのか曖あい昧まいなのだけど。


    　死んで、生まれ変わった──ということは、人間に近い存在だったのかも。


    　その魂が、輪りん廻ね転てん生しようの仕組みにのって、希のぞ美みちゃんをつくった。


    　スサノヲは恋人の生まれ変わりに会うために、この小学校にやってきたのだ。


    　すべてに合点がいった。


    「『それがスサノヲちゃんの幸せになるならって思って、悔しかったけど、あたし見守っていたのだわ。でも、もう無理。我慢できない。また自分から生け贄にえになろうとする、こんな弱虫、スサノヲちゃんに相応ふさわしくないのだわ』」


    　イザナミが全身からどろどろした気配を垂れ流す。


    　黄泉の軍勢ヨモツイクサの比じゃない、肺に吸いこんだだけで全身が腐れそうな、穢けがれそのもの。


    　最悪の祟たたり神が、こちらに悪意をぶつけてくる──それだけで息の根が止められそうだ。


    　同時に、わたしは推測する。


    　たまの身体からだのなかに入っていた（先日、『九く頭ず竜りゆう島』での事件のとき、わたしがたまを『操縦』したのと同じやりかただろう）彼女は、息子の恋路を過保護に叶かなえてあげるために、あっちのチームに参加していた。


    　でも、希美ちゃんの言動が気に食わず、文句をつけるために本性を顕あらわした。


    　まずいな──かつての『最高神』にして『創造神』、圧倒的に後ろ向きなちからをもつ伊弉冉尊いざなみのみことに、初心者『神々』のわたしと霊能力者未満の希美ちゃんじゃ、勝てるわけもないよ。


    「『スサノヲちゃんを愛せるのは、あたしだけ──不要な、スサノヲちゃんを傷つけるものは


    まとめて排除する。そして平和で安らかな地獄『根の国』で、永遠に暮らすのだわ』」


    「鎖さ々さ美みさん！」


    　情雨じようちゃんが、声を嗄からして叫んだ。


    「すべて理解したわ──あたしたちは、とんでもない勘違いをしていたのよ！」


    　あの気丈な彼女が、ぶるぶる震えて怯おびえている。


    「『根の国』に隔離されているはずのイザナミが、こうして普通に顔を見せているだけでおかしいのよ──でも、こう考えたら納得できるわ！」


    　淀よどみのない語調で。


    「『現代のトロイア戦争』以降、しばらく『神々』は等しく大規模な『改変』のダメージを受けて活動を縮小していた──その隙に、疲ひ弊へいした『神々』を押しのけて、『根の国』が流入してきていたのよ！」


    　この国は、生者を、明るい地上を司つかさどる伊弉諾尊いざなぎのみことと──死者を、暗い地下を司る伊弉冉尊いざなみのみことの拮きつ抗こう状態、危あやういバランスで存続している。


    『現代のトロイア戦争』の影響で、その一方が重みを失い──天てん秤びんは傾き、『根の国』が地上に一気に流入してきたのだ。


    　隔離され、さらにお母さんや『旧神』九く頭ず竜りゆうの復活によりかたくなに蓋ふたを閉ざされていた『根の国』は、『現代のトロイア戦争』の影響をあまり受けていなかったのだろう。


    「今、この国は生と死がごっちゃになった状態なのよ！　混こん沌とんよ！　このままじゃあ、生きとし生けるものすべてが死に汚染され、穢けがれて、下手したらこの国の終焉カタストロフイよ!!」


    　黄泉の軍勢ヨモツイクサが出現したのも、ここが『根の国』のいちぶだからだ。


    『根の国』の王であるスサノヲの危機に、彼らは自動的に出現し、その場にあった肉体──小学生たちの身体を元にして顕けん現げんしたわけだ。


    　わたしたちが退治した、住宅地で遭遇した化け物も、穢れが凝り固まった魔物だったのだろう──たぶん。


    『改変』は、人知れず行われる。


    　誰もが地続きの人生を生きているつもりで、『神々』によって変へん貌ぼうした世界に違和感をおぼえずに、当たり前に受けいれる。


    　何か変だな、と思うのは霊能力をもつものか、『神々』だけ。


    　希美ちゃんが感じていた不快感、この世界への不協和音は、スサノヲの登場だけが理由では


    なかったのかもしれない。


    　ならば、この歪ゆがみを正すのも、わたしたちの役目だ。


    　助けてあげる、って言ったもの。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「『古来、神と人間に区別はなく、生と死も不可分なものだったのだわ。あたしとイザナギダーリンが天沼矛あめのぬぼこで混こん沌とんをかきまぜて、苦労してこの世界にかたちを、規範を与えたの』」


    　この世界をつくったもの『創造神イザナミ』は、枯れた花びらを周囲に舞わせて語る。


    　そんな彼女を、ヴィシュヌが見据えて。


    「るる～ん♪　うちの神話で言うところの、カルキ、あるいはシヴァの立ち位置か──ずいぶんと大物がでてきたものじゃの？　どうする情雨じよう、鎖さ々さ美み、対応を間違えたら全員まとめて地獄の底じゃぞ？」


    「『あら、珍しい客なのだわ』」


    　イザナミがやや驚いたように。


    「『でも、引っこんでなさい──これは太陽の関われない、暗い夜の話。ふふ、思った以上に簡単だったのだわ。このまま「根の国」が広がりつづければ、もう生死の境目に引き裂さかれることなく、誰もが愛するものと永遠に一緒に暮らせる……』」


    　その言葉に、わたしも情雨じようちゃんも息を呑のむ。


    　大事なひとと、別れたばかりのわたしたち。


    　懸命にそれに抗あらがって、『神々』にまで成ったわたしたちに、イザナミのやりくちを批判する権利があるのだろうか。


    「『スサノヲちゃんのそばにいるためには、この世界を地獄に染めるしかない。スサノヲちゃんが地上で生きることを望むなら、地獄に隔離されたあたしは地獄を広げることでこの子のそばに寄り添う。あたしには、その覚悟があるのだわ──あなたには、それがない』」


    　希のぞ美みちゃんを見据えて、祟たたり神は唸うなった。


    「『また、スサノヲちゃんを哀しませるつもりなのね──愚かなクシナダヒメ！　いつだって！　死は愛情を切り裂さいてしまう！　だから、生と死の線引きをなくして、もう二度と誰も死に引きちぎられないようにする、あたしは間違ってないのだわ！　文句があるなら言いなさい、ひとを愛する絶望を知らない小娘おちびちゃん！』」


    「えっと」


    　希美ちゃんが、いつものように、なんだか疲れたようにつぶやいた。


    　でも、その表情はしっかりとしていた。


    「さっきから何を言ってるのかぜんぜんわからないんですけど、あたしはクシナダヒメじゃなくて[image: ]ヽ名田希美です！」


    　大声をだすと、イザナミは「びくっ」として、そばにいた黄泉の軍勢ヨモツイクサの背後に隠れた。


    　おどおど、こっちを見ている。可愛かわいいなあ～。


    「こら、大声だすな！　ママは怖がりなんだ！」


    　スサノヲが場違いな文句を言ったが、希美ちゃんに「黙って！」と睨にらまれて怯ひるんだ。


    　希美ちゃんは腰に手を当てて、子供なりに精一杯に考えたことを、口にする。


    「いきなり、かっこいいひとが転校してきて──そのひとにプロポーズされて。どきどきしたのよ、少女漫画みたいに。でも、憧れていたのとちがって。運命の恋人だの、前世がどうとかって、ちっとも浪ろ漫まんちっくじゃなかったのよ」


    　彼女の美徳、きちんと、がんばって生きているひとの──重みのある言葉だ。


    「ばっかみたい。前世なんか、今のあたしには関係ない。そのひとクシナダヒメは、あたしとは別人なのよ。馬鹿にしないで、素戔嗚尊すさのおのみこと、伊弉冉尊いざなみのみこと──あなたたち、人間を馬鹿にしないで。ううん、精一杯に生きて、恋したはずの、そのクシナダヒメってひとのことを」


    　悔しそうに、希美ちゃんは、真面目な彼女は──純粋に怒っていた。


    「あなたスサノヲにとっては、今このときの恋。でも、あたしにとってはちがう。あなたを見ると、胸が高鳴る。心が、魂があなたを求めてる。でも、これはあたしの気持ちじゃない。それは、遠い昔に終わっちゃった──あたしが顔も知らない他人クシナダヒメの、精一杯に生きた、その波紋なのよ」


    　あまりにも正しくて、真っ直すぐな主張だった。


    「あたしの人生はあたしのもの。そりゃ、苦しいこともたくさんある。親とは仲良くないし、友達は少ないし、勉強は疲れるし、でも──終わりがあるから、人間は努力する。がんばって、焦あせって、幸せになろうとする。それは醜みにくいことかもしれない、身体からだが腐っちゃうよりずっと。でもあたしはそんな世界でいちから幸せになるために、クシナダヒメってひとから命をバトンパスされて、こうして生まれてきたのよ」


    　小学生の彼女が、ほんの短い人生のなかで、紡つむぎあげてきた言葉。


    　それが、永えい劫ごうの暗くら闇やみに閉ざされた、『根の国』のものどもに炸さく裂れつする。


    「あなたたちの行動は、あたしの人生を蔑ないがしろにしてるうえ、クシナダヒメってひとの生涯すべてを踏みにじってるのよ！」


    「…………」


    　イザナミが、ぽかんとして──ちいさく、わずかに聞きとれる小声でつぶやいた。


    「あの、スサノヲちゃん、あたしたち……怒られてる？」


    　スサノヲが頷うなずくと、彼女は「がーん」とショックを受けたように、項垂うなだれた。


    　でも顔をあげて、今度こそしっかりと。


    「死は別れよ、絶望よ──それをなくすことの、何が悪いの？　むかし、最愛の夫イザナギが『根の国』にあたしを迎えにきて、でもあたしの醜みにくさに怯おびえて、去ってしまったとき。あたしは呪のろいの言葉を吐いたのだわ。『一日に、千の生命を、地上から奪ってやる』」


    　独り言みたいに。


    「あのひとは応えたわ、『おまえが千を奪うなら、私は千五百を生みだそう』──あなたたちがしているのは、そういうこと。そんなきれいな『解決』を、あたしは望んでいたんじゃない。千の不幸は、千五百の幸福があろうとも、けして消えてなくなったりはしない……」


    　それこそ呪じゆ詛そじみた声音で、でもイザナミは眩まぶしそうに、希のぞ美みちゃんを見つめたまま。


    　汚お泥でいじみた、黒く染まった涙を垂らした。


    「寂しかったの、構ってほしかった、遠くへいかないでほしかった──死に切り離された永劫の別れに、我慢ができなかったの。あのひとイザナギは、わかってくれなかった。でもスサノヲちゃんは、あたしの孤独を埋めるために、ずっと寄り添ってくれた。なのに、あなたがそんなスサノヲちゃんを、あたしのそばから引き離す」


    　ちいさな子供みたいに、泣きじゃくる。


    「嫌いやよ、怖い、もう奪わないで──あたしから、スサノヲちゃんまで奪わないで！」


    「じゃあ、最初からそう言ってください」


    　希美ちゃんが、呆あきれたようにつぶやいた。


    　障しよう気きに当てられふらつく彼女を、わたしが寄り添って支える。


    　崩れ落ちそうな彼女の手を握り、穢けがれた波動から庇かばって。


    「寂しいから、大好きな息子さんを追いかけようとして──でも無理だったから、この世界を『根の国』とかいうのに変えた。多くのひとに迷惑をかけて。でも、最初からそのひとスサノヲに『寂しい、行かないで』って言えばそれで済んだことでしょう？」


    　希のぞ美みちゃんは、しっかりした声で。


    「大事なことを何も伝えないで、わかってくれないって逆ギレして、あたし──あなたみたいなの、嫌い。むかしの自分みたいで嫌い。そして、あなたがそういうふうに他人から好かれないのは、身体からだが腐って、醜みにくいからじゃない」


    　最悪の『神々』に、きついお灸きゆうを据えたのだ。


    「心が、腐ってるからなのよ」


    「…………」


    　イザナミが、ふらりと体勢を崩した。


    　その隙を狙ねらって、希美ちゃんがわたしからボールを受け取り、かるく放った。


    　わたしが、『神々』のちからで、そのボールの軌道を操作する。


    　最後に残った黄泉の軍勢ヨモツイクサと、イザナミが、ぽんぽんぽん──とアウトになって。


    　試合終了ゲームセツト。


    「あ」


    　イザナミが我に返って、困ったようにスサノヲを見た。


    　彼は頭を搔かいて、でもどこか楽しそうに、母親と希美ちゃんを眺めると。


    「……俺様たちの負けだな」


    　にっこり笑った。


    「おまえ、やっぱりあいつクシナダヒメの生まれ変わりだよ──気が強くて、みんなを守るために自分から生け贄にえに志願して、『悪神八岐大蛇』相手にも一歩も退かなかったあいつの。惚ほれちまいそうだぜ、何度でも。でも、今回はちと俺様が先走りすぎたな」


    　気楽に試合場の結界を破ると、ちいさな母親をひょいと抱きあげて。


    「ごめんな、ママ。そんなに寂しがってるなんて思わなかったよ、あいつクシナダヒメが生まれ変わったのを知って、居ても立ってもいられなくなってさ──。でも、希美の言うとおりに、あいつと希美は別人なんだよな」


    　ちいさな希美ちゃんを見下ろして、スサノヲは楽しそうに。


    「でも、あらためて言うよ。おまえ──俺の嫁になれよ。おまえが欲しい、櫛くし名な田だ希美。いちから、おまえのことを好きになる。そんで、今度はおまえに迷惑かけない方法で、おまえを幸せにしてやんよ」


    「あたし、まだ小学生なのよ」


    　希美ちゃんは、わずかに頰ほおを染めると、しっかりスサノヲを見据えて。


    「だから、まずは──お友達から、なら」


    「うん」


    　スサノヲは無邪気に笑うと、彼に顔を押しつけている過保護な母に問いかけた。


    「ママも、それでいい？　そうだな──希のぞ美みがおおきくなるまでは、すくなくとも、そばにいるから。機嫌直してくれる？」


    「……今回は、あたしも焦あせりすぎたのだわ」


    　イザナミは顔をあげて、希美ちゃんに視線を向ける。


    「たいした女の子ね、あなた世界を救ったのだわ──ごめん、ね」


    　それだけ言うと、また息子の身体からだに顔を押しつけ、動かなくなってしまった。


    　彼女も悪気はなく、ただ寂しくて、思いつめて地上にやってきただけなのだろう。


    　そんな結末を眺めつつ、わたしは疲れきって地面に座りこみ、徒労感をおぼえていた。


    「えっと、何か勝手に解決したっぽいけど──もしかして、骨折り損のくたびれ儲もうけ？」


    　わたしたちが特に何かするまでもなく、希美ちゃんは自分自身の問題を乗りこえたのだ。


    「るる～ん♪」


    　ヴィシュヌが、わたしの頭に腰かけ、楽しそうに。


    「ま、特別サービスでのう──イザナミたちを退散させたのはおぬしらの功績、と判断してやろうかのう。『根の国』に呑のまれそうだったこの国を救い、死に染まりそうだった人々を助けた、という善行じゃ。かなりの『徳』になると思うぞ？」


    「いいの？　あたしたちの手柄にして？」


    　情雨じようちゃんも、なんだか居心地が悪そうだ。


    　でもやがて諦めたのか、おおきく肩をすくめて。


    「ま、いいわ──でも今度こそ、希美の記憶はいじらないでね。また忘れられるなんて、それこそ寂しいわ。ほんとに妹ができたみたいで、あたし楽しかった……」


    　気持ちを切りかえたのか、空を見あげて。


    「でも、希美の問題は彼女自身が片付けたけど、まだ疑問は残るし──あたしたちは大事なもの、何ひとつ取り戻してないわ。前へ進まないとね……っと、その前に」


    　情雨ちゃんは手を挙げて、立ちつくす希美ちゃんに叫ぶ。


    「希美！」


    　振り向いた彼女に、元気よく。


    「いつかスサノヲが迎えにくるまでに、おおきくなるまでに、あなた──もっと美人になるわ！　スサノヲのやつ、腰を抜かして驚くわよ！」


    　その言葉に、希美ちゃんは不思議そうに瞬まばたきをして。


    　彼女らしく、おおきくお辞じ儀ぎした。


    　それが、わたしたちへのいちばんのご褒ほう美びだった。

  



  
     第七話／奇跡を、もうひとつだけ①


    



    　ギリシア神話の領域。


    　正確にいえば、領海に位置する地中海。


    　先日の『現代のトロイア戦争』では、日本列島はまとめてここに移転させられたわけだけど（ほかの巻きこまれた国々は、それぞれエーゲ海だの、黒海だの、それこそ大陸のあちこちに分散され配置されたらしい）。


    　ともあれ因縁深いそんな地中海の、底である。


    　うっすらと堆たい積せきした砂と、濡ぬれた土。


    　ごつごつとした岩と、珊さん瑚ご──そして無数の、船や飛行機の死骸。


    「……本当にいいのね？」


    　護法少女になってる情雨じようちゃんの声は、テレパシー的に届く。


    「ふたりで、がんばったんだから──公平に『徳』を分配するべきよ。ひとりだけ先に奇跡を起こすのは……」


    「いいの。お兄ちゃんはまだ、どこにいるかもわからないし」


    　ヴィシュヌも調べてくれているようだが、お兄ちゃんはその存在を摑つかみにくいらしい。


    「それなら、どこにいて、どういう奇跡を起こしてまた巡り合えるのかわかってる、玉たま藻もの前まえさんを優先するべき」


    　そのために、こんなギリシアくんだりまできたのだ。


    「鎖さ々さ美みさん。あなたって、いつも自分が損するようなことを言うのね」


    　情雨ちゃんはくちびるを尖とがらせた。


    「それで傷ついて、痛みを抱かかえこんで、身動きとれなくなって──いつも、蹲うずくまってる。馬鹿なやつ。そんなの、ちっとも格好よくなんてないのよ」


    「えっと……」


    　なんと答えたらいいかわからず、わたしは煮えきらない半笑い。


    　でもね、情雨ちゃん──わたしは怖いんだ。


    　むかし、『最高神のちから』をもってたころ、わたしの希望はすべて叶かなっていた。


    　だから、求めないようにしていた。


    　全知全能っていうのは、むなしい、恐怖そのものだった。


    　それが習慣に、本能になって……。


    　ううん、もっと根本的なところで。


    　わたしはきっと、情雨じようちゃんだって鼻をつまんで顔をそむけるぐらいに、醜みにくい部分をもってるんだ。


    「のんきにお喋しやべりしとる場合ではないぞ」


    　深海魚に乗って楽ちんに運ばれてるヴィシュヌさまが、やや真面目に。


    「ここはギリシア神話の領域──『現代のトロイア戦争』という前代未聞の大騒ぎを起こした彼らは、いま全世界と緊張状態にある。あらゆる方位から攻撃を受けとるし、油断すると流れ弾でお陀だ仏ぶつじゃぞ？」


    　そう、まさにここは戦場なのだ。


    　この惑星全土を巻きこむスーパー神様大戦（？）が展開している。


    　ようく耳を澄ませると海上から「グハハハハ！　我輩の『ミョルニル』で粉々にしてくれるわ！」「ぐっ……耐えて『イージス』！」とか『神々』の争う音が聞こえてくる。


    「巻きこまれても面倒じゃ、てきとうに身を隠しながら進むぞ」


    　のほほんとしたヴィシュヌに、情雨ちゃんが感心したように。


    「しかし、驚いたわね。ぱっと目を閉じて、開いたと思ったらもう地中海？」


    「おいおい、ヴィシュヌちゃんなめんなよ『最高神』じゃぞ、これでも。吾われはまたの名を『天地を三歩で渡るもの』、あらゆる場所に瞬間的に移動できる」


    　よくわからないけど、ヴィシュヌの『神々』としての能力らしい。


    「だが、昔に比べたらのう──あぁ、吾の愛用したあの乗り物さえあればのう……」


    「ヴィシュヌの乗り物って……」


    　博識な情雨ちゃんは何かに気づいて「はっ」としたが、なぜか目を逸そらしてしまった。


    「まぁいいわ、それよりも──」


    　ごまかして、情雨ちゃんが真剣な表情になる。


    「ほんとうに、ここにマ……玉たま藻もの前まえがいるの？」


    　人前で『ママ』と呼ぶのが恥ずかしかったのか、もじもじとそう呼んだ。


    「うむ」


    　ヴィシュヌも腕組みし、力強く。


    「吾は印度インドの女神じゃ、玉藻前──金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねも、印度と関わりがある。縁があるのじゃ、調べることは可能じゃった」


    「ていうか、玉藻前は印度の王朝ひとつ滅ぼしてるんでしょ？　今さらだけど、いいの？　そんなの復活させて？」


    「国や世界ぐらい、吾も何度か滅ぼしたし」


    　スケールでかいなあ……。


    「とまれ、突如としてギリシア神話に介入し、その『あらすじ』を塗り変えた獣けもの──九尾の狐は、トロイア戦争を終結させたものの力尽き、『神々』に呪のろわれ、この地中海に封印されたようじゃ」


    　目の前に。


    　ひとつの亀裂があった。


    　海底の、真っ黒な縦穴──海溝だ。


    　かなり深そうで、奥が見通せない。


    　ヴィシュヌが「ついてこい」と告げて、そのなかに迷いなく飛びこんでいく。


    　その全身が、太陽のように発光していた。


    「これでよく見えるじゃろ？　あらゆる『太陽神』を習合したこの吾われを懐中電灯に使えるなど、世界の誰もが羨うらやむ贅ぜい沢たくじゃぞ？　成金じゃぞ？」


    　成金はちがうと思うけど、おかげで周りがよく見えるようになった。


    　穴はかなり長くつづき、やがて底に辿たどりつく。
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    「ひっ……」


    　情雨じようちゃんが息を呑のんだ。


    　生物の気配がない、灰色の砂が堆たい積せきした寂しい水底に、巨大な獣けものが横たわっていた。


    　ほとんど怪獣だ──全長、十メートルはあるだろう。


    　九つにわかれたおおきな尻しつ尾ぽに、尖とがった耳。


    「ママ！」


    　悲鳴をあげ、情雨ちゃんが頭を抱かかえる。


    　当たり前だ。


    　その獣は、全身が石化していた。化石さながらに。


    　あちこち亀裂が走り、尻尾も崩れる寸前で、足もいくつかがちぎれ、転がっている。


    　今まさに、耳のひとつが砕け、落下。


    　大量の泡と砂すな埃ぼこりをあげる。


    「いかな伝説に謳うたわれる九きゆう尾びの狐きつねといえども、ひとつの神話を歪ゆがめるため──すべての霊力を使いきらざるを得んかったのじゃろ」


    　ヴィシュヌが感心したように。


    「だが、思ったよりも保存状態がよいな。神話を歪められたギリシアの『神々』の怒りが呪のろいとなり、逆にそのおかげで何者もこやつに近づけんかったのであろ」


    　先ほど見かけたたくさんの、まるでバミューダ・トライアングルのように無惨な航空機などの墓場も、その呪いが原因なのだろう。


    　いったい、どれほど怨うらまれて。


    　死後もゆっくりと砕かれ、寂しい場所で誰にも省かえりみられず、朽ちていくほどの罪を……。


    「何が『保存状態がよい』よ、ママをモノみたいに言わないでよ！　何もよくないわよ、たくさんよ！　酷ひどいわ、こんなの！　ママはあたしたちを救ってくれたのに！」


    　情雨じようちゃんが叫ぶと、ヴィシュヌはうるさそうに。


    「モノじゃよ、これはもう屍し体たいじゃ。魂、つまり『神霊』も、地獄にほとんど顔をつっこんどる。呪のろいにがんじがらめにされ、『神々』の怒りに触れ汚されきって、……まだ滅んでおらんのが不思議なぐらいじゃ」


    「助けて」


    　情雨ちゃんが、すべての虚飾をかなぐり捨てて叫んだ。


    「お願い、なんでもするから。助けて、ママを助けて」


    「こやつの因果は日本、中国、印度インド、そしてギリシア……おおくの国に絡んでおる。印度では『最高神』の吾われも、絶対に助けるとは断言できぬぞ」


    　ヴィシュヌは冷淡だった。


    「万が一、地獄からこやつを引きずりだせたとしても、元通りにはならんかもしれぬ。いかんせん、壊れすぎておる。それに、こやつが再び生きることを望んでおるともかぎらぬぞ？」


    「いいえ」


    　情雨ちゃんは目元を拭ぬぐった。


    「あたし、ママに会いたい。謝りたいし、もっと触れあいたい。甘えたい……。あたし、ママの子供だから。きっと似てるから、同じだから、寂しいって気持ちも……会いたいよ！」


    　幼児のようにぐずる彼女に、ヴィシュヌは頷うなずいた。


    「うむ。ならばよい、人間の願いを叶かなえずして何が『神々』か」


    　くるんと一回転し、等身大に戻った。


    　チョコレート色の肌をした少女。


    　その手首に巻かれた数じゆ珠ずが、じゃらり、と音をたてる。


    「『地獄ドッジボール』関連の事件を解決し、『根の国』に呑のみこまれ、つまり死にそうだった人々を多く救った。その善行によっておぬしらが得た『徳』から、必要経費としての霊力を差し引き、玉藻前復活の奇跡に用いる」


    　ざっと計算したのか、眉まゆをひそめて。


    「ふたりぶんあわせれば、必要なぶんは支払えそうじゃが、おぬしら──すっからかんになるぞ？　下手をすると命に関わる、それでもよいのか？」


    「いいわ」


    　情雨ちゃんが真っ直すぐに言った。


    「これ以上、待たせたくない。もう、ママも限界みたいだし。最初から、無茶なのは承知よ。ね、鎖さ々さ美みさん？」


    「え？　あ、うん」


    　ここで「死ぬのはちょっとやだなぁ」とか言うほど空気読めなくはないので、頷うなずいた。


    　怖いけど、情雨じようちゃんの気持ちはわかる。


    　わたしもいちど、お母さんと永遠の別れをしたから。


    「祈るがよい」


    　ヴィシュヌの号令にあわせて、情雨ちゃんとふたり手を繫つないだ。


    「信じよ、さすれば救われん。ひとの意志は、運命を変更する。応えよ『神々』、森しん羅ら万ばん象しようよ。吾われらの世界への貢献に、みあった報いを。因いん果が応おう報ほう、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」


    　わたしは、必死に祈った。


    　すべての『神々』に、ヴィシュヌに、そして玉たま藻もの前まえに。


    　どうかお願いです、情雨ちゃんのお母さん。


    　歴史を変えるために戦い、わたしたちの未来を守ってくれた──でも疲れきって、滅ぼうとしてる偉大なあなた。


    　どうか、もう少しだけ。


    　ほんの、ちょびっとでもいいから。


    　この泣き虫で、でも強がりで、いつも──がんばりすぎちゃう女の子のために。


    　戻ってきてください。


    　お願い、お願い、お願いです……!!


    　びしり、と卵の殻からが割れるような。


    　不気味な音色。


    　嫌いやな、響き。


    　はっと目を見開き、青ざめた情雨ちゃんと顔を見合わせる。


    　声もでなかった。


    　地中海が、沸騰するみたいに泡立っている。


    　海流が渦巻き、地響きが身体からだを揺さぶる。


    　何が起きたの？　慌てながら正面を見て、わたしは絶句した。


    　玉藻前が、崩れている。


    　巨大な岩となったその全身にひび割れが走り、細かい破片となって散らばっている。


    　その重量感のある、石化したいちぶが落ちるたび、振動と土煙が巻きあがる。


    　周りの海水が泥に染まって、何も見えなくなる。


    　情雨ちゃんが必死にママ、ママと叫んでいる。


    　でも、何も起きない──失敗したの？　奇跡は起きなかった？


    　ヴィシュヌを捜した。彼女の姿がない。見えない。何も見えないよ……。


    　やがて。


    　水圧がすべての泥を、破片を水底に沈めて。


    　ようやく、海中が透明になり、視界が確保されて。


    　わたしたちは、無惨に粉々になった、玉たま藻もの前まえの正面で立ち尽くした。


    　跡あと形かたもない──絶望そのものの、残ざん骸がい。


    「そんな、祈ったのに。ちゃんとやったのに……」


    　情雨じようちゃんが腰を抜かして、へなりとその場にくずおれた。


    「遅かったの……？」


    　えぐ、えぐ、とその喉のどの奥から嗚お咽えつが漏もれる。


    　わたしだって泣きそうだ。


    　どういうこと？　これですべてが解決するんじゃなかったの？


    　こんな無慈悲な結末を与えられるぐらいなら、もっと哀しむぐらいなら、最初から……。


    「？」


    　不意に、わたしは気づいた。


    　ぐるぐると後ろ向きな言葉が渦巻く思考をいちど切り捨てて、頭をからっぽにして、冷静に目の前の光景を見た。


    　そして気づく。


    　積み重なった瓦が礫れきのいちぶが、動いている。


    　どきん、と心臓が跳ねた。


    「じょ、情雨ちゃん！　あれ、あそこ！」


    「………！」


    　泣かないで、というように手を握ったら、情雨ちゃんはうるさそうに目元を拭ぬぐって一目散に走りだした。


    　その場所へ。


    　もしかしたら、ただの無惨な勘違い。


    　でも、たったひとつの希望。


    　辿たどりつく──瓦礫は、かなり多い。


    　手作業で、ひとつひとつ放り投げて、除去。


    　インドラ砲で一撃で吹き飛ばしたくなるが、それだと何もかもおじゃんだ。


    　拾っては投げ、掘り進み、手のひらが傷だらけになって。


    　どれだけ時間が流れたか、すっかり疲れきったころ。


    　わたしたちは、最後の瓦礫と瓦礫の隙間に、まさに奇跡的に挟まっていた──ちいさな身体からだを見つけた。


    「あ……」


    　情雨ちゃんが、喘あえいだ。


    　それは、母親からお乳をたっぷりもらった赤ちゃんが、満足して漏もらす吐息みたいな。


    　そこに。


    　ちいさな女の子が寝ころんでいる。


    　小学校低学年ぐらいだろうか、小生意気そうな吊つり目で、あぶらあげ色の髪の毛。


    　陰おん陽みよう師じのような、古風な服をまとっていて、頭からは狐きつねの耳が生えている。


    　水中でもお構いなしにふわふわの、九つの尻しつ尾ぽ。


    　目を閉じ、その少女は──玉たま藻もの前まえさんは、輪郭が歪ゆがみ、ときおり明めい滅めつし、薄れていく。


    　色が溶け落ちて、灰色になって、生気が失うせていく。


    「やだぁ！」


    　情雨じようちゃんが、玉藻前さんにしがみつき、ありったけの霊力を注ぐ。


    　ほんのわずか、玉藻前さんは顔色を取り戻すが、やがてゆっくりと土気色に戻っていく。


    　情雨ちゃん、やめて。あなたまで霊力を使いきって、崩壊して死んじゃう。


    　よっぽど、そう言って制止しようかと思った──聞いてくれるわけがなかった。


    　だから手を添えて、ちからを貸した。


    「お願い……」


    　情雨ちゃんが、か細く叫んだ。


    「お願いだから。あたしの命ぐらいあげるから。もっとたくさん善行を積まなくちゃいけないなら、二度と悪いことしないから……！　助けて、お願い、誰かママを助けて！　あたしを生んでくれたひとなの、命をくれたの、未来を！　だから返すの、ぜんぶぜんぶぜんぶ……!!」


    　そっと、わたしの横から、手を添えるものがいた。


    　ヴィシュヌだ。


    　姿を消していたと思ったら──どこ行ってたんだろ、こんなときに？


    　すこし成長し、高校生ぐらいの姿。


    　麗うるわしく、威厳がある──印度インド神話の『最高神』。


    　艶つややかな髪を波に揺らして、『現代』を統すべる異国の女神は。


    「これだから人間は……」


    　どこか不機嫌そうに、情雨ちゃんの肩を支え、もう片方の手で玉藻前さんを撫なでる。


    　ほんのりと、玉藻前さんに太陽のような輝きが[image: ]あふれる。


    　それでも、まだ足りないように思えた。


    　奇跡を起こすのって、なんて難しいんだろう。


    　わたしは一心不乱に、祈った──他にできることはなかった。


    　全身が脱力し、意識を失いそうになるなか。


    　見た気がした。


    　とても、幸せな光景を。
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    　うっすらと、玉たま藻もの前まえさんが目を開ける。


    　ぱちくり瞬まばたきして、寝ぼけたように、目元を拭ぬぐうと。


    「また、泣いてるの？」


    　いつもの澄まし顔をぐちゃぐちゃにして、泣きじゃくっている情雨じようちゃんを、母親にしか浮かべられない慈愛に満ちた笑えみで。


    「誰に似たのかしら、ほんとうに。あなたって子は……」


    　歌うように。


    「放っておけない、あたくしの、世界でいちばんの困ったちゃん」


    「ママ！」


    　情雨ちゃんが、今にも崩れそうな母を抱き寄せる。


    　それが合図だったみたいに、その全身が安定し、ゆっくりと淡い発光が収まっていく。


    　もう、だいじょうぶだ。


    　なんとなく、そう思った。


    　わたしとヴィシュヌは顔を見合わせて、もう疲れた、がんばりたくねえ──とばかりに尻しり餅もちをつき、なんだか笑えてきた。


    「あはは」


    　よかったね、情雨ちゃん。


    　自分のことのように、わたし、嬉うれしいよ。


    



    『神々』の戦争がつづく地中海の底で、親娘は、二度と離れまいと抱きあっている。
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     第二部　ヴィシュヌ


    


     第八話／母娘まんとら


    



    「…………」「…………」


    　沈黙が重いです。


    　情雨じようちゃんの、自宅だ。


    　正確にいえば『アラハバキ』の所有するホテルの一室。


    　部屋はマンションみたいな台所などもついている家族用で、すごく広々としている。


    　それはいいのだけど……。


    　玉たま藻もの前まえが無事に復活し、ヴィシュヌの能力『三歩で世界を渡る』によって瞬間移動したわたしたちは、ひとまずここで夜を明かした。


    　希のぞ美みちゃんの家に泊まってもよかったのだけど、わたしたちが関わって彼女の平穏を乱してはいけないし──当面は、ここをわたしたちの活動拠点にするつもりだ。


    　ともあれ。


    　昨日はわたし、疲れていてぐうすか眠ってしまったのだけど、朝起きたらこれだ。


    　情雨ちゃんと玉藻前さんがダイニングにて、びみょうに居心地悪そうに沈黙している。


    　せっかく巡り合えた親娘。


    　まさに奇跡のように再会し、互いの親愛を確かめあって、和わ気き藹あい々あいと──。


    　してない。すごく空気がカタいです。


    「あ、えっと」


    　無意味にくるくる枝毛をいじりつづけていた情雨ちゃんが、ときどき玉藻前さんに視線を向けて、目が合うと逸そらして、と初恋をした小学生みたいな動きを。


    　玉藻前さんはそれを見て、ちいさく頷うなずくと。


    「『おじょうさま』、……お腹なかがすいたんですの？」


    「ち、ちがうわよ」


    　腹ぺこキャラの情雨ちゃんの目の前には、すでに完食したとおぼしきお茶碗やお味み噌そ汁しるのお椀、魚を置く細長いお皿などが並んでいた。


    「ていうか、なんでその、今さら『おじょうさま』とか呼ぶの──」


    「えっと、でもずっと、そう呼んでましたし……」


    「じゃあ、好きにすればいいわよ。馬鹿みたい」


    　むくれて、情雨ちゃんは「…………」と涙ぐむ。


    　玉藻前さんはそんな情雨ちゃんの反応に戸惑って、よくわからない、という表情だ。


    「あたくしのことも、どうか『玉たま藻もの前まえ』とお呼びくださいまし。それが、組織に所属するものとしてのけじめですの。あなたは、『アラハバキ』の首領──公私の区別はつけねばいけません。他のものに示しがつきませんからね」


    「わ、わかってるわよ」


    　情雨じようちゃんはもじもじと、膝の頭を擦すりあわせている。


    　わたしには聞こえる。うわぁぁあん、なんでそんなこと言うのよ甘えたいのにいいいい──という情雨ちゃんの心の悲鳴が。


    　でも情雨ちゃんは格好つけだから、そんなこと口にできないのだ。


    　どうすればいいかな、助け船をだしたいけど──てか、なんでわたしはここにいるんだろ。


    　お邪魔虫じゃないかなぁ。


    　なぜか二人の間に座らされ、興味もない新聞の政治面とかを熟読しながら、わたしは脂汗をかいている。


    　あとはお若いふたりに任せてオホホ～、と逃げようとしたら「どこ行くのよ。殺すわよ」という目つきで情雨ちゃんに睨にらまれたし。


    「食後の、お茶の用意をしますわね」


    「あっ、あたしがやるからっ」


    　立ちあがろうとする玉藻前さんを、情雨ちゃんが制止する。


    「マ……玉藻前は、昨日まで死んでたんだからね、えっと体調もよくないだろうから──また復活させるのは面倒なんだから、大変だったんだから、だからあの……」


    「申し訳ありません、ですの」


    　しゅんとして、玉藻前さんはおとなしく椅い子すに戻る。


    　その狐きつねの耳が、ちからなく項うな垂だれている。


    　あぁもう。


    「じゃあ、お茶はわたしが準備するね！　居い候そうろうだしそのぐらいするよ！」


    　もう我慢できない、ささみさん＠がんばります。


    　手早く、冷蔵庫に入っていたペットボトルから人数分のお茶を不器用にコップにいれて、ひとつひとつ運び、自分でもネジが抜けたような調子で。


    「たくさん飲んでね♪」


    　玉藻前さんにキラキラした笑顔を向けると、彼女は「あ、どうも……」と曖あい昧まいに応えた。


    　よく考えてみれば、わたしと玉藻前さんは何度か敵対して争ってすらいるのだ──親しく会話するような間柄じゃない、でもそんなこと言ってられない。


    　せっかく、がんばったのに──たくさん泣いて、奇跡を起こして、また巡り合えたのに。


    　すこしぐらいの報いが、ご褒ほう美びが、あってもいいはずだ。


    「あらためて、わたし──月つく読よみ鎖さ々さ美みです」


    　ぺこりと頭をさげる。


    　ほぼ初対面の相手に挨あい拶さつするのって怖いけど、えぇい、今は我慢だ。


    「しばらく、ここでお世話になります」


    「は、はぁ、これはご丁てい寧ねいに……」


    　玉たま藻もの前まえさんが「どうして主人を差し置いて自分が挨拶されてるのだろう？　不ふ遜そんではありませんの？」みたいな顔で情雨じようちゃんをちらちら見ている。


    　そんな彼女の、ちいさなお手々を熱く握りしめて、わたしは全力で。


    「お願いします！　お嬢さんをわたしにください!!」


    「…………」


    　玉藻前さんは、可愛かわいらしく「きょとん」とした。


    　あれ。お馬鹿なことを言って場を和なごませようとしたのだけど。


    　ちょっと失敗しちゃったかな、テヘヘ☆


    「あ、あの、その」


    　玉藻前さんはようやく言葉の意味を理解したのか、目をぐるぐるさせて動揺すると。


    「あのその、そんなこと急に──あたくしがいない間にそんな……『おじょうさま』にいつのまにそんな趣味が──ああ、あたくしっ、どういう態度をとればいいのかわかりませんのっ」


    「ちょっ、待ちなさいよ！　何をトチくるったこと言いやがってんのよコラ──っ!!」


    　べこんっ☆


    　情雨ちゃんが素早く新聞紙を筒状にすると、漫才師みたいにわたしの頭をどついた。


    「寝言は寝てから言いなさいよ！　そんな意味不明な発言したら事情をよく知らないママが勘違いしちゃうでしょ!!」


    「そんな！　情雨ちゃん！　あんなに何度も愛しあったのに！　キスまでしたのに！」


    「うるさいうるさい！　黙れ！　喋しやべるな！　そして死ねーっ!!」


    　わたしの口を全力で塞ふさぎ、真っ赤になって暴れる情雨ちゃん。


    　そんな彼女を見て──。


    「けけけっ」


    　と、玉藻前さんが奇妙な笑い声をあげた。


    　息を荒らげてわたしをシメていた情雨ちゃんが、ぎろりと母を睨にらみつける。


    「あにを笑ってるのよ、こいつの言葉はぜんぶ悪質な冗談だから！」


    「いえ、『おじょうさま』──あたくし、なんだか嬉うれしいんですの」


    　玉藻前さんはお上品に、目を細める。


    「仲良しの、同年代の友達ができたのね……」


    　母親の笑顔だった。


    　情雨ちゃんは「かーっ」と真っ赤になると、わたしをチョークスリーパーしながら。


    「ななな、何を言ってるのよ！　ちがうわよ、こいつは下僕！　あんたと同じよ！　みんなみんな、あたしの奴ど隷れいよ！　勘違いしないでよね！　……ママ？」


    　顔をあげ、情雨じようちゃんが心配そうに玉たま藻もの前まえさんを見あげる。


    　彼女の反応がまったくないのだ。


    　ようく観察すると、玉藻前さんは瞑めい目もくし、全身を脱力させていた。


    「ママ！」


    　わたしを放り捨て、情雨ちゃんは玉藻前さんに駆け寄ると、おろおろ右う往おう左さ往おう。


    　ふと気づいたように片眉を吊つりあげると、玉藻前さんに「ぱん！」と猫だまし。


    　目の前で手拍子を鳴らされて、玉藻前さんが「はっ」と目を見開いた。


    「す、すみません。眠ってた、みたいですの」


    「ほら、やっぱりまだ完調じゃないのよ──体力が回復するまでおとなしくしてなさい」


    　よだれを拭ぬぐっている玉藻前さんの肩に、情雨ちゃんがそっと触れた。


    「ベッドまで運んであげる、今日はもう寝てなさい。だいじょうぶ、あたし力持ちだから」


    　にっこり笑う情雨ちゃんに、玉藻前さんは困ったように。


    「な、なんか。『おじょうさま』がみょうに優しくて、気持ち悪いですの」


    「ななな、なんですってーっ!!　言うにことかいて気持ち悪いとか！　訂正しなさい!!」


    「ふにににに!?　はひをひまふのーっ!?」


    　ほっぺを左右に引っぱられて、もがく玉藻前さんだった。


    　ばたばたと、暴れる母娘。


    　微ほほ笑えましい、と思いながらわたしは咳せきこみつつ起きあがる。


    　先ほどまでのぎこちない雰囲気は、すこしだけ薄れて、彼女らは親しみをこめてスキンシップをしているように見えた。


    　ふふ、少しはわたしのお馬鹿な言動も役に立ったのかな──。


    「よっと」


    　情雨ちゃんは涙目の玉藻前さんをかるく持ちあげて、もふもふ、とその尻しつ尾ぽに顔を埋うずめると。


    「しかし、ちっちゃいわね。パパったら、こんな幼女に子供を産ませたの……？」


    「あ、あたくしはいろいろあって霊力を失ってるからこんな姿なだけで、ほんとは『傾けい国こくの美女』という呼び名に相応ふさわしく、そりゃもうスゴいせくしいな感じの──」


    「うん。そのころのママのこと、詳しく聞かせて」


    『玉藻前』ではなく、『ママ』と呼ぶ、意地でも。


    　情雨ちゃんは、そう決めたみたいだった。


    　ずっと遠回りして、すぐそばにいたのに最愛の母親に気づかなかった彼女は──たぶんもう二度と、大事なものと距離をとっていたくないのだろう。


    　いつだって逃げずに立ち向かうのが、情雨ちゃんの美徳だった。


    「話したいの。いろんなこと──そのぐらい、『命令』しなくても聞いてくれるわよね？」


    　縋すがるように、じっと見つめる娘の眼まな差ざしに。


    　玉たま藻もの前まえさんは、うわぁぁあん甘やかしたいよぉぉおおう──みたいに表情をわかりやすく幸せいっぱいにしていたが、慌てて澄まし顔を取りつくろうと。


    「ま、その程度でしたら……よろしいですわ」


    　尻しつ尾ぽをふり♪ふり♪しながら、そう応えたのだった。
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     第九話／主人公登場


    



    　玉たま藻もの前まえさんの復活から──一週間ほど。


    　わたしたちは、町中を駆けずり回って『徳』を溜ためていた。


    　死者蘇生の奇跡玉藻前さんの復活により、ほとんど『徳』が空っぽになってしまったので──また、いちから善行を積みあげているのである。


    　この町は『地獄ドッジボール』関連のあれこれのせいでいちど『根の国』が流入し、霊的にかなり穢けがれてしまったみたい。


    　原因であるイザナミは事後処理もせずに『根の国』に帰っちゃったし、まぁ要するに、汚されたこの世界のお掃除、後片付けをわたしたちはしているのである。


    　穢れによって正気を失い、周囲のものを取りこんで受肉した『神々』──化け物みたいなのとも、頻繁に遭遇したが、護法少女になったわたしたちの敵ではなかった。


    　人間も穢れに触れ、ネガティブになり鬱うつや自殺願望みたいなのに取り憑つかれてるひとが多くて、そんなひとたちの悩みや苦しみを取り除くことでも『徳』は得られた。
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    「うっし、良い調子ね♪」


    　情雨じようちゃんが浮き浮きした様子で、変身を解除し、護法少女の衣装から普段着に戻る。


    　ちなみに、スサノヲによって無意味に幼女になるヴィシュヌの『改変』を解除された彼女は、そのまま高校生の姿である（さすがにチアガールの格好からは着替えたけど）。


    「『根の国』が流入してるって気づいたときはぞっとしたけど、おかげで事件や化け物には事欠かないし、『徳』を溜めやすくって助かるわ」


    　情雨ちゃんの自宅を基点にし、朝から晩まで駆けずり回って『徳』を溜める。


    　そんな生活にもだいぶ慣れてきた。


    　ちなみに、玉藻前さんはまだ復活した直後で不安定で、とても外出できるような体調じゃない──本人は「『おじょうさま』にばかり働かせるわけにはいきませんの！」とやる気満々なんだけど、自宅で待機。


    「ま、あたしとしてはチマチマと『徳』を得るより、どかんと一発☆ってのが好みなんだけどね──まぁ、また伊弉冉尊いざなみのみことみたいなラスボス級のやつに登場されても困るかしら？」


    「でも、いいの？」


    　毎回恒例の『心の鼻血』が噴出する痛みに、ひとりで唸うなっていたわたし（ちなみに、『地獄ドッジボール』のときは得られた『徳』が多すぎて出血多量になりかけた）。


    　夕暮れどきの駅前を、情雨じようちゃんとふたりで歩きながら。


    「何かずっと『徳』はわたしがもらってるけど」


    　化け物に止とどめを刺したり、ピンチなひとを助けたりする手柄はぜんぶわたしに譲って、情雨ちゃんはサポートだけをしてくれてるのだ。


    「情雨ちゃんも、玉たま藻もの前まえさんだけじゃなくて──淡島さまってひとを助けたいんでしょ？」


    　わたしたちが奇跡を望んでまで助けようとした保護者は、わたしが『お兄ちゃん（月つく読よみ神かみ臣おみ）』『ミッちゃん（仮）』、情雨ちゃんが『玉藻前』『淡あわ島しまさま』である。


    　わたしは、その『淡島さま』ってひとがどんな存在なのか知らないのだけど──。


    「いいのよ」


    　情雨ちゃんはなんだか機嫌を損ねたように、やや早足になって。


    「ヴィシュヌの話だと、ミッちゃん（仮）とやらは勝手に『月読神社』の連中が回復させようとしてるみたいだし、『淡島さま』は霊力を失ってるだけだから、放っておけば自然回復する。いちばんヤバそうなあんたのお兄ちゃんの復活を目指すのが優先でしょ？」


    　家族がいなくなるのは寂しいもんね、と彼女は微ほほ笑えんだ。


    　わたしは、その天使の羽みたいに揺れる髪の毛を、ぼうっと眺めながら。


    「でも、情雨ちゃんの性格からいって自分の欲しいものだけ先にゲットして、わたしに協力なんてしてくれないんじゃないかって──痛いたたたた!?」


    　歩みを止めた情雨ちゃんに髪の毛を引っぱられた。


    「馬鹿にしないで、あたしはそこまで傲ごう慢まんじゃないわよ」


    　情雨ちゃんはつんと拗すねた表情で、あたしの鼻っ面に指を突きつける。


    「ふたりで、がんばろうって──今回は、そういう話でしょ？　あたしばっかり利益を得るのは公平じゃないわ。ふん、感謝しなさい。あたしママが復活したばっかりで機嫌がいいの、こんなに優しくしてあげること、滅多にないんだからね？」


    　実際、情雨ちゃんは鼻歌混じりで、たいそう幸せそうである。


    　いいなぁ──ま、ともかく。そういうことなら甘えちゃおうかな。


    　微笑んで頷うなずくと、情雨ちゃんはしかつめらしく胸を張って。


    「今度から、変な遠慮したらぶっ飛ばすからね。……おーけー？」


    「わかった、情雨ちゃんと結婚するよ」


    「うん。……って、あれぇ!?　まったく伝わってない!?　このボケナス！　調子に乗るんじゃないわよ！　あたしとあんたが敵同士なのは変わらないんだから！　今回のこれが終わった瞬間から戦闘開始よ！」


    　騒いでいると。


    　不意に情雨じようちゃんが「ふぃっ!?」と変な声をあげて、わたしを物陰につれこんだ。


    　ものすごい勢いで、抵抗できなかった。


    「ど、どうしたの？」


    「しっ。……あれ、見て！　あれ！」


    　小声で情雨ちゃんが囁ささやき、わたしは彼女の視線を追って──目を丸くした。


    　平凡な、それなりに人混みがある駅前。


    　通りの向こう、商店街のなかに、見知った人物が歩いていたのだ。


    「お母さん？」


    　肉親だから、すぐに気づいた。


    　わたしのお母さんにして先代の『月つく読よみの巫み女こ』、月読呪じゆ々じゆである。


    　いつもは巫女装しよう束ぞくだし──今日はごく平凡な秋物の普段着で、エコバッグを持ち髪の毛もひとつに結わえているので、一瞬わからなかったけど。


    「あんなところで何してんだろ、お母さん──」


    「ここで会ったが百年目よ！　月読呪々！　パパの仇かたき！　覚悟!!」


    　考えてるうちに、情雨ちゃんが護法少女に変身してお母さんに襲おそいかかっていく。


    　あぁ、またこんな展開……。
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    　どうせ、またスサノヲのときみたいに情雨ちゃんがコテンパンにされちゃうのかな──。


    　などと、呑のん気きに考えていたわたしは、甘かった。


    　印度インド神話の『最高神』ヴィシュヌさまが与えたちからを、侮あなどりすぎだった。


    「ぬ」


    　お母さんはものすごい勢いで迫ってくる情雨ちゃんに、怪け訝げんそうにして。


    「おまえは──」


    「死ねええええええええ!!」


    　問答無用、『◎』状の円月輪チヤクラムを握りしめた情雨ちゃんは、平凡な駅前では目立つ護法少女の姿でお母さんに襲いかかる。


    　その霊的に鋭く研ぎ澄まされた刃を、思いっきり投げ放った。


    　円月輪チヤクラムは一直線にかっ飛んで──見事にお母さんを胴体から真っ二つにする。


    　まっぷたつに。


    「…………」


    　沈黙。


    　くるくると回転して手元に戻ってきた円月輪チヤクラムを受けて、情雨ちゃんは見るまに血の気を失う。


    　その足下に、ふたつになったお母さんが転がっている。


    　ようやく追いついたわたしは、その悲惨な光景に──。


    「じょ、情雨じようちゃん……」


    　彼女の名前を呼ぶより他になく、立ち尽くしてしまった。


    「お、お母さんを──なんでこんな、情雨ちゃん……ひとごろしぃいい!!」


    「ち、ちがうの！　だって避よけないんだもの！　あなたのママを殺すつもりはなくて!!」


    　涙ぐんで必死に抗弁する情雨ちゃんだったけど。


    「まったく、いきなり何をする」


    　声は、高い位置から響いた。


    　ふたりで驚いて見あげると、たこ焼きの販売カーの天てつ辺ぺんに、お母さんが立っていた。


    　呆あきれたように彼女が指を鳴らすと、真っ二つになっていたほうのお母さんからピンク色の煙


    があがり──あとには、ひとがたに切り抜かれた紙製の式しき神がみのみが残された。


    　身代わり、だったのだ。


    「殺気も霊力も隠しもせんから、咄とつ嗟さに囮デコイを配置して逃げたが、もし当たっていたら即死だったのである。……おまえ」


    　ひらりと地上に舞い降りて、涙の名な残ごりを拭ぬぐうこともできないほど驚いている情雨ちゃんを、不ぶ躾しつけに眺める。


    「たしか、『アラハバキ』の忘れ形見──いったい何用か」


    　周りのひとたちは『改変』されてるのか、この突発的な活劇にも騒ぎは起きていない。


    　ただ、お母さんは酷ひどく疲れているようで、うんざりした様子で情雨ちゃんを見た。


    「残念であるが、今はおまえと遊んでいる余裕はないのである」


    　のほほんとした普段着のまま、犬に「待て」をするみたいにかるく手を挙げて。


    「先日、どうやら『根の国』がこの町に流入してきたようでな……。もともと黄よ泉みがえった死者であるわしは地獄の穢けがれに多く影響を受け、霊力の大部分を腐らされてしまったのである。今のわしは、常人に毛が生えた程度の霊能力しかもっておらぬ」


    　そうか、赦ゆるされざる黄泉がえりのお母さんは、先日の事件の影響を色濃く受けるのだ。


    　よく見ると全体的に覇気がないし、たしかに一般人ぐらいのちからしか感じない。


    「ふん」


    　情雨ちゃんはやや怯ひるみながらも、心配そうというか──張りあいがなさそうに。


    「いいのかしら、敵であるあたしに自分の弱みなんて見せて。今こそパパの仇かたき討うちのチャンス！　今度こそ身代わりじゃなくて、あんた本人を滅ぼしてやるわ！」


    「侮られたものであるな」


    　お母さんは油断のない立ち姿で、懐ふところからお札を取りだし見せつけて。


    「衰えたりとはいえど、ひよっこごときに後おくれをとるわしではない」


    　あぁもう、なんでこのひとたち簡単にバトル漫画路線に突入しようとするの。


    「ちょっと、やめて二人とも！　ここ人通り多いし周りに迷惑だってば!!」


    　言いながら、お母さんと情雨じようちゃんの間に割りこみ、両手を広げる。


    　とくに、いきなり攻撃を仕掛けた情雨ちゃんには、きつく言ってあげないと。


    「情雨ちゃん、玉たま藻もの前まえさんがいなくなって寂しかったでしょ？　同じ気持ちを、わたしにも味わわせたいんだ？　お母さんがいなくなる痛み、自分がいちばんよく知ってるくせに！」


    「な、何よ──」


    　情雨ちゃんは文句がありそうだったけど、もじもじして、何も言えない。


    　そういえば伊弉冉尊いざなみのみことにも彼女には珍しくなんの物言いもなかったし、母親キャラは今の情雨ちゃんには鬼門みたいだ。


    　この調子で、彼女の殺伐とした生きかたを矯正できればいいんだけど。


    　傷つけあい、奪いあう人生は哀しいから。


    　そんなことを考えていたわたしは──たぶん、呑のん気きだった。


    　他人の心配なんかしてる場合ではないことに、気づいていなかった。


    　その言葉を聞くまでは。


    「おまえ──」


    　わたしの顔を覗のぞきこみ、お母さんが不思議そうに。


    「誰だ？」


    　どきん、と心臓が跳ねた。


    　まただ。


    　考えないようにしていた、というか伊弉冉尊とかスサノヲが何かしたせいだと勝手に思いこ


    んでいたけど、わたしはひとつの問題を抱かかえていたのだ。


    　わたしのことを忘れているみたいだった、たま、つるぎ──。


    　まさか、お母さんも……？


    



    「お母さん」


    



    　声をあげたのは、わたしではなかった。


    　誰かがこちらに近づいてくる。


    　その足音と「どうかしたの？」という朗ほがらかな声が、わたしの身体からだの内側にぐずぐずと。


    　怖くて、そちらを見られない。


    「ぬ、悪霊っぽいのがいたので駆除しようとしていたのである」


    　お母さんが優しく、その声に答えた。


    　その物騒な内容に、近づいてくる誰かは文句をつける。


    「もう、お母さんはまたそんな……お化けなんていないって！」


    　悪い夢みたいだった。


    「ちょっと、なんの冗談よ」


    　情雨じようちゃんが、震える声で呻うめいた。


    　わたしも同感だった──そこで、お母さんのそばで笑っている、誰か。


    　顔をあげたその人物に、わたしは見覚えがあった。


    　毎日、鏡で確認していた。


    　くるくる巻かれた髪の毛と、桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服。


    　小柄で、不健康そう。


    　神仏に成る前の（幼い見た目小五ロリになる前の）わたしと、まったく同じ見た目。


    　並んで立てば、きっと区別がつかない──。


    



    　それは。


    　もうひとりの──。


    『わたし』月読鎖々美だったのだ。

  



  
     第十話／『月読鎖々美』の消失


    



    　情雨じようちゃんが、携帯電話で通話している。


    「うん、うん……」


    　頷うなずくたびに、天使の翼みたいな髪の毛がふわりふわりと揺れる。


    「ごめんね、ママ、起こしちゃって──体調はどう？　そう、なら休んでなさい……。うるさい、命令よ？　いいの、安静にしてて。それが今の、あなたのお仕事よ」


    　本人は自覚してないかもしれないけど、とっても優しい笑顔だ。


    「馬鹿言わないでよ、だいじょうぶ。ちょっと気になるところがあるから、そう、鎖さ々さ美みさんのおうちに泊まるつもり──そ、そんなんじゃないんだから！　ママは勘違いしてる！」


    　真っ赤になって、無意味にわたしの頭を「ばんばん」叩たたいて。


    「あたしと鎖々美さんはライバル！　んもう！　ママったら！　とにかく、いいわね──おとなしくしてなさい。うん？　そうね、その場合は受けとってもいいわ。ただし、相手をよく確認しなさい、今のママは弱ってるんだからね」


    　嚙かんで含めるように告げると、ぷちん、とボタンを押して通話を終える。


    　そのまま携帯電話をポケットにいれて、薄着の彼女はおおきく伸びをすると。


    「ん～、まったくママはもう、心配性なんだからもう──」


    「お話し終わった？」


    　はたかれた頭をさすっていたわたしが、ゆったり問うと、彼女は頷うなずいた。


    「うんっ。鎖々美さんのおうちでお泊まり会みたいに説明しといたから、ママは自宅で安静にしてるはずよ──『お着替えなどを届けますわ』とか言って聞かなかったけど。んもう、おとなしくしててほしいのに」


    　大事そうに、しまった携帯電話を指先でなぞって。


    「『夜更かしして、ゲームとかばかりしてちゃいけませんわよ』とか言われちゃった。お、親子の会話っぽい……えへへ☆」


    　情雨ちゃんは可愛かわいいなぁ。


    　ぬいぐるみみたいに彼女を胸に抱かかえこんで頰ほおずりしたくなったけど、今のわたしのサイズ（小五ロリ）では背伸びしても無理。


    　指をくわえて、幸せそうな情雨ちゃんを眺める。


    　ちょっとだけ、今の情雨ちゃんは──わたしには眩まぶしすぎる。


    　お母さんから忘れられてしまった、今の、わたしには。
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    　ここは、本拠地である『月つく読よみ神社』を破壊されたお母さんたちの借宿──オモヒカネマンションである。


    　お母さんたちに気づかれないように、こっそりと忍びこんでいる──神仏に成っているわたしたちは、一般人には認識されにくいのだ。


    　けっこう立派なマンションで、広々としている。


    　一時期、ミッちゃん（仮）さんがいなくて生活能力のないお母さんと駄目人間のお父さんだけになり、だいぶ散らかっていたはずなのに、いつのまにか小こ綺ぎ麗れいになっている。


    　ものはきちんと整せい頓とんされ、箪たん笥すやケースに収納され、床には埃ほこりのひとつもない。


    　きっとあの──わたしと同じ見た目をした誰かが、掃除したんだろう。


    　彼女の名前は、月読日ひ留る女めというらしい（お母さんにそう呼ばれていた）。


    　けど、名前以外は──怖いぐらいに、わたしそのものだった。


    　彼女はわたしがそうしてきたように、毎朝起き、学校へ通い、平凡な生活をしている。


    　誰もそれに疑問を抱いておらず、まるで、わたしのほうがおかしいみたいだ。


    　意味がわからない。


    　わたしを覚えているひとは、情雨じようちゃん以外にいないの？


    　なぜ、月読日留女なんて偽者（？）がわたしのふりをして生活しているの？


    　理解できず、なぜかヴィシュヌさまに呼びかけても返事がなくて──悪夢みたいだ。


    　それでも無視もできずに、わたしたちは『月読日留女とは何者なのか？』を確認するため、彼女が暮らすこの建物に侵入し、調査活動をしているわけである。


    『徳』を集めるのは、ひとまず棚上げ──まずは疑問を解消しなくちゃ、不安で仕方ない。


    　この建物はほとんどが『月読神社』のひとたち（一時期、みんな怪け我がして入院していたが、今は大多数が退院して通常業務に戻っている）によって神社として再構築されていて、このお母さんの部屋にも祭壇やお札などが目立ち、神聖な雰囲気。


    　お母さんが認めた『神々』以外は拒絶されるから、わたしたちも息苦しい感じだ。


    　徐々に霊力が削られてる感じ。


    　とはいえ、今のお母さんが『根の国』に穢けがされて弱ってるせいか、わたしたちがヴィシュヌの加護を得て強くなってるせいか──すぐにどうこう、というほどではないけど。


    「……おわ!?」


    　考えこんでいたら、いきなり至近距離で爆発！


    　わたしは吹き飛ばされて、床をごろごろ転がって目を回す。


    　顔をあげると、キッチンから顔をだしたお母さんがお札ふだを片手にこちらを睨にらんでる。


    　ほんとに、お母さんは──わたしのことは『娘』ではなく、『よくわからない、知らない神仏』ぐらいにしか認識してないみたい。


    「ど、どうしたのお母さん!?　何してるの!?」


    　問いかけたのは、わたしではない。


    　冷蔵庫から野菜などを取りだし、鼻歌交じりにお料理を始めていた日ひ留る女めちゃんだ──時刻は夕方で、たぶん晩ご飯をつくろうとしている。


    　髪の毛を結わえ、エプロン姿で、フライパン片手に呆ぼう然ぜんとしている。


    「どうも、悪霊どもがうろついているようでな」


    　お母さんはわたしに『悪事を働いたら消し飛ばすぞ』みたいな強い視線を向ける。


    　それから日留女ちゃんを手伝い、卵を割っては失敗し、ボウルから殻からを取り除く作業を延々とつづけている。


    「もう、お母さんはまたそんな──幽霊なんていないよ～」


    　日留女ちゃんはさもそれが常識だというように、朗ほがらかに笑ってそう言った。


    　存在感を隠してる今のわたしたちを、彼女はまったく認識できない。


    「あ、お母さん。卵を割り終わったら野菜を切ってね」


    「日留女は人使いが荒いのである」


    「普通です、どこの家庭でもほんとはお母さんが料理とかするんだよ」


    「ぬ。そうだな。わしは、日留女のお母さんだものな」


    　お母さんはやや当惑したようにそうつぶやいてから、ぎこちない作業をつづける。


    　包丁を鷲わし摑づかみにして、料理の仕方の悪い見本みたいだ。


    　微ほほ笑えましいとすらいえる光景だったけど──。


    　そこに、わたしはいない。


    　知らない子が、わたしの居場所にいる。


    　何が起きてるのかわからないけど、意味がわからないけど、わたしの立場は『月読日留女』という誰かさんに奪われてしまったらしい。


    　わたしは先ほどお札で焼き焦がされた前髪を指先でいじって、なんだか情けなくなって、尻しり餅もちをついたまま半泣きだ。


    「どういうことかしらね」


    　そんなわたしに素っ気なく手を差しだし、立ちあがらせてくれながら。


    　情雨じようちゃんが、怪け訝げんそうに。


    「あんたの代わりにあの『月読日留女』とかいうのが居座っていて、誰もそれに違和感をおぼえてない──まるで、最初からこんなふうだったみたいに」


    　それは、とても恐ろしいこと。


    　妖よう精せいの取り替え子チエンジリングみたいに、オモカゲドツペルゲンガーみたいに、推理小説のトリックみたいに──わたしと他人が入れかわって、でも世間的には他人日留女ちやんのほうが『本物』なのだ。


    　わたしは、ただのさまよう悪霊。


    　気味が悪い、寒気がする──叫びだしたいほど、怖い。


    　わたしのことを忘れてるみたいだった邪や神がみ三姉妹──この異常な状況を、彼女らすら疑問に思っていないということ。


    　強大な『神々』である彼女らすら欺あざむく何か、強大な陰謀が、『怪異』が蠢うごめいている。


    　まるで異次元にまぎれこんだみたいに、ここには『わたし』がいない。


    　月つく読よみ鎖さ々さ美みではなく月読日ひ留る女めの物語が、進行している、ほとんど並行世界パラレルワールドみたいだ。


    　台所では親子ふたりが。


    「ところで、今日のご飯は何なのである」


    「ん～、中華風？　天津飯とか餃子ギヨーザとか──ミッちゃん（仮）さんは和風ばっかりでお母さんあんまり食べたことないでしょ？」


    「ぬ」


    「でもほんと、自分でも料理とかしないとだめだよ。どんどんだめになっちゃうよ──お母さん、今日も買い物してたら『鶏肉というが、どこにもニワトリなどいないのである』とか『ぐらむとは何である』とか延々とボケててツッコミが追いつかなかったし」


    「べつにボケてたわけではないのである……」


    「ううん、そういうところが──お母さんの可愛かわいいところ♪」


    「親に『可愛い』とは何事か。……野菜を切り終わったぞ、日留女」


    「は～い。ってまた俎まな板いたごと切ってるし!?　ちからを加減してよ!!」


    　その幸せそうな後ろ姿は、神々しいほどで、近寄りがたかった。


    　あの、あったかい雰囲気を崩してもいいのか──わたしは、邪魔者なんじゃないのか。


    　見てられなくて、涙目で床を見つめていると、「こら」と情雨じようちゃんに頭を叩たたかれた。


    「すぐ落ちこむのがあんたのウザいところよ──ほんとマジキモいわ死ねばいいのに」


    　ひどい……。


    「でも、言ったでしょ。世界の誰があんたを忘れても、あたしが、ここにいるわよ。だから安心しなさい、泣いたりしないでよ。それとも、あたしだけが覚えてるんじゃ不満？　何様？」


    　不満そうに、そのまま、わたしの頭をグシャグシャって。


    「これがなんらかの悪意ある存在による攻撃、または陰謀だとしたら──相手の正体も目的も不明なあたしたちは圧倒的に不利だけど。だとしたら簡単よ、ふざけたことしてる誰かをやっつけて『徳』を得て万々歳よ、おわかり？」


    　やっぱり、お姉ねえちゃんみたいだ。


    　あったかいよ、情雨ちゃん。


    「あの日留女っての、まずは徹底的に調べるわよ。ん～、どっかで聞いた名前のような気はするのよね。なんだったかしら──」


    「そ、そうだね。前向きにがんば……る、よ。うん」


    　とりあえず、弱ってるお母さんと一般人でしかない日ひ留る女めちゃんは、神仏と成っているわたしと情雨じようちゃんを認識しにくい（あるいは、できない）。


    　彼女らに気づかれないまま、観察できるわけだ。


    「そうよね、向こうからはこっちが見えにくいのよね」


    　情雨ちゃんが何か悪巧みしてる。


    「この機会に月つく読よみ呪じゆ々じゆに嫌いやがらせしてやろうかしら、こいつがこんなに弱ってることなんて滅多にないもの──仕返しのチャンスだわ。『現代のトロイア戦争』のときは偉そうなこと言ってきてむかついたし、顔に落書きでもしてやろうかしら」


    「やめなよ……」


    　さっきみたいに殺しあいみたいにならなければ、好きにすればいいと思うけど。


    　お母さんはわずかにこっちを認識するんだから、しっぺ返しされるんじゃないかな……。


    　考えていると「～♪」と鼻唄交じりに、日留女ちゃんがこちらに近づいてくる。


    　咄とつ嗟さだったので反応できず、情雨ちゃんが真正面からぶつかった。


    「ふわっ？」


    　日留女ちゃんからしたら、見えない壁に激突したみたいなものだ──彼女のなかでどういう合理的解釈が発生したのか不明だが、不思議そうに前へ進もうとして情雨ちゃんの胸元にぎゅうぎゅう。


    「な、何よ──って、そうか。見えないのね、あはは、アホっぽい」


    　情雨ちゃんが日留女ちゃんの頭をポンポン叩たたいている。


    「これでもストレス溜たまってたのよ、悪いた戯ずらしてやろうかしら。憂さ晴らしに、ね」


    　小首を傾かしげている日留女ちゃんの髪の毛を、情雨ちゃんは引っぱったり──ほっぺたをつねったり、やりたい放題。情雨ちゃんのいじめっこ！


    　わたしは顔をあげて、情雨ちゃんの蛮行を阻止しようと彼女の手を引っぱる。


    「や、やめたげてよ情雨ちゃん！」


    「あによ、落ちこんでたんじゃないの──いいじゃない、ついでにこいつのこと調べちゃうわ。記憶とか、身体からだの中身とか、情報収集してるのよ？　けしてあんたと同じ顔のやつをおもちゃにして遊んでるわけじゃないのよ？」


    「た、たしかに『わたし』はプリティだからおもちゃにしたくなる気持ちはわかるけど！　わたし可愛かわいいよわたし！」


    「うざっ」


    「なんて噓うそだよ！　やめて！　遊ぶならわたしで遊んでよ！　やだぁ、日留女ちゃんがわたしから何もかもを奪う──情雨ちゃんとスキンシップするのはわたしの権利なのー!!」


    「そんな権利は与えてないわよ、……うくっ!?」


    　不意に、情雨じようちゃんが姿勢を崩して、ふらり──と真横に倒れそうになった。


    　慌てて踏みとどまって、でもその間に日ひ留る女めちゃんは情雨ちゃんの横を素通りし「夕刊、夕刊～♪」と玄関に新聞を取りに行ってしまった。


    「ど、どうしたの？」


    「………？」


    　情雨ちゃんは吐き気を堪こらえるみたいに、口元に手を添えて。


    　青ざめた顔で、日留女ちゃんの背中に叫んだ。


    「あ、あんた──今、何をしたのよ!?」


    　けれど当たり前のように、日留女ちゃんはこちらを認識せず、無言の背中……。
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    　その日の夜である。


    　お母さん家ちは広いし使ってない部屋が多かったので、そのひとつに泊まることにした。


    　霊力が地味に削られていくのでつらいけど、気になって日留女ちゃんから少しも目を離せなかったのだ──何かしらの解答を得るまで、ここで彼女を監視するつもりだ。


    　ほんとは一刻も早く『徳』を集めて、お兄ちゃんたちを復活させたい──でも、呑のん気きに現状に身を委ゆだね、何も考えずに目的を叶かなえることに忌き避ひ感かんをおぼえた。


    　疑問は、はっきりしている。


    『月つく読よみ日留女とは何者なのか？』


    『どうして、彼女がわたし＝月読鎖さ々さ美みの立場を奪い、まるで入れかわるようにして生活しているのか？（そして、なぜ情雨ちゃんを除くほとんどのひとが、わたしのことを忘れてしまっているのか？）』


    　ヴィシュヌが不在なのも気になる。わたしたちは彼女の言葉を信じて、奇跡を起こすために神仏にすら成った。でも、もしも彼女の語った言葉に邪悪な噓うそや、悪意が潜ひそんでいたら？


    　わたしたちが巻きこまれている状況のすべてが、おおいなる陰謀のいちぶだったら？


    　それを追及し、解決しないことには、一歩だって進めない気がした。


    　アクション漫画のようだったわたしたちの物語は、ミステリー小説に切り替わった……。
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    　勝手にお客さん用の布ふ団とんを和室に敷いて、横になる。


    　わたしも情雨ちゃんも寝間着姿で、お風呂も借りたので身体からだがぽかぽかしている。


    　晩夏を彩いろどる虫の声を聞きながら、薄暗い天井を見あげて。


    「ずっと観察してたけど、けっきょく日ひ留る女めちゃんが何者なのかはわからなかったね」


    「え？　あ、うん……」


    　あまり広い部屋ではないので、ぴったりと密着した布ふ団とん。


    　すぐ真横に寝転がった情雨じようちゃんの、体温を感じる。


    　反応が鈍いので、彼女に顔を寄せて──しっかりと聞こえるように。


    「明日は、学校までついていってみようよ。邪や神がみ三姉妹は『神々』に成ってるわたしたちも認識できるだろうし、場合によっては話を聞いてみてもいい。もちろん、わたしのことを覚えてないんだろうけど、事情を説明すればわかってくれるかも……」


    　返事すらなかったので、わたしは情雨ちゃんの肩に触れた。


    「情雨ちゃん？」


    「ふあっ!?」


    　びくんとして、情雨ちゃんは驚いたようにこちらを見てくる。


    　ほっぺたが赤らんでいて、目がとろんとしていて、これは──。


    「情雨ちゃん、だいじょうぶ？　風か邪ぜひいたみたいになってるよ？　疲れちゃった？」


    「う、ううん、何でもないわ」


    　強がりな彼女は、でも寒そうに、布団を胸元まで引きあげた。


    　まだ蒸し暑い季節なのに。


    　心配で、同時に今後のことが不安で、わたしは目をぎゅっと瞑つむる。


    「ごめんね、頼ってばかりで。情雨ちゃんは、関係ないかもなのに」


    　そっと、闇やみのなかで彼女の手のひらを探って、握りしめた。


    　また「びくん」と情雨ちゃんの肩が跳ねたけど、振り払われることもなかった。


    　たいせつに、細くてすべすべの、彼女の指先をなぞった。


    「怖いよ、ちょっと考えちゃうんだ──もしかしたら、偽者はわたしなのかも。間違ってるのは、わたしなのかもって。だって、誰もわたしのことを覚えてない。ぜんぶわたしの妄想で、おかしいのはわたしの記憶のほうかもって、考えたらすごく気持ち悪くて……」


    　たぐりよせた情雨ちゃんの手のひらに、頰ほおを寄せる。


    　今のわたしが縋すがれるものは、これだけだ。


    「情雨ちゃんにまで忘れられたら、わたし──」


    　涙がにじんでくる。


    「罰なのかな、人間のくせに我が侭ままに奇跡を望んだ、報いなのかな。でも、今回は──ちょっと旅にでて、たいせつなものを取り戻す方法を探したいってだけで。大事なもの、平和な暮らしをすべて捨てたいなんて思ってなかった。ぜんぶ解決して帰ってくるつもりだったのに、いつのまにか、わたしの居場所はなくなってた……」


    　怖いよ、とわたしは震ふるえる。


    　声が、闇やみのなかにとろけて、消え失うせちゃう前に。


    　それを受けとめるみたいに、情雨じようちゃんが顔をこちらに向け、おおきな瞳ひとみで見つめてきた。


    「だいじょうぶ」


    　ちいさな子供にそうするように（見た目はそうだけど）、優しく頭を撫なでて。


    　共感するみたいに。


    「あたしもね、夜中とか──ときどき考えちゃうの、嫌いやなこと。不気味なこと。恐ろしいこと。あたしはね、この魂に絡みついた『まつろわぬものアラハバキ』のちからで、『神々』を吸収しちゃう。そいつらは消えちゃうわけじゃなくて、あたしの心に居座って、侃かん々かん諤がく々がくに騒ぎたてる。あたしの声なんて、心なんて、いつだって吹き飛ばされちゃいそうよ」


    　それは、彼女がずっと抱かかえていた孤独な悩み。


    　いつも弱みを見せないで、胸を張っている彼女の、素顔。


    「『神々』を習合するごとに、あたしは希薄になっていく──ふと気をゆるめたら、消えちゃいそうよ。でもね、そのたびにあたしは『あたし』を抱きよせるの。どうでもいいこと、あたしの要素をひとつひとつ並べて、嚙かみしめるの」


    　歌うように。


    「あたしの髪の毛の色、肌触り、好きな色、食べ物、なんでもいいわ、過去に交わした会話、考えた気持ち、痛いことでも苦しいことでもいいわ、なんでも思いだして抱きよせるの。そのすべてが、あたしの欠片かけら。組みたてて、あたしは『あたし』になる。揺るがない、他の誰にも侵されない、あたし自身になるの。あんただって、同じよ」


    　握りしめたままの手のひらを、互いの顔の間に置いて。


    　見つめあって、わたしたちは──これまで紡つむぎあげてきた物語を反はん芻すうする。


    「あなたみたいな面倒くさいひとのこと、忘れるわけがないじゃない。ぜんぶ、ちゃんと思いだせるわ。あなたこそ、覚えてないんじゃないでしょうね──初めて会ったときは、あんたは雪かきをしていて、着ぶくれてもこもこで、雪だるまみたいだったわ」


    　楽しそうに。


    「あたしは格好つけて、宿命のライバルに宣戦布告したつもりで。でも、いざ学校が始まったらあんたは気が抜ける言動ばかりで、そうね──携帯電話の番号を交換したわね、あのときはほんとにあんたが意味不明で、あたしも空回りで、馬鹿みたいだった」


    　そうだ。棘とげだらけのサボテンみたいに、つんつんしていた彼女。


    　でも仲良くなりたくて、手を伸ばして、すこしずつ可愛かわいいところとか知っていって。


    　お友達じゃないかもしれない──でも、かけがえのない『わたしたち』になったんだ。


    「『九く頭ず竜りゆう島』では完敗だったわ、たっぷり計画を練ったのに。あんたたちのおかげで台無しよ、でもぜんぶ終わったあと──いっしょに眺めた海はきれいだったわ。『現代のトロイア戦争』では、恥ずかしいところいっぱい見せちゃったわね。最後は哀しいことがあったけれど、あたしね、けっこう楽しかったのよ」


    　お返し、というように──わたしの手のひらを、自らの頰ほおに寄せて。


    　ここにいるわよ、と繰りかえすみたいに、その体温を伝えてくれる。


    「独りじゃできないこともある、あなたが教えてくれたのよ。あたし、おかげで悩んでばかりだわ──『まつろわぬものアラハバキ』はあたしの魂と切り離せない、だからあたしは『神々』を喰くらいつづけるしかない。でも、それでいいのかなって……。こういう、あったかいこと、二度とできなくなっちゃうなら──」


    　苦笑いして、情雨じようちゃんは。


    「パパの遺志を継がなくちゃって、他人の理想に従うだけだった──でも、あんたのおかげで、今のあたしはかつてなく『あたし』で、だけど自分の気持ちがわかんない。どうしてくれるのよ、いい迷惑よ、あんたなんか大嫌いよ。ふふ……」


    　すこし、間があった。


    　情雨ちゃんは薄目を開いたまま、ぼうっとして、その表情には生気がなかった。


    　急に怖くなって、わたしはちいさく「情雨ちゃん」と呼びかける。


    　反応がない。


    　ぞっとして、わたしは震ふるえる声で。


    「じょ、情雨ちゃん、ごめんね──眠いの？　油断してるとまたチュウしちゃうぞ～？」


    「……百年早いわよ」


    　よかった、返事があった。


    　情雨ちゃんはでもぼんやりして、声も、あまり呂ろ律れつがまわっていない感じだ。


    　どうしたんだろう？


    「あんたはね、無能でお馬鹿なんだから、自分のことだけ考えてればいいのよ。そうよ、そのぐらい我が侭ままでいいわ──たしかに、あの日ひ留る女めって子のほうが家事もできるし良い子みたいだし主人公っぽいけど、だから何よ、あんたは『あんた』よ。胸を張ってればいいのよ」


    「わたし、それでもやっぱり考えこんじゃうよ──情雨ちゃんみたいに、強くないから」


    「お馬鹿さん。強くなりなさいよ、あたしの宿敵なんだから。待っててあげるから、お願いだから、がんばってよ。あたし、期待してるんだから」


    　祈るように。


    「あんたは、やればできるんだから……」


    　宿命のライバルからの言葉にしては、胸に染みわたるほど優しくて、幸せで。


    　あったかくて。


    



    　それが彼女との別れの言葉になるなんて、ちっとも思っていなかった。
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    　翌朝だった。


    　ほとんど早朝まで、わけもない不安感にまんじりともできなかった。


    　布ふ団とんのなかで震ふるえあがって、怯おびえていた。


    　霊力が削られつづけることへの不快感？


    　それとも『もうひとりのわたし』にアイデンティティを揺るがされてる？


    　ずっと、情雨じようちゃんのあったかさを感じていたような気がして──だから、いつそれが消えたのかもわからなかったのだ。


    　間抜けにも。


    　気がつけば熟睡していて、眠りが浅かったとき特有の倦けん怠たい感かんとともに、目を開いた。


    　油断しきってるとしか表現できないことに、お昼ごろまで眠っていたみたい。


    　窓から差しこむちくちくとした光に、だるい頭を無理やり持ちあげて。


    　となりの布団が、空っぽなことに気づいた。


    「──情雨ちゃん？」


    　一瞬、まったく意味がわからなくて、呆ぼう然ぜんとした。


    　すぐに、情雨ちゃんは早起きだから先に目覚めて行動してるのかも、と考えた。


    　でも彼女の性格なら、眠りこけているわたしをたたき起こすんじゃないかなとも。


    　静まりかえった部屋のなかで、布団をぎゅっと握りしめて。


    　生なま唾つばを呑のんだ。


    「情雨ちゃん！」


    　寒気をおぼえながらも立ちあがって、部屋を飛びだした。


    　誰もいない。


    　否いな、声がする──そちらへ向かうと、お母さんが受話器をもって、電話していた。


    　項うな垂だれた、後ろ姿。


    「うむ……どこで何をしている、日ひ留る女めが心配している。ふらふらと出歩くな。ご当主としての自覚をもて。わしもいつまでも現世に留とどまれるわけではないのである……。ふむ、なるほど。じゅぎょうさんかんとはそういう──」


    　何やら語りながら、こちらを一いち瞥べつする。


    「あの」


    　なんで実の親に、こんな他人行儀に。


    「情雨じようちゃん、見ませんでしたか──わたしと似てる、同じような、その」


    　巧うまく説明できない。


    　けれどお母さんはわたしを取るに足らない存在と思ったのか、あっさりと視線を電話に戻すと、通話に戻ってしまった。


    　身体からだの奥が、ずんと重くなった。


    　わたしは走り回る。


    　手当たり次第に部屋の扉を開く。全世界に呼びかける。


    「やだよ！　情雨ちゃん！　どこにいるの!?」


    　そんなわたしに「何を騒いでるのよ、馬鹿ね」と呆あきれて告げる声はなかった。


    　立ち尽くすわたしの手のひらに、ここにいるわよ、と言ってくれた彼女のぬくもりが残っている──でも、その存在は、まぼろしみたいにかき消えていた。


    　誰もがわたしを忘れて、いないみたいに扱うこの世界で。


    　どうして情雨ちゃんだけが例外、なんて思えたのだろう？


    　愚かなわたしは、また失ってから、彼女の存在のおおきさに気づいたのだ。


    「情雨ちゃん……」


    　その場にくずおれて、赤ん坊みたいにその名前を繰りかえした。


    　返事は、なかった。
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    　何をする気力もわかなかった。


    　ほんとうに、指先すらも動かせない。


    　全身の神経が取り除かれちゃったみたいに、身体が自分の意思では動かない。


    　情雨ちゃんの温もりが残っている気がする、お布ふ団とんの敷かれた部屋で幼くなっているちいさな足を投げだして、壁に背中を預けて座りこんでいる。


    　思い知ってしまう──わたしは、ほんとうに弱い。


    　情雨ちゃんが手をひいてくれなかったら、お兄ちゃんと離ればなれになったとき──『現代のトロイア戦争』のあと、蹲うずくまってしまうだけだったろう。


    　あの偽者──月つく読よみ日ひ留る女めが現れたあとだって。


    　みんなから忘れられたわたしに『あたしは、ここにいるわよ』って言って──励ましてくれた情雨ちゃん。


    　あの言葉が、気持ちが、どれだけ嬉うれしかったか。


    　彼女がいたから、わたしは意味のわからないこの世界のなかで──正気を失わずに、がんばってこれたんだ。


    　ここまで歩いてこれたのは、情雨じようちゃんがいたからだ。


    　彼女の、ほんとうに翼が生えてるみたいな推進力に、引っぱってもらっていただけ。


    　情雨ちゃん……。


    　もう、だめだ。動けないよ。やっぱり無理だったんだ、人間が奇跡を起こすなんて。


    　望んじゃいけなかったんだ。勘違いして突っ走って失敗して、行き止まりだ。


    　わたしは、みんなから忘れ去られた。


    　情雨ちゃんは、跡あと形かたもなく消え去った。


    　これは、人間の身で運命を覆くつがえそうとしたわたしたちへの──罰なんだろうか。


    　鬱うつになって、膝ひざにおでこを寄せて、何も見ない。聞かない。感じない。


    　また、あのころに戻ったみたいだ。


    　ちっとも成長しておらず、わたしは延々と回り道をして、いつもここに行きついてしまう。


    　こんなことなら、唯い々い諾だく々だくと『月読神社』の掟おきてに従って、心を殺し『最高神』の受け皿となって、いずれ子を産み死ぬだけの人生のほうが──。


    　何も望まず、誰も好きにならず、自分で立って歩かずに。


    　永遠に、暗くら闇やみのなかで胎児のまま丸まっていればよかったのか。


    「………？」


    　不意に、耳みみ障ざわりな音が聞こえた気がして、顔をあげる。


    　電話の呼びだし音だ。


    　この家ではしばらく暮らしたことがあるから知っているけど、その音とはちがう。


    　最近の流行っぽい、ちくちくした感じの着メロ。


    　誰も反応しない。


    　今は、この家にはわたししかいないようだ。


    　今日は平日だから、日ひ留る女めちゃんは当然──学校へ行ったのだろうし、お母さんもさっき普段着のまま買い物か何かにでかけたみたい。


    　無視しようかと思ったけど、延々と鳴っている。


    　鬱うつ陶とうしくて、なんでわたしが──と思いながら、音源を探した。


    　ぎょっとする。


    　よくよく耳を澄ますと、すぐそばから聞こえている。


    　お尻しりをのせた布ふ団とんを、慌ててまさぐる。


    　音が鮮明になる──電子音を放っている携帯電話がでてきた。


    　情雨ちゃんのだ。


    　昨日、玉たま藻もの前まえさんと通話してた……。


    　──彼女のぜんぶが消え去ったわけじゃない！


    「もしもし！」


    　わたしは勢いよく携帯電話を拾いあげ、通話ボタンをプッシュしてから耳に押しつけた。


    　画面に表示された名前は『ママ』となってた──玉たま藻もの前まえさんだ。


    　心のなかでは、思考がぐるぐるしている。


    　そばにいたのに、情雨じようちゃんを見失った──どの面つらさげて玉藻前さんと会話すればいい。


    　同時に、心細かったわたしは、彼女に何もかもをぶちまけてしまいたい衝動にかられる。


    　助けて。お願い。あなたの娘さんが……。


    　でも、それは言ってはいけない。玉藻前さんは、地獄の淵ふちから復活したばかりで不安定で、安静が必要だ──少なくとも、情雨ちゃんは母を最前線に立たせたくはなかったろう。


    　ならば。


    『わっ』


    　わたしの声がおおきかったので、玉藻前さんは驚いたような声。


    『もしもし、ですの──あの、鎖さ々さ美みさんですの？』


    　考えてみれば、情雨ちゃんの電話にわたしがでるのは変だ。


    　なんとか情雨ちゃんの不在をごまかさなくちゃ。


    『えっとぉ、「おじょうさま」はいらっしゃいますの？　なぜ鎖々美さんが？』


    　心に活力がわいてくる。


    　こんなに心配そうにしている母親がいるんだ、彼女は誰からも忘れられたわけじゃない──わたしとはちがう、待っているひとがいる。


    　だったら。


    　どれだけ『徳』が必要でも、命を擦すり切らせてでも、友達じゃないかもしれないけど──わたしを勇気づけ、導いてくれた情雨ちゃんを母のところへかえすために。


    　覚悟を決めるべきだ。


    「あの、今ちょっと情雨ちゃん、取りこみちゅうなんです」


    　わたしは、懸命に語った。


    「ご用件なら、承っておきます。あとで情雨ちゃんに伝えますから──」


    『あ、その。いいんですの、たいした用事じゃありませんから』


    　やっぱり、わたしのことが苦手そうで、玉藻前さんはきょどきょどしい。


    『あたくし、そのう──許可を、じゃなくて。ちがいます、どう思われてるかって。あの鎖々美さん……あたくし、「おじょうさま」の保護者でいい、んでしょうか？』


    　何やら不思議なことを尋ねられたけど、わたしは頷うなずいた。


    「ええ、少なくとも情雨ちゃんはあなたを大事な母親と思ってると思いますよ。いっつも、ママ、ママ──って、うるさいぐらいだもん」


    『あの子は……』


    　面おも映はゆそうに、玉藻前さんはつぶやいた。


    『情雨じようはね、他人の優しさを知らずに育ちましたの。でも、だからこそ憧れていて。幻想も抱いていて、過敏で、傷つきやすい。すこし心配していましたけど──あなたといると、とっても幸せそうですの』


    　聞いているこっちまで、嬉うれしくなるような声音で。


    『ありがとう、鎖さ々さ美みさん。あなたを苦しめたあたくしが、こんなこと言うべきではないのかもしれないけど──でも、ありがとう、ですの』


    　ちがう、感謝される謂いわれなんてない。


    　わたしはあなたの娘さんに何もできなかった。がんばってよ。宿敵なんだから。努力しなさいよ。成長してよ。たくさん求められたけど、ひとつだって叶かなえられなかった。


    　そのうえ、何ひとつ彼女の気持ちに応えられないまま──その手を放してしまったんだ。


    　どれだけ、そう叫びたかったかわからない。


    　でも、わたしは言葉を嚙かみ殺した。


    『できれば、ずっと情雨のお友達でいてね』


    　独り言のように。


    『奇跡を、たったひとつだけ望めるとしたら──あたくしは、あの子が笑顔でいられますように、ですの』


    　わかりました。


    　と、わたしは口元だけでつぶやいた。


    　あなたの願い、きっと叶かなえる。


    　わたしは、今だけはへっぽこでも神仏だから。


    　しどろもどろに、その後はてきとうな会話をして（コミュニケーション能力の低い自分が情けない）、通話を切る。


    　もう、俯うつむかない。


    　肝きもは据わった。


    　持ってると勇気づけられる気がして、情雨ちゃんの携帯電話をポケットにつっこみ、玄関へ。


    　扉を開き、外に飛びだした。


    　太陽が眩まぶしい。


    　学校へ行ってみよう。


    　日ひ留る女めちゃんはそこにいるはずだ。


    　彼女はいかにも怪しいし──他に手がかりもない、徹底的に調査しよう。


    　それは、昨日情雨ちゃんと決めた方針でもあった。


    　邪や神がみ三姉妹ともできれば接触して、あとはそうだ……。


    「ヴィシュヌさま？」


    　困ったときの神頼み、と呼びかけてみたけど、返事がない。


    　おかしいな。


    　玉たま藻もの前まえの復活以来、ちっとも見なくなったけど──どこで何してるんだろ？


    　気になったけど、こちらから彼女を見つけだす方法がわからず、とりあえず棚上げして学校へ向かうことにした。


    　ヴィシュヌは印度インド神話の『最高神』だ、こっちが心配するような立場でもない。


    　情雨じようちゃんがいなくなって、ヴィシュヌまで──というのは、すこし怖いけど。


    　歩きだす。


    　──お願いだからがんばってよ。


    　──あんたは、やればできるんだから。


    「うん」


    　情雨ちゃんの言葉を思いだし、わたしは自然とつぶやいていた。


    「がんばるよ」
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    　桜こノの花はな咲さく夜や学園。


    　ずいぶん久しぶりな気がした。


    　歩き慣れた桜並木（今はもう葉桜だけど）を歩ききった先に、見慣れた校舎。


    　もちろん、『最高神のちから』を失って主人公ではなくなったわたしは、世界の中心じゃなくなったから──わたしの精神状態と関係なく、いつもどおりだ。


    　昼休みの時間だからか、校庭で遊んでいる制服姿の生徒たちがいる。


    　花壇に水をやっているものや、ベンチでお弁当を広げているものも。


    　わたしは彼らの間を無言で突っ切って、下駄箱で靴を脱いだ。


    　そのまま、一路──すぐそこにある『創る会』の部室へと向かった。


    　誰がつくったかも判然としない怪しげな部活動で、邪や神がみ三姉妹の拠点になっている。


    　相変わらず何の活動をしているのか、わたしも顔をだしていたわりによく知らない。


    　下駄箱から近いし、つるぎたちはときどき──こっちでご飯食べてた。


    　もしかしたらいるかも、と扉の隙間から、部屋のなかを覗のぞきこむ。


    　狭い室内はすっかり私物化されていて、本棚には統一感のない書籍が並び、床にはたまが持ってきたおもちゃがばらまかれ、机の上にはつるぎのＰＣが数台、のっている。


    　壁にはカレンダーとアニメのポスター。扇風機がくるくると動いている。


    　懐かしさに、胸がいっぱいになりそうだったけど。


    「そんなところで覗いてないで、入ってきたら如何いかがですか」


    　不意に声をかけられて、わたしはドキッとする。


    　恐る恐る扉を開くと、部屋のいちばん奥──窓際で本を読むかがみがいた。


    　その横には、机に突っ伏してすやすやと眠っているつるぎ。


    　つるぎは手のひらに、おおきめの勾まが玉たまを握っていて、そこから強いちからを感じた。


    　かがみは、やはりこちらを覚えていないようで──人間味の薄い、冷然とした表情だ。


    　そうだ、最初に出会ったころは、いつもそうだったね。


    　ぜんぶ逆戻りなのかな。


    「ただし、静かにしていてくださいよ」


    　眠たそうに、頰ほお杖づえをついて。


    「ようやく姉ねえさんが眠ってくれたところなのです」


    　独り言のようにつぶやいて、よだれを垂らして熟睡している姉を苦笑いで眺める。


    「近ごろ、町で化け物などがよく目撃されるのをご存じでしょうか──姉さんはその退治と、[image: ]あふれだした『根の国』の悪影響を浄化するのに東とう奔ほん西せい走そうしているのです。まったく、もう『最高神』でもなんでもない、弱々しい残りかすのくせにね」


    　いつも、がんばりすぎなのですよ──と彼女はつぶやいた。


    　ふだん『無理しない程度に、がんばれ』とつるぎが口を酸すっぱくして繰りかえしていたのは、自分自身が限界を超えてがんばりすぎちゃうからなのかも。


    　経験からでた言葉は、染み入る。


    「眠ってるときは、ちょっと可愛かわいらしいのです」


    　姉のほっぺを指先でつんってして、かがみは優しい眼まな差ざしを。


    　けれど一転──こちらを睨にらみつける。


    　彼女がこの世界観の、物語のなかでどんな立ち位置なのかはわからない。


    　日ひ留る女めちゃんが、完全にわたしと入れかわったかたちならば、かがみは彼女のために校内の秩序を守っている。


    　せめて、学校でだけは──がんばらずに、平和に暮らせますように。


    　そう願ってくれたかがみの、それは友情で、照れ屋な彼女の真しん摯しな気遣いだ。


    「どこの誰だか存じませんが、さぞ高名な『神々』なのでしょう」


    　警戒するように、かがみがこちらを見据えてくる。


    「できることなら穏便に、立ち去っていただきたいのですけどね」


    　油断なく。


    　わたしが校内の秩序に仇あだなす存在なら、戦うつもりなのだ──かがみは意外と好戦的で、わたしもそれを思い知っている。


    　でも、やっぱり彼女にとってはわたしはどこの誰ともわからぬ『神々』でしかないんだ。


    　そんなに期待はしてなかったけど、それでも胸は苦しくなる。


    　自分の正気が疑わしくなる、おかしいのはわたしなのかもしれない──アイデンティティが揺さぶられる、不安定になる。


    　情雨じようちゃんの携帯電話を、ポケットのなかで握りしめた。


    　必死にかがみを見つめると、同時に。


    「うっ……」


    　肌を炙あぶるような熱をおぼえる。


    　それは、かがみの全身から発されている、獰どう猛もうな殺気だ。


    『神々』の立場になってはじめて実感した、その圧力。


    　近づけない。


    　ちがう、最初に心配する彼女を置いて、距離をとったのはわたしだ。


    　勝手に旅立って──。


    　これがその罰だというなら、神様、あんまりにも意地悪だよ。


    　今さらどの面つらさげて、かがみに『協力して』と言えばいいかわからない──わたしには、そんな権利はないのだろう。


    　でも、言わなくちゃ。


    　がんばらなくちゃ。


    「情雨ちゃんのことは、覚えてる？」


    　偽物が現れたのは、わたしだけだ──情雨ちゃんは、ただ消えちゃっただけ。


    　彼女の存在がどの程度、この世界観に刻まれてるのか、それを確かめないと。


    「蝦え怒ど川がわ情雨さんですか？」


    　かがみは怪け訝げんそうに、本をぱたりと閉じて対話の姿勢を示した。


    　心をゆるしたというより、いちだんと警戒したみたいだけど。


    「お願い、情雨ちゃんを助けるのに協力して」


    　幸い、情雨ちゃんは忘れられてないみたいだ──ならば、なんだかんだで面倒見のいいかがみだ、クラスメイトの窮地を放ってはおかないだろう。


    　今はその可能性に縋すがるしかない。


    「なんでもする、『徳』でもお金でもどんな対価でも支払うから、手伝って」


    　わたしは頭をさげた。


    　腰が抜けたようにその場に膝ひざをつき、深々と。


    　まるで、土下座するみたいに。


    　お友達を相手に、我ながらみっともない──でも、他にできることがなかった。


    　かがみが、立ちあがった音がした。


    　こちらに近づいてきて、真正面に立つ。


    　しばし、彼女は押し黙っていたが。


    「……顔をあげなさい」


    　静かにそう言われたので、わたしは諒りよう解かいしてくれたのか、と期待して。


    　顔をあげると同時に、かがみの上靴──その靴底がこちらの鼻っ面を踏みつぶした。


    　ものすごい勢いで蹴けられたのだ。


    　わたしは後ろ向きに体勢を崩して、ぐるんと一回転すらした。


    　頭を扉にぶつけて、目を白黒させる。


    「蝦え怒ど川がわ情雨じようさんのことは、調べましたよ。わたしの知りあいと、近ごろ仲がよろしいのでね」


    　青ざめて見ると、かがみが薄汚いもののように、わたしを睨にらみ据えている。


    「早く気づかなかったわたしが馬鹿でした──覚えのある霊力と、見た目……。あまりにも異質な『神々』、『まつろわぬものアラハバキ』。その名をもつ存在には、ちょっとした因縁がありましてね」


    　蹴られた顔を手で押さえ、怯おびえるわたしに、彼女は懇こん切せつ丁てい寧ねいな口調で。


    「彼らはどうも当時に比べれば数もちからも激減したようで──おかげで気づくのが遅れましたが、あの連中には怨うらみがあるのですよ。ええ、ひとの身体からだを勝手に弄いじくり回し、殺人マシーンに仕立てあげて、当たり前の幸せをすべて奪われた怨みがね」


    　その言葉に、わたしは合点がいく。


    　かがみは、呪のろわれた『最高神アマテラス』の切り離されたいちぶを、『人間の悪い組織』が回収し、霊的ロボットに挿入したうえで改造してつくりあげられた人工的な存在だ。


    　その『人間の悪い組織』こそ、たぶん情雨ちゃんが首しゆ魁かいとなっている悪徳オカルト結社『アラハバキ』なのだ。


    　おそらく、年齢などから考えて──かがみと因縁があるのは情雨ちゃんではなく、その先代なのだろうけど。


    　かがみにとっては、『アラハバキ』というだけで同じなのだろう。


    「姉ねえさんに救いだされなければ、わたしは『アラハバキ』で血まみれになりながら使いつぶされ、憎しみに染まったまま短い生涯を終えたことでしょう」


    　初めて見る、憤ふん怒ぬの表情。


    　それは彼女の、たましいの奥底で軋きしみをあげている疵きず痕あとなのだ。


    「怨み骨髄に徹しているそんな組織の跡取り娘を、なんの義理があって、わたしが助けてやらねばならないのです？」


    　義理ならあった、人情も。


    　情雨ちゃんは、わたしの友達だ。


    　だから、かがみにとっては──友達の友達だって……。


    　そんな主張は、忘れ去られたわたしにはできない。


    　かがみを置いて、勝手に旅にでたわたしには。


    　そこまで厚こう顔がん無む恥ちじゃないし、意味もない、だけど。


    　わたしは床に、蹴けられたせいで流れた口と鼻の血がこぼれるのを見ながら、今度こそ頭を擦こすりつけて土下座した。懇願した。


    「お願い、お願いだよ……」


    　[image: ]あふれた涙を拭ぬぐいもせずに、必死に。


    「しつこいのです」


    　けれど、かがみの返答は素っ気なかった。


    「いいかげんに鬱うつ陶とうしいのですよ、もっと痛くしないとわからないのですか──今度は焼き滅ぼしますよ、目め障ざわりなのです」


    　苛いら立だったように、かがみは黒髪をかきあげて。


    「蝦え怒ど川がわ情雨じようが消えた？　だから助けて？　どうして？　自業自得でしょう？　これまで彼女らがどんな悪行を働いてきたかご存じ？　それとも、彼女がひとつの罪も犯していないと勘違いしてるのですか？」


    　吐き捨てる。


    「もしも、そうですね──彼女が悪意ある何者かにつれさらわれ、今まさに理不尽で残酷な、酷ひどい目にあわされているのなら」


    　ナイフみたいに突き刺さる、嫌いやな言葉。


    「いい気味、です」


    　その言葉に、わたしは哀しくなった。


    　かがみは優しい女の子だ、動物が好きで困ったひとを見捨てられないで──でも、それだけじゃない、冷酷なところもある。


    　そういうふうに製造されたのだ。


    　でもその過去を乗りこえて人間らしく生きていきたいって願ってたんじゃないのか。


    　学校の教室で。『九く頭ず竜りゆう島』の縁日で。


    　日ひ留る女めちゃんは、かがみの手をとらなかったのか。せめて抱きしめてあげなかったのか。どうして憎悪に凝り固まったままのかがみを、そのまま放置しているんだ。


    　はじめて、あの偽物らしき彼女に──日留女ちゃんに腹が立った。


    　わたしの立場を盗むのはいい。


    　元からたいして人間関係を構築してない、社会の落らく伍ご者しやみたいなものだ。


    　でも、せめて周りにいるひとたちぐらいは──大事なお友達ぐらいは。


    「わかったよ」


    　目元を拭ぬぐい、立ちあがる。


    　口のなかが切れて、溜たまった血のかたまりを唾つばと一緒に吐き捨てた。


    　真っ直すぐに、かがみを見据える。


    　馬鹿みたいに涙がでた。


    「もう頼まないよ、もういいよ……!!」


    　最初に手を放して、勝手な行動を始めたのはわたしだ。


    　でも、裏切られた気持ちだった──かがみは悪くないのに。


    　だから、これ以上彼女と一緒にいて、酷ひどい言葉を吐いてしまうぐらいなら。


    　背を向ける。走りだす。


    　わかってた、わたしだけでやるんだ。


    　世界がわたしを忘れても、ここにいるかぎり──無力でも、声とちからを振りしぼって。


    



    　ぎゅっ、と制服の裾すそが摑つかまれた。


    



    　思わずつんのめりそうになって、慌てて立ちどまる。


    　振り向くと、かがみが無表情で、わたしの服を握りしめていた。


    「え、っと」


    　意味がわからなくて、わたしは苛いら立だちも何もかも忘れて、呆ぼう然ぜんとした。


    「な、なぁに？」


    　訝いぶかしんで問うと、かがみは口をぱくぱくさせて不思議そうに「………？」と小首を傾かしげた。


    　難しい作業を実行中のコンピュータみたいに、奇妙な間があって。


    　独り言みたいに。


    「また不調でしょうか」


    　すぐそばにある、わたしの顔を、じぃっと注視して。


    「姉ねえさんに調整してもらったのに、『アマテラスのいちぶ』と『炎帝カグツチ』と『神器ヤタノカガミ』が不具合を──なぜでしょうか、胸が痛い。頭が重い。身体からだが、ばらばらになりそう……記憶に雑情報ノイズが紛れこんでいます、これは何──？」


    　かがみは、混乱したように。


    「誰？　あなたは誰？　知りません──これは何？　この記憶は？　目の前でお弁当を食べているあなた、授業中にまわってくる手紙、夕暮れの帰り道、休日の映画館──あなたがそばにいる、いつでも、そばに……」


    　かがみは胸に手を当て、怯おびえるように後ずさった。


    　彼女らしくなく、足をもつれさせ、その場にぺたんと尻しり餅もちをついた。


    　全身が震ふるえている。


    「何をしているのですか──わたしを、『改変』しようと……？　変な記憶を植えこんで、わたしを好きにしようと？」


    　じりじりと、手足のない芋虫みたいに、後ろにさがっていく。


    「あなたは、いつもそう──卑ひ怯きようで、面倒で。だから放っておけなくて。自分勝手で、情けなくて。でも、わたしは。だからこそ……」


    　その声に、乱れが生じる。


    「あなた、が」


    　その頰ほおに、透明なしずくが流れて、顎あごに伝って落ちた。


    「さ、さみ、さん──が……」


    　それでお終しまいだった。


    　かがみが最後におおきく痙けい攣れんすると、後ろ向きに倒れてしまう。


    　うろたえ、わたしは彼女に手を伸ばし、すんでのところで床に激突する前に抱きかかえた。


    　かがみは目を閉じて、全身から熱を放っている。


    　どうしたのだろう──？


    「かがみ？」


    　わたしの名前を、呼んでくれた気がしたけど。


    　そのあたりで、眠りこけていたつるぎが顔をあげて「おい、何してやがんだ……？」と怖い声をあげたので、わたしは「びくっ」として立ちあがる。


    　かがみを優しく寝かせて、なんだか酷ひどく申し訳なくて、また彼女を傷つけたのかもしれない──と思い「ごめんね」とつぶやいた。


    　つるぎが、そんなわたしを不思議そうに見ている。


    「なんだおまえ、誰だ？　そこで何してんだ？」


    「…………」


    　頼るべきではなかった。


    　迷惑をかけるだけだった。


    　わたしは糾弾するようなつるぎの視線に耐えられず、くるりと背中を向けて扉を開き、廊下に飛びだした。何がなんだかわからない、すべての行動が予想もしない結果をともなっていて、谷底に転がり落ちていくみたいだ。
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    　そうして、疑問にひとつの解答も見いだせないまま──。


    　わたしの物語は、さらなる混こん沌とんに引きずりこまれていく。
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    　どこをどう走ったのか、足が覚えていたのか、いつの間にかわたしの在籍する二年左組の教室に辿たどりついていた。


    　本能的に扉を開いた。


    　でも、それが迂う闊かつだった。


    　すでにわたしの運命みたいなものは理解不能な方向にねじ曲げられていて、わたしが自ら口のなかに飛びこんでくるのをにやにや笑いで待っていた。


    　わたしは無警戒に、張り巡らされた罠わなの海に自ら潜りこんでいたのだ。


    　扉を開いたら、また扉だった。


    　理解できない。


    　咄とつ嗟さに開いた。また扉だ。開く。扉。開く。扉。開く。扉……。


    　開かれるごとに扉は、マトリョーシカ人形を逆にしたように巨大になっていく。


    　見慣れた教室の引き戸が、だからこそ違和感。


    　引きかえすべきだった。


    　でも、なんだかわけのわからない衝動のまま──わたしは、必死にまた扉を開いた。


    　二十五メートルプールぐらいの、おおきなおおきなその扉を。


    「………！」


    　そして瞠どう目もくする。


    　扉の向こうには、奇妙な空間が広がっていた。


    　無限に広い、地平線すら見える──のっぺりとした、花札の山のような空間だった。


    　複雑に絡まりあった幾何学模様が、闇のなかをぐるぐる蠢うごめいている。


    　人間の内臓でつくられたような樹木が、ところ構わずに生えている。


    　慌てて後ろを見ると、入ってきた扉が消え失うせていた。この空間に閉じこめられた……？


    　怯おびえて周囲を見回し、わたしは心臓が止まるほど驚いた。


    「日ひ留る女めちゃん！」


    　見慣れたわたしと同じ顔が、闇やみのなかにあった。


    　血の気を失い、真っ白になった肌。


    　それも当然だ──彼女は死刑台上のイエス・キリストのように、内臓のような樹木に両手を磔はりつけにされ、ぐったりと項うな垂だれている。


    　その前髪の隙間から、止めどなく血液が[image: ]あふれている。


    　腹部や、太ふと股ももにも。


    　彼女の周りは血の海だった。


    　どうして？


    　彼女がいわゆる『真犯人』みたいなもので、彼女を倒せばすべて解決──じゃないの？


    　何が起きてるの？


    「ひ、るめ、ちゃん……？」


    　とにかく彼女に近づこうと、一歩踏みだした瞬間──。
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     第十二話／独りぼっちの妖怪大戦争〈後編〉


    



    　闇やみが、わだかまっていく。


    　雪が積もるみたいに、真っ黒でどろどろとした闇そのものが重なっていき──やがて、それは質量と生物特有のなまぬるい気配をもつ『何か』になる。


    　細胞分裂を繰りかえすように、ただの曖あい昧まいなかたまりだったものが徐々に輪郭を獲得して、やがてそれはひとつの方向性をもち始める。


    　表現されているのは、恐怖であり、畏い怖ふであり、禍まが々まがしい死そのものだ──粗形され、この世に不気味さをまきちらすために見えざる芸術家につくられたそれらは、無数の『妖よう怪かい』だ。


    　化け物である。


    　零落した『神々』──受肉し、ひたすら周囲を、人々を破壊し殺傷するいわば霊的な災害を、『月つく読よみ神社』ではそう呼称していた。


    　発見次第に退治し、あるいは掌握して使い魔として使役していたのだ。


    　だからだろうか、見覚えのあるものも多かった。


    　乱れ髪を垂らした巨大な生首は『飛び首』だ。毛むくじゃらの男がよく似た男を肩車しているのは『手長足長』だ。長い舌をおへそのあたりまで伸ばしているのは『垢あか舐なめ』だ。


    　それらの和風の妖怪だけではない──蝶ちよう々ちようの羽根から鱗りん粉ぷんを飛ばして軽やかに舞うのは『フェアリー』だ。山や羊ぎの角つのを生やしみだらな姿で身をよじっているのは『夢魔サキユバス』だ。ワニによく似ているが口から絶え間なく炎の吐息を吐くのは『西洋ドラゴン』だ。


    　見慣れないものも多い──裸足でざんばら髪を振り乱し、口元をマスクで覆おおっているのは『口裂け女』。人間の顔をもつちいさな子犬は『人面犬』。人間ほどのおおきさのある半透明の生き物は『巨大クリオネ』……都市伝説に謳うたわれる、まだ歴史の短い『妖怪』たちだ。


    　ありとあらゆる、おぞましい存在たちの饗宴パレード──百ひやつ鬼き夜や行こうだ。


    　この世の終わりのような光景のなか、血まみれの日ひ留る女めちゃんのそばに駆け寄ったわたしの周囲を、それら化け物どもが包囲している。


    　数は、ざっと見て百か、二百か、もっとか──零落しているとはいえ『神々』だ、こんな大量にいると災害そのものだ。


    　身体からだが末端から冷えていく。


    　噎むせかえるほどの、嫌いやな匂におい。口のなかに感じる苦味。


    　化け物どもの無数の眼光が、刹せつ那な──わたしに集中する。


    　ヴィシュヌの権現アバターとしてのちからを与えられたわたしは、弱まった『神々』である彼らにとって再び神の座につくために必要な霊力のかたまり、極上の餌えさだ。


    　彼らは霊的素養のある人間を襲い、捕食し、自らを高める。


    　獣のように、本能的に。


    　わっ──と、圧力が迫ってくる。


    　鵺ぬえの咆ほう哮こう。屍喰らいスカベンジヤーの鳴き声。サテュロスの蹄ひづめの音。


    　大音声とともに、闇やみのこどもたちが襲おそいかかってくる。


    「ぐっ……！」


    　咄とつ嗟さに、わたしは『成じよう仏ぶつ』して護法少女に変身する。


    　可愛かわいらしいフリフリの衣装と手にした金剛杵ヴアジユラ。


    　光のつぶてを全身から放つわたしは、どこから見てもこの陰惨な状況に相応ふさわしくない。


    　今回は口上を述べる余裕もない。


    　状況はさっぱりわからないが、呑のん気きにしていたら食べられちゃう──まだ日ひ留る女めちゃんから何も聞きだしてないのに。


    　っていうか、どうして日留女ちゃんは血だらけなの？


    　考えている場合ではなかった。


    　間近に迫ってきていた僧服の一つ目入道が、丸太のような錫しやく杖じようを突きだしてくる。


    　咄嗟に転がって避けた先で、『ごろんごろん』が体当たりしてきた。


    　巨大な質量をもつ毛玉だ──わたしは咄嗟に身体からだを両腕でかばったが、体重がちがいすぎる、簡単に吹き飛ばされた。


    　宙を舞うわたしに、船幽霊たちがわらわらと手を伸ばしてくる。


    「この！」


    　金剛杵ヴアジユラを振りまわし、それを牽けん制せい──着地したが、地面すれすれを『斧おの男おとこ』が迫ってくる。


    　大振りな斧の一撃をジャンプしてかわし、その顔面を踏みつけた。


    　日留女ちゃんは……？


    　彼女は、いまだ内臓じみた樹木に絡まって、ぴくりとも動かない。


    　霊能力がないらしい彼女は『妖怪』たちにとって、さほど魅力的な餌ではない。


    　今は、わたしのほうを狙ねらってくるだろう。


    　でも、わたしが倒れたら、彼女もたぶん喰くわれる──見逃す理由は『妖よう怪かい』にはない。


    　より美う味まそうな食事に目がくらんでるけど、基本的に彼らは常に飢えているのだ。


    　考えつつも、わたしは目め眩まいを感じて蹈鞴たたらを踏んだ。


    　頭がくらくらする──呼吸も荒い、いつもより消耗が激しい気がする。


    　常に出血してるみたいに、身体から霊力が零こぼれていく。


    　この奇妙な空間のせい？　それとも……？


    　不安になったが、ちまちまやってる余裕はない──邪や神がみ三姉妹にも忘れられて、頼るもののいないわたしは自や棄けっぱちになっていた。


    　苛いら々いらしていた。


    　すべて吹き飛ばすために、渾こん身しんのちからを放った。


    「権現アバター解放！　権現アバター№９《勇者クリシユナ》！」


    　肌が真紅に染まり、身にまとう衣装がビキニ鎧よろい風のわずかな面積しかない代物になる。


    　手にした金剛杵ヴアジユラが巨大な大砲のかたちに変化し、背中から光の翼が噴出する。


    　相変わらず演出過多だが、それ以上に。


    　吐き気。


    「うぐ──」


    　喉のどの奥から何かが逆流してくる。


    　げろりそうになりながら、全身の倦けん怠たい感かんを押し殺してインドラ砲を放った。


    　強化されたその一撃が、『妖よう怪かい』たちをまとめて焼却する。


    　だが焼け石に水だ、敵は数が多すぎる。


    　何度もインドラ砲を連射──過剰とすら思っていた盛大な威力が今は頼もしい。


    　でもこの権現アバターは攻撃力が格段に上昇する代わりに防御がおろそかになる──すぐ間近に、素早い身のこなしで爪を長くのばした『化け猫』と『狼男ワーウルフ』、『悪鬼ジヤージー・デビル』が迫っていた。


    　爪と牙とナイフが、咄とつ嗟さに身を投げだしたわたしの背中を抉えぐる。


    　出血し、さらに目め眩まいが強くなる。なんだこれ……？


    　口元を押さえ、理性が警鐘を鳴らすのを自覚した。


    　これ以上、変身しつづけるとやばい──でも、変身を解除しても嬲なぶり殺しだ。


    　泥沼である。


    「権現アバター解放！　権現アバター№３《金剛鬼パラシユラーマ》!!」


    　衣装が変化、今度は全身鎧だ──同時に、金剛杵ヴアジユラが身の丈よりもなお巨大になる。


    　間近に迫っていた有う象ぞう無む象ぞうを、全力の一撃で殴なぐりつける。


    　強固なぬりかべが粉々に粉砕され、ちいさな妖怪たちが踏んづけられた虫みたいにぺちゃんこになり、霊力にまで還元されて消滅する。


    『妖怪』も『神々』だから不死だが、存在が弱まれば世界観にとろけて薄まり消える。


    　だが、倒しても倒してもちっとも数が減らない。


    　幻覚の海でもがいてるみたいだ。


    　徒労感をおぼえて、なんとか金剛杵ヴアジユラを振りまわして敵陣を突破──日留女ちゃんの元に到着。


    　彼女を抱かかえて、この奇妙な空間を脱出しよう。


    　こちとら正義の味方じゃないんだ、敵をぜんぶ倒す必要なんてない。


    「権現アバター解放！　権現アバター№５《この世の王ブツダ》!!」


    　印度インド風のゆったりとした衣装に変化、頭には天冠。


    　身体からだにじゃらじゃらと黄金飾りと、首周りには七色の後光。


    　おおいなる印度インド神話は仏ブツ陀ダを取りこむことで仏教を内包した。


    　何者にも触れられない絶対防壁が展開される。


    　霊力が多大に消費され、頭痛が生じるなか──日ひ留る女めちゃんに触れる。


    　胸元に顔を寄せると、鼓動を感じた。


    　生きているみたいだ。


    　でも、かなり弱ってる。


    　当たり前だ──霊能力のない彼女は『怪異』に対して無防備だ、はだかで大型トラックに轢ひかれるようなものだ。


    　この子のことは、正直──不気味に思ってるし、憎くすらあるけど。


    　もしかしたら、彼女には悪気はなく、どこかに彼女やわたしを利用して悪巧みをしている黒幕がいたりとか……。


    　だとしたら、そいつが、わたしの倒すべき敵だ。


    「………!?」


    　異音に、わたしは顔をあげる。驚いて見あげると──強固なはずの防壁が、ひび割れを起こしていた。


    　卵の殻からみたいに、無数の亀裂が走って……。


    　砕け散る。


    　咄とつ嗟さに日留女ちゃんを抱きかかえて床をごろごろ転がったが、巨大な、わたしの身体よりもおおきな拳こぶしが追いかけてきた。


    「あぐぁっ──!?」


    　全身を打たれ、わたしは鮮血をまきちらしながら、豪快にぶっ飛んだ。


    　くるくる回転する視界のなか、わたしは──異様なものを見た。
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    　それは、巨人のようだった。


    　全高、五メートルはあるだろうか、見あげるほどにおおきい。


    　小学生サイズになっているわたしには、まるで建築物のようにすら思えた。


    　あるいは重機だ、踏みつぶされそうだ。


    　どうやら男性で、筋骨隆々──という言葉が生ぬるいほどに筋肉が発達している。


    　服装は迷彩柄の軍服で、ところどころが動きやすいようにか破られている。


    　何よりも異様なのは、その顔立ちだ。


    　男性の頭部から首にかけてが、鷲わしだか鷹たかだか──猛もう禽きん類のものに入れかわっているのだ。


    　まるで覆面レスラーみたいだが、その鳥の頭部は断じてつくりものではなく──両目はぎょろぎょろと動き、くちばしの奥からは真っ赤な舌がときおり飛びだす。


    　獣面人身。


    　それは太古の神話にはよく見られる類型だ。


    　まだ人間と動物の区別が曖あい昧まいだった時代からつづく、原始の『神々』の。


    　実際、こいつからは周りの妖よう怪かいにはない、凄すご味み──神聖な雰囲気すらした。


    　もしかしたら、高名な『神々』なのだろうか。


    　鳥獣の頭部といえば有名どころはエジプト神話のラー、トト、印度インド神話のガネーシャ、ハヌマーン──。


    　考えてるうちに巨体が間近にきて、また砲弾みたいな拳が空気を抉えぐりながら迫ってくる。


    　必死で、残った防壁をかき集めて盾たてにしたが、一撃で粉砕される。


    「噓うそ……!?　強すぎる!!」


    　信じられない。


    　あきらかに他の妖怪とは強さの桁けたがちがう。


    　零落なんてしてない、混じりっけなしの『神々』──崇拝され畏い怖ふされる、たぶん地方神話の『最高神』クラスだ。


    「ぐうっ……」


    　消耗しているわたしには、つらい相手である。


    『妖怪』たちはなぜかこの鳥人を遠巻きに眺め、むしろ憎々しげに威い嚇かくなどしていて、手をだしてこないのが不幸中の幸いだが（なぜだろう？　彼らは仲間ではないのだろうか？）。


    「ホァァァアアア!!」


    　鳥人が冗談みたいにブルース・リーじみた怪鳥音を放って、洗練された動きでパンチを、手刀を、蹴けりを繰りだしてくる。


    　やばい、あきらかに戦闘訓練を受けた動きだ。


    　強化されてるとはいえ素人同然のわたしには、技術的にさばききれない。


    　鎖骨のあたりを強したたかに打たれ、わたしはまたぶっ飛んだ。


    　床をごろごろと転がり、日ひ留る女めちゃんと距離が遠ざかる。


    「──しまった!?」


    　咳せきこみながら立ちあがったが、不思議と怪鳥は日留女ちゃんを守るように立ちふさがるだけで、彼女に手出ししようとはしない。


    　でも、こいつも『妖怪』なら、わたしを倒したあと日留女ちゃんを捕食する。


    　彼女を守るために戦うなんて、変な感じだが、それでもわたしは──。


    



    「無理をしてはいけませんわ」


    



    　不意に、柔らかな声がした。


    　ふらつきながら立ちあがろうとしていたわたしの肩を、そっと支えてくれる。


    　小五ロリ状態のわたしより、さらに幼いくせに。


    　ちいさいくせに、力強く。


    「あなたが亡くなると、『おじょうさま』が哀しみますの──でもね、そういうふうに一生懸命なところ、とても魅力的。あの変態が守りたいと思うのもわかりますわ……」


    　変態？　つまりお兄ちゃんのことか──。


    　思いながら見あげた先には、玉たま藻もの前まえがいる。


    　狐きつねの耳と、ふわふわの尻しつ尾ぽ。


    　なぜか服装がアジア風のドレスで、髪飾りもつけていて、無駄に豪華だ。なんでだ……。


    「た、玉藻前さん」


    　わたしはなんとか姿勢を正すと、手にした金剛杵ヴアジユラをかろうじて握り直してから。


    「どうして、ここに──」


    「お喋しやべりしている余裕はありませんのよ」


    　片目を瞑つぶって、ちいさな九尾の狐はわたしの前に踏みだし、守るように。


    「少しさがっていて、あの子の相手はあたくしがいたしますわ」


    『あの子』呼ばわりされた鳥人は、どこか不思議そうに、玉藻前を眺めている。


    　だがその全身から闘気が垂れ流されていて、わたしなんかそれだけで潰つぶされそうだ。


    　わたしは血まみれの口元を拭ぬぐって、痛む全身を『改変』し治療しながら。


    「だめだよ玉藻前さん、あなた病みあがりなんだから──安静にしてないと」


    「侮あなどらないで。事情はよくわかりませんが、ただの『妖怪』ふぜいに尻尾を巻いて逃げだしたとあっては、金毛白面九尾の狐の名折れですわ」


    　つんと澄ました彼女の周囲に、青白い炎が渦巻いた。


    「鞍くら馬ま山の大天てん狗ぐ、大おお江え山の酒しゆ呑てん童どう子じ、そして殺せつ生しよう石せきの九尾の狐──日本の三大妖怪と謳うたわれたこのあたくしです、木こっ端ぱ侍ざむらいどもなど相手にもなりませんわ！」


    「ホォォアァァア!!」


    　畏い怖ふするように近づいてこない『妖怪』たちのなかで、やはりあの鳥人だけが異様だ──突出し、真っ直すぐにこちらに向かってくる。轢ひき殺されるかと思うほどの勢いだ。


    　それを見て、玉藻前は少しだけ哀しそうだったが──すぐに鋭く呼気を吐きだして。


    「焼けちゃえ、ですの!!」


    　その全身から炎を噴ふいた。


    　迫っていた鳥人の身体からだに直撃する。


    　絶叫があがった。


    　不気味なことに、死者の肌みたいな色をしたその炎は、暴れ狂う鳥人の身体からだにとりついて離れようとしない。


    　嚙かみついたみたいに、その肌を炙あぶりつづけ苦しめつづける。


    「けけけ！」


    　玉たま藻もの前まえが化け物みたいに笑った。


    「どう!?　あたくしも無為に死にかけていたわけではなくってよ──地上に[image: ]あふれた『根の国』の燐りんを燃やした穢けがれた狐きつね火び、あなたのような瑞ずい獣じゆうにはよく効くでしょう!!」


    　どこか訳知り顔だったので、わたしは火炎を放射しつづける玉藻前さんに。


    「え、えっと──あのタイガーマスクの敵キャラみたいなの、なんだかわかるの？」


    「ええ、知人ですわ」


    　玉藻前さんは意外なことを語った。


    「彼は悪徳オカルト結社『アラハバキ』の一員──あたくしと同じ、最後まで残って『おじょうさま』に付き従った大幹部、……『翼よく将しようガルーダ』ですわ」


    「ホァァアアア!!」


    　狐火をまるで演出のようにまとわせて、『翼将ガルーダ』が高熱の渦を突破した。


    　こちらに激しく跳躍して向かってくる。


    　強引に押し切られた──玉藻前さんはやっぱり本調子じゃない、同格の存在だったというならコンディションが悪いぶん、彼女が不利だ。


    「な、生意気ですのーっ！」


    　玉藻前さんが焦あせって、固めた火の玉をつづけざまに放り投げた。


    　殴なぐられたみたいにガルーダは仰のけ反ぞり、地響きを立てて後ろ向きに倒れるが、すぐ立つ。


    　どんだけタフなんだ──やっつけられる気がしない。


    「玉藻前さん」


    　わたしは、彼女が必死に戦ってくれてるのが申し訳なくて、弱々しくも。


    「あ、あのね、情雨じようちゃんは──」


    　報告しておかなくちゃいけないと思って、わたしは震ふるえる声で、すべて伝えた。


    　彼女の優しさ、あったかさ──でも、それが失われたかもしれないこと。


    　彼女の信頼を裏切り、何もできずにいること。


    「わ、わたし、情雨ちゃんを守れなくて。どこにいるかも、わかんなくて……」


    　泣き言を口にするわたしのくちびるを、玉藻前さんがそっと指先で塞ふさいだ。


    　長い時節を生き抜いたものだけが見せられる、達観した表情で。


    「ならば、ともに見つけだせばよいんですの──あの子も、きっと待ってる。あたくしだって、死の淵から救いあげられた。奇跡は起きます、あなたたちが教えてくれましたのよ」


    　どんっ、と優しく語る彼女の爆撃を切り抜けて、ガルーダが突進してくる。


    　同じ『アラハバキ』のはずなのに、手加減する様子はない。


    　たらふく狐きつね火びを食らってるはずなのに、その霊気にはほとんど乱れもない。


    　強い。間違いなく。


    「さすがね、『アラハバキ』随一の武闘派──でも、あたくしに挑んでくるなんて！　ガルーダくんのくせに生意気ですのよ！」


    　悪態をつきながら、玉たま藻もの前まえがわたしの手をとった。


    「真正面からど突きあうのは大変そうですの、やっぱりここは戦略的撤退ですの──逃げますわよ！　この『異界』に侵入するときに穴をあけましたから、そこから……！」


    「待って、日ひ留る女めちゃんが！」


    「ひるめ？」


    　彼女にとっては初めて聞く名前なのだろう、きょとんとしている。


    　よかった、彼女にとっては『月つく読よみ鎖さ々さ美み』のほうが知己なんだ──玉藻前さんが復活したのが、『月読日留女』がわたしに成り代わったあとだから、だろうか。


    「あの鎖々美さんによく似た子なら、心配いりませんわ。ほら」


    　玉藻前さんが指さす先を見て、わたしは絶句する。


    　最初から狐火は陽動、挑発だったのだろう──ガルーダがこっちに手を伸ばし、奮戦している間に、その背後に倒れていた日留女ちゃんを誰かが抱きあげていた。


    　それは、巫み女こ装しよう束ぞくをまとったお母さんだ。


    　いつもより、きちんと化粧をしてる気がする。


    　あと、なぜか武器をもってない。


    　巫女装束もふだんより上等で、首飾りなども──玉藻前もそうだけど、なにゆえお洒落しやれ？


    「お母さん、どうしてここに？」


    「これが理由ですの」


    　玉たま藻もの前まえがこちらに一枚のチラシを差しだしてくれる。


    　そこには『桜こノの花はな咲さく夜や学園二年左組　保護者による授業参観のお知らせ』とか書かれていた。


    　な、なんだこれ……。


    「今朝、自宅の郵便受けに届いてましたの。授業参観で、保護者はなるべく出席するようにって──あの忌いま々いましい月読呪じゆ々じゆがきているのも当たり前。そのう、あたくしも……。厚かましいとは思ったのですけど、やっぱり授業を受けている『おじょうさま』を見たくて──」


    　照れ照れ、と顔を真っ赤にしてる玉藻前さん。かわゆい。


    　ともあれ今朝の電話は、そのことの確認だったのだろう（しどろもどろだったので意味不明だったのだが）──やや派手めの見た目なのも、授業参観だったから。


    　でも。


    「どうやら、この『異界』にあたくしたちを──というより、月読呪々を誘いこむための罠わなだったみたいですわね」


    　ガルーダを除く『妖よう怪かい』たちは、どう見てもお母さんに過剰反応していた。


    　こちらには目もくれずに、お母さんに吼ほえかかり、迫っていく。


    「彼女、弱ってるみたいですし。止とどめを刺すために、どこかの誰かがこの死地を用意したのでしょう。あたくしたちのようなのには、『月つく読よみ神社』は怨うらまれてますしね。行方不明だったガルーダくんまでいるのは不可思議ですけど──」


    『現代のトロイア戦争』以降、情雨じようちゃんの身体からだに囚とらわれていた『神々』や、霊的ロボットに封入されていた『神霊』、『月読神社』が飼い殺しにしていた『妖怪』は、いちどニュートラルな状態に戻って解き放たれた。


    　首輪を外され、組織の管理下から離れ、自由を得たのだ。


    　それはギリシアの『神々』がしたことの副産物で、あの騒動以降、事後処理に追われて弱体化した『月読神社』や邪や神がみ三姉妹の目を盗んで、好き勝手に振る舞うものが増えたようだ。


    　先日[image: ]あふれた『根の国』に穢けがされ、新しく妖怪化した器物や動物、『神々』も多いはず。


    　そんな連中をまとめて、お母さんを押しつぶすためにけしかけてきた何者かがいる。


    「事情が錯さく綜そうしていてよくわかりませんが、今は避難いたしましょう」


    　玉たま藻もの前まえさんが炎でつくりあげた巨大な拳で、ガルーダとガチ殴なぐりあいをしながら。


    「呪じゆ々じゆ！　脱出なさい！　嬲なぶり殺しにされますわよ！」


    「おまえは──」


    　お母さんは日ひ留る女めちゃんをおんぶしてから、意外そうにこちらを見たが。


    　今は娘を守ることを優先しようと思ったのだろう、ちいさく頭をさげて。


    「恩に着る。だが、今回は見逃してやるが。次に会ったら始末するのである」


    「言ってる場合ですの!?　いいから行けえ!!」


    　怒鳴る玉藻前だったが、お母さんが撤退するよりも素早く──ガルーダがものすごい勢いで日留女ちゃんのほうへ向かった。


    　こちらには目もくれずに、全力で。


    『異界』からの出入り口らしい、亀裂の走った穴を今まさにくぐろうとしていたお母さんに、ガルーダが全力で体当たり。


    　その衝撃に耐えきれず、『異界』の壁がおおきく抉えぐれ、破裂し、粉々になった。


    　──いけない。


    　絵の具が混ざるみたいに、『異界』は外の正常な空間に浸しん蝕しよくされ（元々、外のほうが強固で常識的で優先されうる世界観なのだ）、消滅していく。


    　あっという間に地獄絵図は消え去って、けれど『妖怪』たちは残っている。


    　平穏な桜こノの花はな咲さく夜や学園の、授業中──着席した生徒たちがそこらじゅうにいる。


    　彼らには『妖怪』が認識できない。


    　わけもわからないままこの戦闘に巻きこまれ、命を奪われかねない。


    「ホァァアアア!!」


    　何かの指令を受けたみたいに、突如として、ガルーダが真上を見あげる。


    　その足下には先ほどの一撃で倒れ伏し、日ひ留る女めちゃんを抱えて動かないお母さんがいる。


    　お母さんは、穢けがれで弱っているのだ、もう動けないだろう。


    　放置しても問題なしと判断したのか、ガルーダは周りの『妖よう怪かい』たちに襲いかかった。


    　分厚い足を振りまわし、群がる『妖怪』たちを木こっ端ぱ微み塵じんにする。


    　やっぱり、ガルーダと『妖怪』は仲間じゃない？　むしろ敵？　同時に現れたからなんとなく目的も一緒なのかと勘違いしていたけど……？


    　そんな、わたしの混乱に拍車をかけるように。


    「るる～ん♪」


    　先ほどガルーダが見あげていた先、煌こう々こうと照りつける太陽が──ぐにゃりと歪ゆがんだ。


    　子供向けの漫画みたいに、太陽が巨大な顔面に変化する。


    　それは朗ほがらかで可愛かわいらしい笑顔。


    　見覚えのある、印度インド神話の『最高神』ヴィシュヌだった。


    「はちゃめちゃな状況になっとるのう──説明が必要かのう？　特別さあびすでこの全知全能たる吾われが気まぐれに教えちゃるぞ？」
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    　印度神話の『最高神』ヴィシュヌはあらゆる『神々』を統合した複合神格である。


    　たとえば仏教の開祖である仏ブツ陀ダ。


    　タイにおける『最高神』であるクリシュナ。


    　古来より印度を支配していたインドラ。


    　その他、もろもろ──。


    　仏教。バラモン教。ジャイナ教。ヒンドゥー教。ゾロアスター教。インダス文明の名前もな


    い神話から、果てはシルクロードで繫がったエジプト神話やギリシア神話まで……。


    　それらの『神々』を『ヴィシュヌの姿を変えた姿＝権現アバター』として同一視することで、その神性のなかに取りこんでいった。


    　そういう意味では、情雨じようちゃんの『まつろわぬものアラハバキ』に似ているかもしれない─


    ─先日の『現代のトロイア戦争』で、アポロンが目指した理想でもある。


    　他のすべての『神々』を習合し、あらゆる神の王になる。


    　状況によって姿を変じ、百面相な権現アバターを使い分けて対応することで全知全能となった──ヴィシュヌは、そんな極まったかたちでの合成神仏である。


    　多神教神話における、ひとつの頂点。


    　そんな彼女の名前の由来は太陽光線天地を三歩で渡るものであり、基本的には『太陽神』だ。


    　この国においては『最高神』の立場であり、その権能は異国とはいえ最大限に発揮される。


    　太陽を巨大な顔面にして、ヴィシュヌはこちらを睥へい睨げいしている。


    　どれだけひとがあがいても、太陽に手は触れられない──原始的な自然への崇敬、畏い怖ふを喚かん起きさせる圧倒的な存在感だった。


    「間もなく吾われは役目を終え、末界を滅ぼす破壊神シヴァに『最高神』の立場を譲り渡す──吾自身も世界を滅ぼす権現アバターカルキと化し、大暴れせねばならぬ」


    　その前に心残りがある、と彼女は言った。


    「この世界の終末までは、せめて『神々』らしく誇り高く──吾を頼ってくれたものの願いを叶かなえようぞ。それが、この全知全能にして現代の支配者ヴィシュヌの矜きよう持じじゃ」


    「ど、どういうこと──」


    　わたしは肩で息をしながら、眩まぶしすぎる太陽を見あげて問うた。


    「何を言ってるの？」


    「最初から前置きしておいたじゃろ、おぬしらには協力してやる──その願いも叶えようぞ。けれど、吾にも望みはある。より多くのものに救済を……」


    「わたしがみんなから忘れられたのも、情雨ちゃんが消えたのも──あなたがやったの？　あなたが真犯人、黒幕だったの？」


    「ま、そう思ってもよいが。呑のん気きにお喋しやべりしとる場合かの？」


    　からかうようなヴィシュヌの声と同時に、強い目め眩まいをおぼえる。


    　さっきから、なんだろう、この体力を猛烈に吸いあげられるような感覚は──。


    　日ひ留る女めちゃんを見る。


    　彼女はふらついているお母さんの背中におぶわれ、いまだ意識を取り戻していない。


    　お母さんの腕のなか、というわたしの大切な場所を奪った彼女を、どうして助けなくてはいけないのだろう。


    　不愉快ですらあったけど、だけど──。


    　もしかしたら、そんな表面的ではなく、もっと忌いまわしい真相があるのかも。


    　彼女も、それに利用されてるだけだとしたら……。


    「無理をしてはいけませんわ、鎖さ々さ美みさん」


    　肩を貸してくれている玉たま藻もの前まえさんが、心配そうにつぶやいた。


    　わたしは苦笑い。


    「こっちの台詞せりふだよ」


    「お互い様ですわね」


    　つんと澄ました顔をしてから、彼女も笑みを浮かべて。


    「どうしてガルーダくんが勝手な行動をしているのか、わかりましたわ──彼は何度も異なる神話に取りこまれ、そのたびに『改変』され根本から書き換えられて、霊体がぼろぼろになっています。それ以上、『改変』されることはありません」


    　彼女の説明によると、ガルーダは複雑な過程で成立した『神々』らしい。


    　元々は地方で崇拝される土着の神だった。それからインダス文明における『悪神』として『最高神』インドラと争い、その後はタイやインドで崇拝されるガルーダとして完成した。さらに、仏教の迦か楼る羅ら天てんとして仏門の守護者にもなっている。最後には『アラハバキ』に取りこまれて……。


    　存在を書き換えられすぎて、何がなんだかわからなくなり──。


    　世界観に固着し、それ以上の『改変』を受けつけなくなった、摩耗しきったディスクのような存在──それが『翼将ガルーダ』らしい。


    「けれど、二度と『改変』を受けつけないかといえば例外もありますの。すでに書きこまれている『改変』には、きちんと反応する。ガルーダはもともと印度インド神話における『最高神』ヴィシュヌの乗り物であり、相棒であり、下僕でもあります。彼はヴィシュヌの命令に従って動いているのですわ──」


    　ヴィシュヌがすべてを企くわだてた張本人ならば、ガルーダがわたしたちに敵対するような動きをしているのにも納得できる。


    　彼にとっては『アラハバキ』の一員としてより、それより以前の──ヴィシュヌの乗り物としての役割のほうが優先順位が高かったのだろう。


    　見たところ、どうも日ひ留る女めちゃんを護まもるために行動してるように見えるけど……。


    　お母さんはそれに気づかず、妖よう怪かいを蹴け散ちらして迫るガルーダと接近戦を繰りひろげている。


    　穢けがれに侵され弱っているお母さんはいかにも分が悪く、おまけに意識不明の日留女ちゃんを


    背負っているので防戦一方だ。


    　どうする？


    　わたしは今、（何か悪巧みしてそうとはいえ）ヴィシュヌの権現アバターだ、似た立場のガルーダに協力するべきなのかも。でも心情としてはお母さんを助けたい。けど、わたしから居場所を奪った日留女ちゃんは憎たらしい──。


    「ようく考えなさい、自分が何をするべきか」


    　触れあっている玉たま藻もの前まえさんの、言葉と体温があったかい。


    「あたくしたちは弱い。摑つかみとれるのはほんのちょびっと──だからこそ、自分がほんとうに望むものに手を伸ばすべきですわ。そして、奇跡は起きます。あなたたちには、そのちからがある。助けられたあたくしは、それを誰よりも知っていますの」


    　わたしの願い。


    　わたしの求める、奇跡は……。
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    　がんじがらめになって立ちすくんでいたわたしが、情けなくも結論をだせないでいるうちに──『妖よう怪かい』たちの群れが大爆発。


    　今度は何!?


    　お母さんやガルーダに群がっていた無数の化け物どもが、一匹ずつお札に浄化され、あるいは十拳剣とつかのつるぎに貫かれ、あるいは結界に閉じこめられて──無力化されていく。


    　この戦法には覚えがある。


    　珍しく「！」と目を見開いたお母さんの視線の先、窓の外、校庭にどやどやと神官服や巫み女こ装しよう束ぞくの集団が飛びこんでくる。


    　手に手に聖別された霊的武器をかざし、お札で武装した彼ら彼女らは化け物退治の専門家──『月つく読よみ神社』の人々だ。


    「遅くなったのう、呪じゆ々じゆや」


    　その先頭に立っているのは、ひときわ凜り々りしい顔立ちの美青年だ。


    　あの見た目だけが取り柄みたいなひとは──他の誰でもない、『月読神社』現当主でありわたしのお父さん、月読留る座ざである。


    　ちゃらんぽらんな性格に似合わない、けっこう息を呑のむような強大な霊力をまとわせて、彼は満まん身しん創そう痍いの妻に──お母さんに「すちゃっ☆」と指で合図。


    「もう安心じゃぞ、悪鬼妖怪のたぐいを殲せん滅めつするのは我らのお役目──何がどうなってこんな馬鹿げた事態になったのかは知らぬが、この世を惑わす畜生どもを冥めい府ふの底に叩たたき落としてくれるわ！」


    　決めポーズで呵か々か大たい笑しようしているお父さんに、ぽかーん、とお母さんは間の抜けた顔で。


    「留座。どこを遊び回ってるのかと思ったら、こんなところで何をしておる？　怪け我がをするから帰れ」


    「あっれえ!?　呪々ちゃんその反応は酷ひどくない!?　あのね、俺は穢けがれのせいで弱ってるおまえに黙ってこっそり陰ながら妖怪退治とかしてたの！　照れくさいから娘に道ばたで会っても『おぉ、今からパチンコに行くところなんだよ！』とか言っちゃって軽けい蔑べつしきった目で見られたりしてたの！　言わせんな恥ずかしい！」


    　素の口調に戻って喚わめくお父さんだったが、髪の毛をぐしゃぐしゃ、とかき混ぜて。


    　溜ため息いきをつくと。


    「ていうか、マジで信用ないんだな俺は──『月読神社』が俺の代で潰つぶれて、亡くなったおまえが黄よ泉みがえってまでそれを復興してくれて、これでも責任感じてんだよ！　でもアホか、無理すんなよ！　また死んだらどうする、今度こそ立ち直れんぞ俺は！」


    　情けないことを言いながらも、ほんのすこし、見直してしまうほど格好いい表情で。


    「たまには頼ってくれよ、……お姉ねえちゃん」


    　そういえば実の姉弟で、夫婦なんだ。


    　その絆きずなは娘のわたしが想像するよりずっと深くて重い。


    　お母さんは項うな垂だれて「……すまぬ」としゅんとした態度でつぶやいた。


    　その間にも『月つく読よみ神社』の精鋭たちは「かかれ！」「妖よう怪かいどもの跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こをゆるすな！」「この国は！」「平和は！」「我らが守るのだァーっ！」と相変わらずテンション高めに妖怪たちとバトル開始。


    　ただ、如何いかんせん数がちがいすぎる。


    　妖怪たちは見ているうちにも次々と膨ふくれあがるように増えており、対して『月読神社』はプロとはいえ人数は少ない。


    　わたしは彼らの激闘を見守りながら、根本的な疑問を抱いて。


    「そもそも、この『妖怪』たちはなんなの──どっから湧いてきたの!?」


    　天上のヴィシュヌに問うたが、彼女は不思議そうに。


    「あぁ、ガルーダ以外の『妖怪』どもについては吾われもようわからんのじゃよなあ──たぶん[image: ]あふれた『根の国』の穢けがれに触れて、器物や動植物の低級な『神々』が化け物になったのじゃろうけど、それらを集めてけしかけたのは吾ではないぞ」


    　噓うそか本当かわからないけど、それが事実だとしたら。


    　ヴィシュヌに頼んでも、倒しても無駄だ、『妖怪』たちは消えない。


    　そして彼らは、放っておいたら霊的災害として破壊を振りまきつづける。


    　どうにか駆逐しないといけないが、戦力が足りない……。
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    　状況はぐっちゃぐちゃだ。


    　どう考えても複数の勢力が、それぞれの思惑で行動している。


    　まとめてみよう。


    



    ①わたし／事態の真相を知るために、日ひ留る女めちゃんを捜していたらこの騒動に巻きこまれた。霊力を狙ねらってくる『妖怪』と自衛のために戦ったり、なぜか襲おそってくるガルーダに殴なぐられたり。玉たま藻もの前まえさんは娘の情雨じようちゃんの友達だからと、そんなわたしに協力してくれてる。


    ②お母さん／謎なぞの授業参観のプリントに呼びだされてきた。娘だと思っている日留女ちゃんを守るために行動してるみたい。『月つく読よみ神社』のみんなもそんなお母さんを助けにきてくれた。


    ③『妖怪』たち／なぜか大量発生して、おもにお母さんを狙ってる。ヴィシュヌも彼らがなんで集まって暴れてるのか知らない。


    ④ヴィシュヌ／ガルーダを操り、おもに日ひ留る女めちゃんを護衛させてるように見える。いかにも黒幕くさい言動をしてるが、よくわからない。


    　邪や神がみ三姉妹がわたしのことを忘れてたり、情雨じようちゃんが消えたり、意味のわからない現象も起きまくってるし──正直、混乱しすぎて頭がくらくらしてくる。


    



    「……鎖さ々さ美みさん、お願いがありますの」


    



    　玉たま藻もの前まえさんが、わたしを支えたまま見あげてくる。


    「『おじょうさま』は消えたのではなくて、薄まっただけ──なのだと思います。だとしたら、復活する望みはありますの。『おじょうさま』が宿している『まつろわぬものアラハバキ』は周りの『神々』を捕食し、取りこめます。ちょうど大量の『妖よう怪かい』どもがいるわけですし、連中を捕食すれば一挙両得なのでは？」


    　でも、薄れて消えて認識できない情雨ちゃんを、どうやって捜せば──。


    「何か、『おじょうさま』が残したものはありませんの？　もしかしたら、それをアリアドネの糸──よりしろにして、『おじょうさま』が留とどまっている可能性がありますの」


    「残したもの、って……あぁっ！　もしかして！」


    　わたしは思いついて、ポケットから情雨ちゃんの携帯電話を取りだした。


    　飾り気のないメタルシルバー配色の──同時に、それは甲かん高だかい音を鳴り響かせる。


    「わっ」


    　取り落としそうになりながら画面を覗のぞきこむと、そこに。


    『気づくのが遅いわよ』


    　簡素な、ゴシック体の文字列が並んでいた。


    『ごめん、急に姿を消して──あなたのことだから、泣いて心配したのでしょう。でも馬鹿ね、この蝦え怒ど川がわ情雨がそう簡単に死ぬもんですか』


    　腕組みし、不本意そうにそっぽを向く情雨ちゃんが見えるようだ。


    　じわじわと喜びが湧いて、玉藻前さんと顔をあわせて笑顔を向けあう。


    『何を気持ち悪い顔してんのよ、使えない下僕どもね。さっさとあたしを「妖怪」たちのところに運びなさい、言われないとわからないの？　たらふく捕食して不死鳥のように蘇よみがえってやるんだから！』


    「で、でも……」


    　これまで連絡してこなかったということは、情雨ちゃんはぎりぎり残った『霊力』をがんばって駆使して、文字を表示している。


    　彼女自身はほとんど消えかけているし、わたしと玉たま藻もの前まえさんも正直、限界だ──『妖よう怪かい』たちと『月つく読よみ神社』とガルーダが入り乱れる戦場に、迂う闊かつに飛びこんだりできない。


    　どうしよう？


    　頭を抱かかえそうになったけど、わたしは忘れていた。


    　いつだって。


    　わたしが心底困り果てたときには、手を差しのべてくれるひとたちがいる。


    



    「あなたは馬鹿ですね」


    



    　不意に響いた、ちいさな声音。


    「困っているなら、『助けて』と言えばいいのですよ。弱いのですから、愚かなのですから──無能なのですから。あなたが、好きなのですから。みんな、あなたが思ってる以上にね」


    　その声に、弾けるように振り向くと。


    　妖怪たちに穴だらけにされ、今にも崩れ落ちそうな廊下を──悠然と闊かつ歩ぽする人物がいた。
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    　その姿を見て、わたしは絶句する。


    　薄暗い桜こノの花はな咲さく夜や学園の校舎を、光の満ちた花畑に変えるような、神々しさ。


    　全身から色めく七色の後光を放った、この世のものとは思えないほど美しい女性だった。


    　長い長い黒髪は癖もなくさらさらと──足首のあたりまでのびて、その頭頂は陽光を模したような冠かんむりで飾られている。


    　まとうのは神話の時代を思わせるゆるやかな衣装で、手にも首にもたくさんの金環や宝石がちりばめられ、胸元にとくに大粒の勾まが玉たまが光っている。


    　片手に、見覚えのある朱塗りの刀袋──草くさ薙なぎの剣つるぎが収まった布ぬの鞘さやをもっている。


    　宗教画に描かれる女神そのものの──でも、顔立ちはわたしのいちばんの友達、邪や神がみかがみそのひとだった。


    「か、が……み？」


    　なんでおとなになってるの？　成長期だからといって！


    　目をぐるぐるさせて混乱していると、彼女は面倒くさそうに。


    「何を呆ほうけた顔をしてるのですか、いや元からでしたねそれは──まぁ、いちおう謝っておきましょうか。ごめんなさい、鎖さ々さ美みさん」


    　拗すねたように。


    「遅くなりました」


    　わたしの名を呼びちいさく会釈したから、何がなんだかわからなかったけど、無性に嬉うれしくて幸せで──。


    「かがみぃ！　わ、わ、わたしを思いだしてくれたんだね！」


    　全力で叫んで、ダッシュして飛びついた。


    　かがみは嫌いやそうに、そんなわたしを「ぐいぐい」と押しのけながら。


    「うぜぇのですよ。むやみに抱きついてこないでください、暑苦しいのです──まぁ、ともあれ真打ち登場なのですよ、もう大丈夫です」


    　鼻汁を垂らしたわたしの背中を「ぽんっ」と叩たたいて。


    「いつものように──あなたは、わたしが守ります」


    　麗うるわしい長髪を舞わせ、その瞳には烈火が宿る。


    　後光を燦さん然ぜんと煌きらめかせる彼女の手のなかで、突然、草くさ薙なぎの剣つるぎが真上に跳ねあがった。


    「いししししっ」


    　そして覚えのある、可愛かわいらしい声で笑ったのだ。


    「驚いたか！　いやぁ、巧うまくいったもんだ──たまはおっかさんイザナミに取り憑つかれてたせいで穢けがれまくりで不調だったし、あたしも弱ってたしさー、かがみの接続不良を治すついでに邪や神がみ三姉妹☆全員集合＆合体して支えあうことにしたんだよ、一時的に。そしたらさ、この状態なら本来の『最高神アマテラス』並みの権能を発揮できるみたいでさー」


    　この声は、つるぎか。


    　どうも彼女の本体である草薙の剣に『神霊』を預け、かがみに『霊力』を注ぐだけの存在になってるみたい。


    　啞あ然ぜんとしていると、かがみの胸元にぶらさがった勾まが玉たまから「たまもいるよ、ママりん！」と元気のいい声が。


    　草薙の剣＝つるぎが、勝手に動いてわたしの肩叩たたきをしながら。


    「おかげで同格の『太陽神』──ヴィシュヌの『改変』を突破して、記憶を取り戻せた。ごめんなぁ、肝心なときに頼りにならんで。でも、もう安心しとけ。『三種の神器』勢せい揃ぞろい♪邪神三姉妹総出撃で汚名を返上してやっからよ！」


    　そっか。


    　構図が理解できた──弱ってるお母さんはともかく、強大な『神々』である邪神三姉妹が、わたしのことを忘れている＝『改変』を受けてるってことは、彼女らより強大な存在が黒幕ってこと。


    　それはヴィシュヌだった──多神教神話における理想の『神々』、究極の『最高神』。


    　だけど、三身合体（？）してちからを補いあい、強大な存在と成った邪神三姉妹はそんなヴィシュヌからの干渉を弾き飛ばし、記憶を取り戻し、わたしを思いだしてくれたのだ。


    　空で輝く太陽ヴィシユヌに、朱塗りの袋から抜き放たれた諸もろ刃はの剣が──突きつけられる。


    「おうおう、異国の『最高神』よ！　ひとんちで偉そうな顔しやがって、何様だぁ!?　悪いけど、神話の時代からこの国の太陽は可憐で無敵プリテイ＆ダイナマイツなアマテラスちゃんと決まってんだよバーカバーカ!!」


    「……気が抜ける連中じゃの、この国の『神々』は──」


    　苦虫を嚙かみつぶしたように、ヴィシュヌは顔を歪ゆがめたが。


    　すぐに、厳おごそかに。


    「ちっぽけな地方神話でしかないおぬしらが、圧倒的宇宙観をもちすべてを内包する吾ら印度神話に対等な口を叩たたくでないわ。吾われは全知全能にして『神々』の王──ヴィシュヌであるぞ」


    「うるせーな。全知全能の何が偉いっつーんだ、何も不可能がねーってつまんねーよ、生きてねーってことだよ。あたしらは無力で馬鹿で失敗だらけだから、がんばって支えあってんだよ。


    ギリシアのときも思ったけど──関係ねーんだからスッコんでろ!!」


    　怒鳴るつるぎ草薙の剣に、ヴィシュヌは面食らったようだが。


    　太陽が、赤黒く濁った。


    　禍まが々まがしく怪気炎をあげて、その輪郭が髑どく髏ろのかたちをつくる。


    　印度インド神話は残酷で。


    　闘争に明け暮れ。


    　凶悪で無惨で──人間がまだ獣だったころの獰どう猛もうさを、本能を忘れていない。


    　そんな原始の神話を統すべるものが、全力で牙を剝むいた。


    「言ってもわからんかもしれんが、吾はおぬしらの後始末をしてやっておるのじゃぞ──ぬけぬけと、関係ないとはよくぞ吐ぬかしたわい。……踏みつぶすぞ、虫けらども!!」


    「やれるものなら、やってみるのです」


    　かがみが草くさ薙なぎの剣つるぎを正眼に構え、名前のとおりに水鏡じみた両目に灼しやく熱ねつの炎を灯して。


    　わたしを背後にかばって立つと、麗うるわしく宣告した。


    「わたしは今、猛烈に熱血しているのです──ええ、私し怨えんです。あなたがどんなご大層なお題目を抱えて行動しているのかは知りませんが、あなたはやっちゃいけないことをした……。あなたはわたしを怒らせたのです。よくも思い出を、友情を、心を、わたしのすべてを踏みにじってくれました！」


    　どん、と彼女は踏みだして、全身を輝かせながら怒鳴った。


    「この怒りを燃やしてわたしは戦います！　今のわたしは姉と妹のちからを習合し、三さん位み一いつ体たいを顕したこの国の『最高神』──名づけて！　かがみＡエース!!」


    　殺虫剤みたいな名前だなあ。


    「Ａとは！　もちろん太陽神アマテラスであり！　成長したこの姿──大人アダルトであり！　究極アルティメツトであり！　最終兵器アトミツクであり！　最終戦争アルマゲドンであり！　何よりも……」


    　そこでやや言い淀よどんで、真っ赤になって俯うつむいて、でも勢いがついて止まらないのか。


    「鎖さ々さ美みさんへの、わたしからの、あ、あ、ああ──」


    　全力で叫んだ。


    「愛!!　なのです!!」


    　かがみ飛ばしてるなあ。


    　しばらく出番なかったせいかなあ……。


    「愛だかなんだか知らぬが」


    　ヴィシュヌは「言わなきゃよかった！」と羞しゆう恥ち心しんから蹲うずくまってるかがみをスルーして、声高らかに忠実な下僕へと命じる。


    「吾われと同格にまで己を高め、『改変』を受けつけぬおぬしは目め障ざわりじゃ──消えてもらうぞ、やれガルーダ！　吾の神獣！　アジアの守護者よ！　吾に逆らう火の玉娘に身の程を思いしらせてやれい!!」


    「ホァァアアアアアアア!!」


    　妖よう怪かいたちをちぎっては投げていたガルーダが、主の号令に反応してかがみに襲おそいかかる。


    　やはり、信じがたい迫力だ──大洪水が迫ってくるみたいだ。


    　一瞬で接触。


    「こんにゃろ!!」


    　かがみが身構え、その手のなかで草くさ薙なぎの剣つるぎ＝つるぎがガルーダの重ねた両拳の一撃をがっしり受けとめる。


    　草薙の剣＝神剣アメノムラクモは守護の剣──その防御力は日本神話でも屈指である。


    「たまも遊ぶーっ！　ゴーゴー!!」


    　かがみの胸元で、八尺瓊やさかにの勾まが玉たま＝たまが爆光を吐きだした。


    　勾玉とは胎児の似姿であり、生命の象徴だ。


    　いまだ科学が解き明かしてない生命エネルギーの奔ほん流りゆうが、ガルーダの全身を打ちのめす。


    　身み悶もだえるガルーダだが、かがみは彼を無視し──怯ひるんでいるうちにその身体からだを駆けあがると猛もう禽きんの顔面を踏み台にして、高々と跳躍した。


    「ホァ!?」


    　ガルーダが驚きの声をあげ、咄とつ嗟さに両手を振りまわしたが届かない。


    　かがみは神衣と長髪を揺らして真っ直すぐに太陽へと向かっていく。


    「なんじゃと!?　きさま、吾の可愛かわいいガルーダを踏み台にするとは!?」


    「うるせぇのですよ!!」


    　ぐぐっと握り拳をつくって、かがみが吼ほえる。


    「高いところから見下ろして腹が立つのですよ──ぶん殴なぐってあげますから退場しなさい、印度インドの太陽よ!!　次に朝陽がのぼるときには、あんたの居場所はここにないのです!!」


    　痛快に。


    「邪や神がみ三姉妹をぉお──なめんじゃねぇえええええ、のですよ!!」


    　条理も何もかも無視して、その拳が太陽に勢いよく激突し、空での位置をずらした。


    　馬鹿馬鹿しい。なんだこれ。


    　ギャグ漫画みたいな光景だった。
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    「今ですの！」


    　仰天して悲鳴をあげるヴィシュヌの声をＢＧＭに、呆ぼう然ぜんとしているわたしの手を引き、玉たま藻もの前まえさんが走りだした。


    　その手には、いつの間にか情雨じようちゃんの宿った携帯電話があった。


    「優勢なように見えますが、自国内とはいえやはり『神々』としての力量差がありますの──『最高神アマテラス』の『神霊』は『月つく読よみの巫み女こ』に幽閉されたままですし、邪神三姉妹が集合したとはいえ全盛期のちからは取り戻せていないはず!!」


    「ど、どうすればいいの？」


    　見あげた先、大空では前代未聞の生身の少女と太陽のガチ殴なぐりあい、という見たことない光景がつづいている。


    　大爆発が轟き、世界の景色が揺れて乱れて──。


    「相手を弱らせればいいんですの、穢けがれをぶつけて。そうすれば、邪神三姉妹は勝てるかもしれません。幸いに、今のこの国には穢れが[image: ]あふれている。わかりやすいかたちで、妖よう怪かいどものかたちに凝着してね」


    「で、でも──どうやって『妖怪』から穢れを集めれば……」


    　質問ばかりの自分が嫌いやになるが、玉藻前さんの返答はシンプルだった。


    「博ばく打ちをうつには元手が必要ですのよ。情雨、あなたは怒るかもしれませんわね──また危ない真ま似ねをして、って」


    『え？　いまママ、あたしを名前で呼んでくれた？』


    　携帯電話の画面に、情雨ちゃんのややお間抜けな反応が記述された──その直後だった。


    　玉藻前さんが両手で娘の宿った文明の利器をおでこに押しつけ、祈るように。


    「受けとりなさい、かわいこちゃん──あたくしの一万年を!!」


    　輝きが[image: ]れた。


    　携帯電話を中心に、大爆発が生じる。


    　吹き飛ばされそうになりながら、瓦が礫れきや破片、砂すな埃ぼこりで曖あい昧まいな視界のなか──わたしは、それを目撃する。


    「あ、あれ？」


    　びっくりした顔で立っている、それは蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんだった。


    　玉たま藻もの前まえが、『神霊』状態になって情雨ちゃんの『まつろわぬものアラハバキ』に取りこまれたのだ──自分自身を霊力にまで戻して、希薄になっていた情雨ちゃんを復活させるために。


    　なんという献身、母の愛。


    　情雨ちゃんは高校生ぐらいの見た目のまま、ただし服装が玉藻前さんのコスプレみたいになってる──陰おん陽みよう師じのような衣服、頭には狐きつねの耳、お尻しりからは九つの尻しつ尾ぽ。


    　やや尖とがった八重歯を覗のぞかせて、ふわふわモフモフになった情雨ちゃんは。


    「ま、ママ！　なに勝手なことしてんのよ！」


    『ごめんなさい、ですの』


    　尻尾のひとつが動いて、そこから玉藻前さんの声がした。


    『安心して、完全にあたくしが消え失うせたわけではありませんの──大部分は譲渡しましたが、あたくしの心はここにある。馴な染じむでしょう、あなたには半分妖よう狐この、あたくしの血が流れてる。あたくしのちから、どれだけ使いこなせるか……』


    　思いだしたように、楽しそうに。


    『授業参観、させてもらいますわ♪』


    「面白いじゃない──」


    　情雨ちゃんは拳をにぎにぎと、確かめるように動かした。


    　その間にも、無数の『妖よう怪かい』たちが周りに群がっている。


    　廊下に収まらないほど巨大なもの。


    　ぎざぎざの牙や角や棘とげを生やしたもの。


    　伝説に謳われる妖怪、妖獣、妖よう精せいたちの揃そろい踏みだ。


    　けれど、負ける気がしない。


    「格好いいとこ、見せてあげる！」


    　あっという間に、情雨ちゃんが『妖怪』たちのなかへ切りこんでいった。


    　その全身に青白い狐きつね火びがまとわりつき、それらは鞭むちのように化け物どもを切り刻む。


    　打ち倒された『妖怪』は霊力に還元され、『まつろわぬものアラハバキ』に捕食される。


    　そのたびに、情雨ちゃんの勢いは増していく。


    　どんどん群がってくる『妖怪』たちに、『アラハバキ』の首領は不敵に笑った。


    「あんたたち──掃除機みたいに消し去ってあげる！」


    　胸がすくほど、圧倒的で、美しく頼もしかった。


    　呆ぼう然ぜんと見み惚とれるわたしの目の前で、情雨ちゃんは『妖怪』たちを木こっ端ぱ微み塵じんにしながら──くるくると舞う、踊る。


    　妖よう狐この特徴をもつ今の彼女は、まるで母の玉たま藻もの前まえさんと一緒にダンスしてるみたいだ。


    「あんたたちが百ひやつ鬼き夜や行こうならぁあああ……」


    　堂々と、この国の忘れ去られた『唯一神』は宣言する。


    「あたしたちは、千、万、億、いいえ──兆ちよう鬼き夜や行こうよ!!」


    　まさに一いつ騎き当とう千せんどころじゃない騒ぎで、彼女は聖者モーゼの奇跡みたいに妖よう怪かいの海を割り開く。


    　その身体からだへ、『妖怪』どもに充満していた穢けがれが集まって……。


    　それらを手のひらに集めると、空を睨にらみ据える。


    　すっかり大暴れしたせいで壁が崩れ去り、見晴らしがよくなった校舎の向こう──大空の只ただ中なかで戦っているかがみへ。


    「止とどめは任せるとか、脇役みたいで嫌いやだけどね」


    　苦笑してから、叫ぶ。


    「受けとりなさい、集めた穢れをありったけ！　これでヴィシュヌを──」


    「嫌です」


    　かがみが問答無用で切り捨てた。


    　しばし、情雨じようちゃんは可愛かわいらしくぽかんとして、やがて沸ふつ騰とうする。


    「ななな、何言ってんのよあんた！　このあたしが協力してやるのよ！　泣いて喜びなさいよ！　ほらぁ、鎖さ々さ美みさんからもなんとか言ってやりなさい！」


    　服を引っぱられたが、どうしろというの。


    　そんなわたしたちを、かがみは「じとーっ」とした目つきで眺めて。


    「知らんうちにまたずいぶん仲良しになったみたいですね──そいつ、わたしを苦しめた組織の人間なのに。ていうか、わたしが鎖々美さんのいちばんの親友なのに……。勝手に飛びだしてそんなひとと旅行して、せめて相談してくれたら、……うらぎりもの。べつにお説教なんてしませんし、あなたが望むならわたしだって協力したのに、……どんだけ心配したと思ってるんですか、それなのにあなたは目を離すとすぐ他のひととイチャついて……」


    　わあ、面倒くさいなあ。


    　わたしは途方に暮れそうになったけど、とりあえずご機嫌をとってみる。


    「あ、あの──かがみ？　ごめんね、除のけものにするつもりはなかったんだよ？　ただ、わたしも落ちこんでて余計なこと考えられなくてね？」


    「そうですか、わたしは余計ですか……」


    「うわあ。ちがうの、えっと──そうだ！　ぜんぶ解決したらデートしよう！　甘々でいちゃいちゃのデート！　ね！　なんでもかがみの言うこと聞くから機嫌なおして！　好き好きチュッチュ♪♪」


    　投げキッスを飛ばしてみた。


    　かがみはジト目でわたしを睨にらんでいたが、やがて「はあ……」と溜ため息いきをつくと。


    「相変わらず気持ち悪いですね。不愉快です、拝み倒すしか能のない──でも、まあ、わかりました。それしか対価を支払えないなら、妥協してやりましょう。えへん。ほんとに、なんでも言うこと聞いてもらうのですよ、絶対ですよ」


    　念押ししてくるので、こくこく頷うなずいた。


    　よかった、とりあえず納得してくれたみたい。


    　これでヴィシュヌに対抗できる！　さぁ情雨じようちゃん、集めた穢けがれを──。


    「じーっ……」


    　と思ったのに、情雨ちゃんはわたしを捨て犬みたいな顔で見据えて。


    　かみかみ爪を嚙かみながら。


    「あたしが、いちばんなのに──宿敵なのに……」


    　うわぁ、今度はこっちが!?


    　なんだか面倒になってきて、わたしは最後のちからを振りしぼって「権現アバター解放！　権現アバター№１『神魚マツヤ』！」と全身を変身させる。


    　ヴィシュヌのちからに頼るのは癪しやくだけど、他に方法がない。


    「みんな聞いて！」


    　コミュニケーション能力の低い、他人とまともに話せないわたしだけど。


    　今だけは、声を大にして言わなくちゃいけない。


    　わたしは主人公ではなく、あらゆる立場は日ひ留る女めちゃんに奪われた。


    　何者でもないわたしが、でも、だからこそ何にも縛られずに主張できる。


    「この世界は侵略されてる！　ちいさな世界だけど、わたしにとっては大事な人生のすべてだった！　この町は、異国の『神々』に弄いじくられ、好きに『改変』されて、歪ゆがめられてる!!　こんな侵略を、わたしたちを馬鹿にした行いをゆるしちゃいけないよ！」


    　邪や神がみ三姉妹が。玉たま藻もの前まえと同一化した情雨ちゃんが。お母さんが。お父さんが。『月つく読よみ神社』の人々が。避難している桜こノの花はな咲さく夜や学園の生徒や教師たちが。


    　ヴィシュヌが。


    　そして、わずかに目を開いた日留女ちゃんが、聞いてくれるといい。


    「ちっぽけでつまらなくて、でも、かけがえのない──日常を！　お願い、一緒に守って！　わたしを、退屈で平和で、でも大好きだったみんなのところに帰して！　勝手に出て行ったくせに、今さらだけど──わたし、みんなとまた一緒に暮らしたいよ！」


    　その言葉が、届いたかはわからない。


    　無駄に声を嗄からして、恥ずかしい気持ちを叫んだ、喉のどを痛めただけなのかも。


    　でも、応じてくれる──優しいひとたちがいた。


    「わかったわよ、もう！」


    　頭を搔かきむしってから、情雨じようちゃんがわたしの肩を力強く叩たたき、天を見あげる。


    　そして握りしめた穢けがれのかたまりを、かがみに投げつける。


    「受けとりなさい！　あとは知らないわ、どうにでもしなさいよ！」


    「仕方ないですね……」


    　かがみも真剣な表情になると、迫ってきた穢れの軌道を器用に草くさ薙なぎの剣つるぎの結界で歪ゆがめ、煌きらめく太陽へとぶつけた。


    　ヴィシュヌの太陽は日につ蝕しよくのように抉えぐれ、耳みみ障ざわりな悲鳴をあげる。


    　その最大の隙を、見逃す邪や神がみ三姉妹ではなかった。


    「これで──」


    　声を揃そろえて、三人いっしょに。


    「終わりです!!」


    　咆ほう哮こうすると、その全身から霊力のかたまりを解きはなった。


    　太陽と太陽の輝きがぶつかりあい、世界が一瞬、ビッグバン以来の誰も体感したことのない輝きに包まれて──。
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    「……やぁれやれ」


    　ぽんっ、と軽快な音をたてて、太陽が姿を変じる。


    「今回は吾われの負けか」


    　ちいさな、褐色の肌の少女──ちょうど小学生ぐらいの、ヴィシュヌの姿だ。


    　彼女は自由落下をするが、その途中で巨大な猛もう禽きんの姿になったガルーダに拾われる。


    　その頭部に腰を落ちつけ、胡座あぐらをかいてから。


    　彼女を見据える邪神三姉妹や情雨ちゃんに、そっと視線を向けて。


    　溜ため息いきをついた。


    「全知全能と自惚うぬぼれてみたが、この世にはわからぬことばかり、できぬことばかり──ままならぬのう、ガルーダよ？」


    「だからこそ愉快なのだと本官は思います主殿。然しかれどもここは論理も条理も異なる他国──さらに主殿は本性ではなく能力が制限された権現アバター。今回の件に関しましては些いささかも主殿の名誉を穢すものではないと本官は愚考するものであります」


    「え!?　今のガルーダ!?　おぬし意外と流りゆう暢ちように喋しやべれたの!?」


    　驚きながら、彼女は「るる～ん♪」と最後に、わたしに視線を向けて。


    　にんまりと、悪巧みしてるような笑みで。


    「今回は負けじゃ、けれど──只ただでは負けぬ、ひとつ嫌いやがらせをしておこうかの♪」


    　その瞳ひとみが、こちらを射抜く。


    「否いな、あるいは吾われは役目を果たすだけ──吾とて、このおおいなる世界のいちぶ、理からは逃れられぬ。吾は対価に応じ、奇跡を与うる現世利益の神。おぬしの願い、まだ叶かなえておらんかったの、月つく読よみ鎖さ々さ美み」


    　瞬間、疲ひ弊へいしぼろぼろになっていたわたしの身体からだが──内側から炙あぶられる。


    　立っていられず、その場に崩れる。周りでみんなが叫んでいる……。


    「おぬしの願い、叶えよう」


    　るる～ん♪　るる～ん♪


    「ただし、奇跡の代償は──いつだって、最も大事なものと相場が決まっておる」


    　と耳鳴りのようなヴィシュヌの笑い声のなか、わたしの意識は途切れて消えた。
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     第十三話／奇跡を、もうひとつだけ②


    



    　電車のなかだ。


    　がたんごとんという小刻みな震動が、古ぼけた寝台列車──その客車を揺らしている。


    　窓の外は真っ暗で、星明かりすら見えない（がたんごとん）田舎道なのか、街灯や家々の電灯も見当たらずに、やや物寂しい。


    　二人がけの座席が向きあうかたちでずらずらと並んでいて（がたんごとん）だけど客の姿はない。無人の電車はそのまま（がたんごとん）長い長いトンネルを……──。


    　脱ぬけた。


    　薄く開かれた窓から、風がふわっと差しこんで。


    　唯一、いつの間にか客席に座っていた少女の髪の毛を撫なでる。


    　おおきな旅行鞄かばんをとなりに置いて、そこに頭を預けてうたた寝をしている、癖っ毛の女の子。


    　それは『わたし』だ。


    　α波がでてるようなリラックスした表情で、呑のん気きにすやすやと──。


    　覚えている。


    　これは、実家である『月つく読よみ神社』から家出をしたとき、飛び乗った寝台列車だ。


    　でも、おかしい──それならすぐそばにお兄ちゃんがいるはずなのに。


    『わたし』は独りぼっちだ。


    　そうだ、そういえば──不自然なくらいに、日ひ留る女めちゃんを中心とした世界観のなかではお兄ちゃんに言及するひとがいなかった。


    　最初から、存在しなかったみたいに。


    「日本神話には特異な点がある」


    　いつの間にか、『わたし』が瞼まぶたを開いて、こちらをじっと見据えている。


    　その雰囲気から──すぐにわかった。


    　ヴィシュヌだ。


    　印度インド神話の『最高神』。


    　撃退したかと思ったのに、まだ話し足りないことがあったらしい。


    「あらゆる神話では、神と人間には明確な区別が、地位の差がある。神が創造主で、人間は披造物じゃ。あるいは人間が死んだり偉大な功績を残すと、神に成る。両者の距離は開いていて、明確に異なっている。おおきな壁に阻はばまれた、上下関係じゃ」


    　不可思議そうに。


    「だが、日本神話にはそこに区別がない。神と人間は同じように考え、笑い、泣き、食べ、喧けん嘩かをする──神が人間を創ったという記述がなければ、人間が神に成るための方法も確立されておらぬ。ごく当たり前に、地続きのように、『神々』の物語は人々のそれへと切り替わっていて──あまりにもごく自然に、神話は歴史となっている」


    　それは、日本神話を学ぶものが必ずつきあたる謎なぞだ。


    「どこで切り替わったのか？」


    　その疑問に答えはあるのだろうか。


    「造化三神による天地創造か？　伊弉諾尊いざなぎのみことと伊弉冉尊いざなみのみことによる神産み・国産みか？　天照あまてらすとその子孫による天てん孫そん降こう臨りんか？　神じん武むの東征か？　卑ひ弥み呼こを待たねばならぬか？」


    　ほんの短い時間しか生きておらず、知識も中途はんぱなわたしに、全知全能の彼女にすらわからないような疑問に答えはだせない。


    「かつて──」


    　ふと思いだすように、彼女はゆるく吐息を漏らして。


    「どこまでも『神々』と人々の区別がなかったこの国で、『神々』としての『最高神アマテラス』は疲れきって隠棲し、そのちからを子孫であるニニギノミコトに託して引退した──天孫降臨じゃ」


    　そのとき引き継がれたアマテラスの『神霊』、魂のようなものは、わたしの一族──『月つく読よみの巫み女こ』の胎内に幽閉され、受け継がれていった。


    　繰りかえされる近親婚と、醜みにくい執着心によって。


    「だが人間の子孫がいたということは、アマテラスも人間だったのではないか──否いな、人間としてのアマテラスと、神としてのアマテラスが同時に存在したのではないか？　神話と歴史が混こん沌とんとしていた時代に、それは当然に考慮すべき推測じゃ」


    『神霊』は、魂は、心は『月読の巫女』のなかで受け継がれた。


    「ならば、肉体はどこへいった？」


    　この物質世界で生きていくかぎり、神々すらも『神霊』のみで、概念のみでは行動しにくい。


    　少なくとも人間の子孫を残したなら、そのとき受肉をしていたはずだ。


    　その肉はどこへいった？


    「かつてこの地上でたしかに生きていたはずの、人間としてのアマテラス──人間と区別がつかない、寿命があり、痛みがあり、生活があり、喜き怒ど哀あい楽らくがあった、ひとりの少女は誰からも忘れられていた」


    　そうだ、どうして誰もそのことに思い至らないのだろう。


    「人間としてのアマテラス、生き物としてのアマテラス、邪や神がみつるぎとなったその『神霊』の残りかすすら、忘却の彼方に置き去りにしたひとりの少女……」


    　その名は、きちんと記録されてすらいるのに。


    　古事記と並び立つ日本神話の原典、いわば聖書である日本書紀に曰いわく。


    「その哀れな少女の名前はオオヒルメムチ──漢字では、大日霊貴。『大』と『貴』は尊称ゆえ、正しくはヒルメのみ」


    　むかし、この国の太陽だった、誰からも忘れられた少女。


    「歴史上の人物としてのアマテラス──この国のあけぼのに、たしかに肉をもち寿命をもち生きていた人間の少女。彼女はクシナダヒメのように、その命を終えることで『神々』に列席した。人間の名を忘れ去られ、ただアマテラスとのみ呼ばれながら」


    　死は、肉体からの遊離だ。


    　死ぬことを、成じよう仏ぶつともいう。人間は死んで神仏になる。


    「肉体を棄すて、神仏となって──そのとき失われたオオヒルメムチの人生を、誰ひとり顧みない。吾われは、それを可哀かわい想そうと思ったのじゃ」


    　オオヒルメムチという肉体は、そのとき死んだ。


    『神々』となった『神霊』──アマテラスは、大部分は天てん孫そん降こう臨りんをともなって『月つく読よみの巫み女こ』に囚とらわれ、その残りかすは邪や神がみつるぎになり、彼女は草くさ薙なぎの剣つるぎをよすがにして自ら受肉したが、それはオオヒルメムチとは別の肉体だ。


    「科学文明が発展し、火を、電灯を発明した人々は夜の闇やみを恐れなくなった──同時に太陽への畏い敬けいも薄れ、自然への崇拝は失われ、役目をなくした世界各国の『太陽神』たちは吾を中心として肩を寄せあい、習合することでこの世に留とどまった」


    　仏教の開祖を権現アバターのひとつと解釈することで、印度インド神話が仏教を取りこんだように、ヴィシュヌはまるで『まつろわぬものアラハバキ』のように他の『神々』を吸収する。


    　かつては他の神話の『最高神』だったガルーダやクリシュナ、多くの『神々』を従え、また同格の存在であるシヴァやブラフマンなども姿を変えたヴィシュヌだと解釈される。


    　彼女はひとりであらゆる神性を有し、無数の神話を取りこんで、まさに全知全能の多神教神話における唯一神というひとつの矛盾を達成しているのだ。


    「ラー、アポロン、シャマシュ、ケツァルクァトル──あらゆる『太陽神』は、吾のなかで眠っておる。安らかな神の国ヴアイクンタで、悠ゆう久きゆうのまどろみにひたっておるのじゃ。アポロンとて、ギリシア神話があのような騒動を起こさなければ、永久におとなしくしておったろうに」


    　溜ため息いき交じりに。


    「唯一、現代でも生き残り、広く信仰を集めている『太陽神』は──そうして他の太陽神を習合し生き残りを図った吾と、日本神話の『最高神』アマテラスのみ」


    　そうだ。


    　実は不自然なぐらいに、世界各国ではすでに『太陽神』は信仰されていない。


    「だがアマテラスも例外ではなく、宇宙のようにすべてを取りこんだ吾のなかにいちどは習合されるはずじゃった。けれど、そのときアマテラスの代わりに身を差しだしたのが、人間としての彼女──オオヒルメムチじゃった」


    　彼女は身代わりに、生け贄にえになったのだ。


    　たとえその肉が滅んでも、けして心だけは捧げまいと。


    「吾われはまんまと騙だまされて、そのことに永く気づかんかったが──今回、おぬしの願いに吾のなかに習合された彼女が反応し、停止していたオオヒルメムチの物語が動き始めた」


    『現代のトロイア戦争』開幕に合わせて、ヴィシュヌのなかからアポロンが飛びだし、自由気ままに振る舞ったみたいに。


    　今回は、オオヒルメムチの物語が始まったのだ。


    「おぬしの願い、そう──『お兄ちゃんを助けたい』によって」
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    「おぬしのお兄ちゃんは、吾の可愛かわいいガルーダと同じように何度も何度も『改変』され、書き換えられて、世界に焼きついてもう二度と誰からの『改変』も受けなくなっておる。いちど滅べば、霊力の届かぬ彼を救う手だてはほとんどなかった」


    　今さら、絶望的な事実を明かされる。


    「ただし、新たな書きこみができないだけで、そのような末期的な『神々』とて──もともと記述されている内容には従ってくれる。吾の下僕、乗り物として記述されたガルーダがいまだに吾の言うことを聞くみたいに」


    　書き換えられすぎた『神々』を左右できるのは、その存在の根幹に関わるものだけ。


    　その歴史の、凝り固まった物語の登場人物だけ。


    「彼に命令をくだせる存在がおった──誰からも忘れ去られた月読神臣という存在の、成立に関わっているものが、吾のなかでずっと眠っておった。オオヒルメムチじゃ。彼女はおぬしの願いに反応し、お兄ちゃんを救うために現世に蘇よみがえった」


    　お兄ちゃんがどういう秘密を抱えた存在なのか、わたしは理解していないけど、とにかく彼の復活のためには日ひ留る女めちゃんの存在が必要だったらしい。


    　すべてを捧げ、肉体を失った日留女ちゃんに、再びの人生を与えたのは──。


    　この世に輪りん廻ね転てん生しようさせたのは、わたしの願いだったのだ。


    　わたしの願い→それによって復活した日留女ちゃんのちからでお兄ちゃんの復活→日留女ちゃん自身の願いで、彼女は『平凡な生活を送る』──。


    　迂う遠えんで、だけど必要な行程を経て、そんな奇跡が起きた。


    「おぬしの望みによって生まれた日留女は、おぬしとその協力者である情雨じようと直結し、その積まれた善行によって生みだされた『徳』で管理・維持されておった。日留女は死者で、この世界観から忘れ去られていて、だからこそ留まりつづけるためには膨大な『徳』が必要じゃった」


    　いろんなことに合点がいった。


    　情雨じようちゃんがいちど消失してしまったのは、その『徳』──霊力の供給先である日ひ留る女めちゃんに触れたからだ。


    『徳』のすべてをわたしにまわしてくれていた彼女は、保持している霊力が少なかった。


    　ゆえに、わたしよりも先に限界がきて、日留女ちゃんとの接触によって消えたのだ。


    　存在を保っていられずに。


    　どうでもいい疑問にも解答が得られた。


    　わたしが幼い姿小五ロリになっていたのも、わたしは肉体を、人生ごと日留女ちゃんに貸していたから──なのかも。


    　今の幼い身体からだは、ヴィシュヌがつくった、仮のもの。一般人には認識できない神仏、お化けで、わたしたちはずっと臨死体験しているようなものだったのかも。


    　わたしたちは、わたしから肉体と人生を奪った日留女ちゃんが生活するこの町で、彼女の周囲を『改変』しつづけるために、必死に善行を積み『徳』を得るために駆けずり回っていた。


    　本来、この世にいちゃいけない彼女を世界に受けいれさせるためには、そんながんばりが必要だったのだ。


    　いや正直、最初からそういう事情を説明してほしかったけど──。


    　要らん苦労を背負いこまされたわたしたちが、怒って『徳』を集めなくなったりすることを、ヴィシュヌは心配したのかなあ。


    「おぬしの願いを叶かなえるために、もっとも早道の方法じゃった。吾われは全知全能の、現世利益を与える『最高神』──すべての願いを叶えなくてはならぬ」


    　ヴィシュヌは自動的に、願いに反応して奇跡を起こしていた。


    　そこに彼女自身の意志はなく、あくまでその性質を全うしていただけなのかも。


    「そして、日留女にも願いがあった。彼女は人間じゃ、だからこそ弱いから、『神々』に縋すがる。祈る──必死に押し殺された、けれど切実な願いじゃった」


    　それは、願いと呼ぶのも憚はばかられるほどの。


    「オオヒルメムチが望んだのは、ほんの些さ細さいな幸福。母と買い物をし料理をつくり、気心のしれた友人と他愛ない会話をして、できれば恋もしたい──ふつうの女の子の、ごく当たり前の願いじゃ」


    　むしり取られた彼女の人生に、欠けていた、人間として当たり前の幸福。


    「ちいさな未練じゃ、吾とて異国で無理を押しとおしつづけるのは難しい──ほんのわずかな時間だけ、可哀想な日留女に幸せな生活をさせてあげたいのじゃ」


    　ヴィシュヌは、それこそ祈るように。


    「おぬしには、負担をかけてばかりですまぬと思う。おぬしが必死に善行を積み、化け物と戦い、苦しみぬくのは少女ひとりの生活を守るため。見返りはほとんどない。おぬしにとっては人生を奪いとられるようなもの──気持ちのよいものではないじゃろうし」


    　日ひ留る女めちゃんがわたしと入れかわったのは、願ったのがわたしだからか。


    　わたしでは自らが抱いた『お兄ちゃんを助けたい』という願いを叶かなえられなかった、だから、それが可能なひとにバトンタッチをした。


    　オオヒルメムチの子孫である『月つく読よみの巫み女こ』であるわたしは、入れかわりやすい立ち位置だったのだろうし。


    　死者である彼女がこの世界で生きるためには、誰かと入れかわり、その肉体と居場所を──立場を奪うしかなかった。


    　ともあれ、わたしは納得した。


    　日留女ちゃんには、最初から最後まで悪意はなかった。


    　ただ当たり前の幸福を、受けいれて、生活をしていただけだ。


    　その身を捧げ、自分を押し殺し、放り棄てられ──誰にも顧みられず、忘れ去られた彼女。


    　それは『月読の巫女』として使い潰つぶされていたら、いつかわたしも同様に迎えていた結末かもしれなかった。


    　同情したし、共感もあった。


    　だから。


    「わかった」


    　わたしは聖人君子じゃないけど、平和な日常を奪われる苦痛はわかるつもりだ。


    　それに、お兄ちゃんを蘇よみがえらせるために日留女ちゃんが必要なら、それはわたしの願いも叶うってこと──この人生を、ほんの短い間でよければ、貸してあげてもいい。


    「それなら、お兄ちゃんも、日留女ちゃんも、わたしも、あなたも──全員が、満たされる。幸せな結末だもの」


    　そうだよね？


    　わたし、間違ってないよね？


    「これまで、わたしは与えられてばかりだったから──すこしは返したいよ」


    　つぶやくと、ぎゅっ、と誰かに手を握られた気がした。


    　肉体を失っている、今のわたしには、ありえない──だから錯覚だったのかもしれない。


    　誰かが寄り添ってくれている。


    　あったかい、その体温も。匂いも、肌触りも。


    　たしかに感じたんだ。


    　ずっと求めていた。反はん芻すうし、嚙みしめていた──大事なひとのぬくもりだもの。


    　日留女ちゃんは──たぶん、わたしの願いを叶えてくれたのだ。


    「兄妹じゃの、罪と穢けがれと痛みのすべてを抱えて地獄の底まで流されゆくか」


    　ヴィシュヌが、深々と頭を垂れる。


    「棄すてられた仔こよ、その妹よ──おぬしらのこと、このヴィシュヌだけは忘れまいぞ」


    　電車が、トンネルを脱ぬける。


    　いつの間にか夜明けで、噓うそみたいに、太陽の輝きに満たされる。


    　昇天するみたいに。


    　輝きに満ち[image: ]あふれて。


    　──これで良かったんだよね？


    



    　この日、月つく読よみ鎖さ々さ美みは消失し、幸せな兄妹が残された。

  


  [image: ]



  
     第三部　ブラフマン


    


     第十四話／朝だよお兄ちゃん


    



    　お兄ちゃんが呼んでいる。


    「おはようございます～、朝ですよ～♪」


    　もちろん、踊るように踏みこんできたお兄ちゃんが見ているのは、『わたし』ではない。


    　我が家の、壁をぶち抜いてすごく広くしている、わたしの部屋。


    　組みたてられたいくつもの自作パソコンと、ぬいぐるみだらけのベッドと、観葉植物。


    「早く起きないとお兄ちゃんが『それは……おまえを食べるためさぁ！　性的な意味で！』と赤ずきんちゃんプレイをしますよハァハァ！　僕は妹で童貞を捨てるッ!!」


    「ひゃっ」


    　驚いて振り向いたのは、姿見の前で着替えていた小柄な女の子だ。


    　起こしにくるまでもなく、生き真ま面じ目めに早起きしていた彼女は、寝間着を脱いで桜こノの花はな咲さく夜や高校の制服を片手に、上半身はだかで立っていた。


    　可愛かわいらしい肩と鎖骨を丸見えにしたまま、ぎこちない手つきでホックを留めようとしている。


    「な、なんなのお兄ちゃん、朝っぱらから──」


    　顔を真っ赤にして、制服を身体からだの前に押しつけ、肌を隠していた。


    　その少女の見た目は、わたしと同じだ。


    　いつも自分が喧やかましくしないと起きてこない『わたし』がもう目覚めていたので、お兄ちゃんは「あ、あれ？」という感じに戸惑っている。


    　そんなお兄ちゃんを溜ため息いき交じりに眺めて、彼女は微ほほ笑えむ。


    「わざわざ起こしにこなくてもいいのに、もう子供じゃないんだからさ──」


    「そうですよね」


    　いじいじと、部屋の隅っこで体育座りをするお兄ちゃん。


    「もうあなたは高校生ですもんね……。お兄ちゃんはいらないお兄ちゃんなんですよね……」


    「うわ、面倒くさっ！」


    　拗すねちゃったお兄ちゃんに、ようやく着替え終えた少女は、歩み寄って頭を撫なで撫で。


    　優しく笑って。


    「安心して。お兄ちゃん、わたしがお兄ちゃんを『いらない』なんて思うわけないから」


    「日ひ留る女めさん……」


    　お兄ちゃんが、彼女をそう呼ぶ。


    　ふたり着替えて、仲良く朝ご飯を食べて、自転車ふたり乗りで学校へ向かう。


    　見慣れた一軒家の表札には──。


    『月つく読よみ　神かみ臣おみ


    　　　　日ひ留る女め』


    　と、いつだったか「夫婦みたいですね！」とお兄ちゃんが嬉うれしそうに言っていた、並んだ名前が、少しだけ変化して刻みこまれている。


    「いつも、ごめんね──送ってもらっちゃって」


    「それは言わない約束ですよ～」


    　などと語りあいながら、自転車を進ませるふたり。


    　わたしが自分の立場を日留女ちゃんに譲り渡し、そんな本来はありえなかった奇跡を起こすために、わたしが『神々』として尽力し始めてから数日。


    　とくに問題は起きてない。


    　日留女ちゃんは無意識的に、お兄ちゃんを求め、その願いに応えてお兄ちゃんも存在を保っている。そんな奇跡を支えるため、わたしは『徳』を──霊力を送りつづけている。


    　安定して、何の問題もない、理想的なシステムだ。


    　──本当に、これで良かったのかな？


    　いびつな不安を抱かかえながら、平凡な毎日はつづいていく。

  



  
     第十五話／ラスボス登場


    



    　これは、あとから聞いた話である。


    「ふん」


    　天沼矛あめのぬぼこ町の住宅地。


    　情雨じようちゃんは小生意気に鼻を鳴らすと──自動販売機にもたれかかり、腕組みをして。


    「気に食わないわね」


    　面白くなさそうに、お兄ちゃんとふたりで登校している日ひ留る女めちゃんを眺めている。


    「自分が犠牲になって、可哀想な女の子を助ける？　心まで神様になっちゃったの？　そんなの似合わないわよ、何を勘違いしてるの？　そんな優しいやつだった？　あたしが考えてる以上に愚かだったの？　少しは、認めてやろうかと思ってたのに──」


    　立ちつくして独り言をつぶやいている。


    「あんた馬鹿よ……」


    　情雨ちゃんは、呻うめいた。


    「ヴィシュヌに騙だまされてるかもしれないじゃない、どんな事故があるかわからない、元に戻れる保証なんてない──必死にがんばって奇跡を起こして、それをぜんぶ他人に差しだして、あんたはそれで満足なの？」


    「『おじょうさま』」


    　不意に、情雨ちゃんのそばにちいさな少女が出現する。


    　その少女──玉たま藻もの前まえさんは、和風な衣装に似合わないビニール傘がさを取りだして。


    「雨がふってきましたわ、使ってくださいな。……濡ぬれてしまいますわ」


    　差しだすと、情雨ちゃんはこくんと頷うなずいて。


    「ねぇママ、あたしね楽しかったんだと思うわ」


    　早口で、ごまかすみたいに。


    「あの子はね、誰よりも弱くて、情けないくせに──いちばん根本のところでは、不思議な強さがあった。あたしがどんな悪意をぶつけても、のらりくらりと避よけて、いつのまにか手を握ってくれている。それで、あたしは何もかもどうでもよくなっちゃうんだわ」


    　傘を受けとりながら、そっと母の手に縋すがって、抱きよせる。


    　空から、涙のような雨つぶが落ちてくる。


    「あんな子、他にいないよ……」


    「好きなのね、鎖さ々さ美みさんが」


    　玉たま藻もの前まえさんがそっとハンカチを差しだし、情雨じようちゃんの頰ほおに垂れた雨のしずくを拭ぬぐったが、すぐに涙がこぼれてきた。


    　情雨ちゃんは、駄々をこねるように。


    「ちがうわ、あたしとあいつは宿敵よ──それ以上でもそれ以下でもないわ」


    「ねぇ、情雨」


    　名前を、呼んだ。


    　たぶん母親として、真しん摯しに娘を教え導くために。


    「あなたは残酷な運命のなかで、誰にも頼れずに、でも生きていくために憎しみに染まるしかなかった。あなたのお父さんみたいに、その人生をなぞるように。でもね、もういいと思いますの」


    　必死に、玉藻前さんは告げた。


    「これは、あなたの人生。あたくしが守りたかったのは、『アラハバキ』のつづきではなくて、あなたなの。かけがえのない、あたくしの情雨──自分を殺しつづけるように生きるのはもうやめなさい」


    　凜りんとした母の言葉に、情雨ちゃんはしばし、打ちのめされたように黙っていたが。


    　静かに傘かさを開いて、自分と母を冷たい雨から守って、独り言のように。


    「あたし、どうすればいいの……」


    　迷子みたいな情雨ちゃんに、玉藻前さんは厳しく優しく。


    「考えなさい。誰かの言いなりではない、自分の人生をつくるの。あたくしのような、失敗だらけの化け物でも、幸せになれましたのよ。あなたも、きっとそう」


    「ママ、あたし──」


    　顔をあげて、まるでスポットライトを浴びる演劇の主人公みたいに。


    　情雨ちゃんは、胸に手を当て、何かを口にしようとしたけれど。


    　不意に。


    　舞台に無関係な観客が飛びこんで、何もかもを台無しにするみたいに。


    　荒々しくも無視できない、凶悪な気配が、ふたりの全身を打った。


    



    　同時に彼女らが視線を向けると──そこに、奇妙なものが立っていた。


    



    　真っ赤なレインコートを頭からかぶった、浅黒い肌をした長身の男だ。


    　雨が、その男だけを避よけて地面に落下しているようで、せっかくの雨具が無意味なぐらいに濡れていない。


    　半透明なレインコート越しに見えるのは、不気味なピンク色をしたスーツで、体格は筋肉質だがやや細身だ。


    　老ろう爺やのような白い髪。


    　死を匂におわせる、紫色の瞳と口紅。


    　彼は大股で歩み寄ってくると、硬直している情雨じようと玉たま藻もの前まえを睥へい睨げいする。


    　無視できぬ、その存在感。これはいったい、誰であろう？


    　言葉は、ほんの少しでじゅうぶんだった。


    「でかくなったわねェ、情雨」


    　舌足らずな、奇妙な女性口調、というかオネエ口調。


    「あんたは、縮んじゃったかしらァ──おこん」


    　不思議な愛称で、玉藻前さんを呼ぶのは──。


    　男が、顔をあげる。


    　あきらかに日本人的ではない、目鼻立ちのはっきりした濃い顔。


    　おでこから肉色の、鬼の角が生えている。


    　執念と怨えん恨こんに凝り固まった人間は、鬼と化す。


    　それは、善行を積むために神仏と成ったわたしとは真逆の、外げ道どうの証あかし。


    「まさか……」


    　情雨ちゃんが、酸欠の金魚みたいに口をぱくぱくさせた。


    　玉藻前にいたっては、今すぐに失神しそうに、かんぜんに血の気けを失っている。


    「待たせたわねェ」


    　男は頓とん着ちやくせずに──奇妙な口調で。


    「ククク、伊弉冉尊いざなみのみことのルール違反を利用して、アタシ復活しちゃったわよォ」


    　妙に婀あ娜だっぽい、笑み。


    「忌いま々いましい『月つく読よみの巫み女こ』の驚く顔が目に浮かぶわァ──『アラハバキ』を潰つぶしアタシを殺してそれで解決、と思いこんだお馬鹿さん。魂が滅びなければ、このアタシは不滅よォ」


    　どこか、懐かしそうに。


    「呪じゆ々じゆちゃんってば、いっつも詰めが甘いのよねェ」


    



    「……パパなの？」


    



    　情雨ちゃんが、雨の冷たさのせいか、衝撃のせいか──全身を震わせて問うた。


    　今度こそ、気づくのが遅れて、最愛の家族を失わないために。


    　怯おびえきった情雨の声に、男は片目を瞑つむった。


    「他の誰に見えるのよォ？」


    　不満そうにぼやくと、情雨ちゃんは腰骨でも砕けたみたいにその場にへたりこんだ。


    　安あん堵どか、恐怖か──代わりに飛びだしたのは、玉藻前さんだった。


    「旦だん那なさま!!」


    　情雨じようちゃんの父親ということは、玉たま藻もの前まえさんにとって夫だ。


    　抱きついて、ぎゅうぎゅう。


    「い、生きて、いえ──よくぞ、ご復活を……いいえ！　この玉藻前、一時たりとも旦那さまが滅んだなどと信じてはおりませんでしたわ！　あぁ、相変わらず無駄にセクシーで気持ち悪い……はぁん、旦那さまぁ──ぺろぺろ、ぺろぺろ……」


    「舐なめンな」


    　抱きついて動物の愛情表現をする幼妻を、男はやや乱暴な口調で叱しかってから。


    「アタシのいない間──苦労をかけちゃったみたいねェ、おこん」


    　ほんのちょびっと優しく、そう告げた。


    　その、情雨ちゃんによく似た──不器用な親愛の表現は、やっぱり、父親だった。


    　つまり、この男こそが、先代の悪徳オカルト結社『アラハバキ』首領。


    『神々』を、それを宿すものたちを超人と呼び、『月つく読よみ神社』と敵対しあらゆる悪逆のかぎりを尽くした秘密結社の総そう帥すい。


    　世界征服を志し、はぐれものの『悪神』たちをたばね、破壊と恐怖をふりまいた世紀の大悪人──。


    　まぁ、見た目はただの怪しいオネエのひとだが。


    「いいえ、そのお言葉だけで報われましたわ」


    　ぐすん、と目元を拭ぬぐって、玉藻前さんは飛び退のくと、従僕らしくその場に跪ひざまずいた。


    「お帰りなさいまし、旦那さま♪」


    「ふん」


    　対照的に、情雨ちゃんは拗すねてるのか何なのか、立ちあがると高圧的に父を睨にらむ。


    「帰ってくるのが遅いのよ、どうせ女のところにでも行ってたんじゃないの──この駄目パパ、ばかパパ、ずいぶんと遅いから、もう二度と会えないんじゃないかって……」


    　そこが限界で、甘えん坊の情雨ちゃんは、じわっと涙目になるとぐずついた。


    「だから、あたしがやらなくちゃって──パパの代わりに、『アラハバキ』を守らなくちゃって、がんばったんだからぁ！　何を今さら、のこのこ帰ってきてるのよ……！」


    「ごめんね」


    　先代『アラハバキ』首領は、娘をおおきな胸板に押しつけると。


    「よく、がんばったわァ」


    「……ぐずっ」


    　それが限界で、情雨ちゃんは呆あつ気けなく虚勢を崩すと、父親に縋すがった。


    　わんわん泣いている。


    「パパぁ──そうよ、がんばったのよ。もっと褒ほめてよ、ばかぁ！　何度も死にそうになって、怖いことたくさんで、わからないことばっかりで、でも、でも……！」


    「じょ、情雨じよう、情雨ちゃん、ちからをゆるめて──し、死ぬゥ」


    　怪力の情雨ちゃんに渾こん身しんのちからでしがみつかれ、背骨を折られそうな男である。


    　玉たま藻もの前まえさんが呆あきれたように。


    「だいぶ弱ってるようですわね、旦那さま」


    「当たり前よォ、いちど死んだんだもん──呪じゆ々じゆちゃんに仕返ししたかったけど、妖よう怪かいどもをけしかけるぐらいしかできなかったしィ？」


    　どうも口ぶりから言って、先日──授業参観を装ってお母さんを呼びだし、大量の『妖怪』で抹殺しようとした黒幕は、この男だったようだ。


    　もうひとりの『真犯人』であるヴィシュヌは『妖怪』が学校に集まっていた理由を知らなかったようだし、彼女の部下のガルーダはむしろ『妖怪』と戦っていた。


    　あの状況は、複雑に入り組んだ三つ巴どもえだったのだ……。


    　男の目的は当然、自分を殺し組織『アラハバキ』を潰つぶしたお母さん──月つく読よみ呪々への復ふく讐しゆうだろう。


    「でも、アタシは諦あきらめないわよォ」


    　鬼は、強い眼光で世界を睨にらみつける。


    「『月読神社』を潰し、あらゆる『神々』を手にいれ──いずれこの世界を支配する」


    　やっぱり目的は世界征服なのか。


    　父の願いを叶かなえるために試行錯誤していた情雨ちゃんとちがって、その望みの本来の持ち主であるこの男は、もっと具体的で──躊ちゆう躇ちよがなく、手段を選ばないだろう。


    「あんたが哀しむような、こんな世界は、パパがぶっ壊してあげる」


    　さっきまで泣いていた情雨ちゃんの頭を、そっと撫なでて、男は微ほほ笑えむ。


    　情雨ちゃんは、ちょっと前なら喜んで父に協力していただろう。


    　でも今は、どこか不安そうに──迷うように。


    「どうするの？」


    　問うと、彼は拳を握りしめた。


    「アタシも無駄に死んでたわけじゃないのよォ、死後の世界で忘れ去られ、誰も顧みなかった『旧神』を手にいれたの」


    　その手のひらを開くと──。


    「目にもの見せてあげるわァ、アタシこそが鬼、アタシこそが悪、アタシこそが虐げられたまつろわぬものたちの王──何も知らない呑のん気きな善人どもに、ほんとの悪意を思いしらせてやるわァ」


    　そこに、まるで原始の宇宙のような、どす黒い闇やみが渦巻いた。


    「この忘れられし『悪神』、『這はいよる混こん沌とんアバオ・アクー』で……！」


    



    
      了

    


    


  



  
     あとがき


    



    　というわけで、『這はいよる混沌』という言葉からディープなひとは予想できたかもですが、


    次回はクトゥルー神話です。そうしたいわゆる人工的な神話、およびグノーシス派や黒の聖母ブラツク・マリア信仰などなど、異端や外典、偽ぎ典てんと呼ばれている神話を中心にしようと思っています。


    　つまり、偽典をおもな拠よりどころにしている『アラハバキ』のターンです。


    　という、神話に興味ないひとにはどうでもいい話題から初めて恐縮ですが『非』日常系神話のメジャーリーグ（？）『ささみさん＠がんばらない』の第六弾をみなさんにお届けです。『二年生編』はこれでお終しまいで、次回から『三年生編』（あるいは『月つく読よみ日ひ留る女め編』）となりますが、あのひとたち意外としぶとく生き残ってるので、まだ『アラハバキ編』は根底でつづいていく感じなのです。


    



    ＠『消失』視点（あるいは『主人公交代』視点）について／神話関係については前回のギリシア神話がやりすぎて資料の海に溺れかけたので、今回の印度インド神話はなぞる程度です。興味のあるかたは作中の単語などからググってみると楽しいかもです、アバオ・アクーとか。


    　そして主人公が途中でアイデンティティの崩壊に襲おそわれる、自分と他人が入れかわって居場所を奪われるのでは～と疑う構成は、むしろ一般文芸で日あ日き日らがかなり頻ひん繁ぱんに（むしろ『それしか書いてない』ぐらいに）題材とするものです。


    　築きあげた地位も名誉もお金も人間関係も、すべてが奪われ、みんな自分のことを忘れてしまう。それはいわゆる『死ねばすべてお終い』ということで──輪りん廻ね転てん生しようし、罪だけを背負って来世へとおもむく印度神話の宇宙観になぞらえられます、と無理やりつなげてみる。


    　現世利益や欲望を否定せず、『今このときの幸福』を追及する印度神話、わりと好きです。


    



    ＠以下、謝辞です／毎度プロットから原稿から「おりゃあ！」と暴投をかます日日日に必死でキャッチボールを試みてくれている担当の星野さん、そして「表紙は玉たま藻もの前まえで、授業参観に行くためにおめかししてる感じで」と言ったらなぜかメイド服をチョイスしてくれたやっぱりあなた天才だよ！　絵師の左ひだりさん。および関係者の皆さまに感謝を。


    　次回は神様になった鎖さ々さ美みさんが、『普通の生活』を送る日留女ちゃんを見守る構成になる予定です。でもそんな日留女ちゃんに復活した『アラハバキ』首領が接触して──あと、これまで置き去りにしてきた『学園』を中心に、部活動やら学校行事やらを描いていく予定。


    　ではでは、次回も『がんばって』まいりましょう。


    



    
      日日日

    

  



  
    日日日


    Akira


    



    「何でヴィシュヌの口癖は『るる～ん』なんですか？」


    「え？『インド→カレー→ルー→るる～ん』ですけど」


    「聞かなきゃよかったです」


    公式ＨＰ「あたしら憂鬱中学生」


    http://id37.fm-p.jp/213/atashira/

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ささみさん＠がんばらない６
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